
1耕土
2茶褐色粘質土
3灰黄色粘質土
4黄灰色粘質土
S灰黄色砂質土
G黄灰色砂質土
7責灰色砂
8暗黄茶灰色粘質土
9責茶灰色粘質土
10舞 土

11暗灰色砂

12暗茶黒灰色砂質土
13暗灰色砂
14暗灰茶色粘上
15暗責茶灰色粘土
16黒灰色粘上
17暗灰色砂混粘土
18暗黄茶灰色細粒砂
19暗黄茶灰色砂質土
20暗灰茶色砂質土
21暗茶褐色砂質土
22黒灰色粘質土

15.20m

15.23m2

o                                                5m

Ⅱ-134図  C-2区 平面図 4・

1耕土
2茶褐色粘質土
3灰黄色粘賃上 ,黄 灰色細砂土
4黄灰色粘質土 B暗 黄茶灰色粘質土
S灰黄色砂質± 9暗 灰色粘質上
6黄灰色砂質± 10黄灰色粗位砂

5 (1 :50)

11暗灰色粘質上
12黄灰色粗粒砂混粘土
13暗黄茶灰色粘質土
14黒褐色粘土
iS暗責灰色粘上
16暗茶灰色細粒砂
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暗灰黄色 (25Y4/2)微粒砂
黄褐色 (25Y5/4)粗粒砂
暗灰色 (N3/)粗 粒砂
褐色 (75YR4/4)粗 粒砂
暗褐色 (75YR3/4)細 粒砂

1475m
1 灰黄褐色 (10Y R 4/2)細 粒砂
2黒褐色 (25Y3/1)粘土
3暗灰色 (N3/)粗 粒砂
4オ リーノ黒色 (5Y3/2)微 粒砂

50cm

Ⅱ発掘調査の成果

‖ .85m

Ⅱ-136図 土坑 2遺物出土状況
(1:10)

Ⅲ               1              /7′

‖ 95m 溝 7

1495m 溝 8

ー‖.95m  溝 8  _

1暗灰責色 O sY4/2)微粒砂
2ォ リーブ褐色 (25Y4/3)細粒砂 1 暗灰黄色 (25Y4/2)微粒砂

Ⅱ-135図 清断面図 (1:20)

これらの上坑からは長胴甕や須恵器甕等の破片が

出土している。土坑 2では長胴甕体部 (Ⅱ -137図 4)

が良好な状態で出土しているが、底部および口縁部

は欠損する。この甕は土坑内の東側に横倒 しになっ

て出土しているが、土坑の主軸とは直交しており上

器棺墓の可能性は低 く、他の目的を持って恣意的に

埋納されたものであろう。 4の体部外面をハケ、内

面はケズリを施す。このうち、内面上部のケズリは

斜め方向に、下半部はタテ方向に施 している。時期

は 6世紀末以降と考えられる。Ⅱ-137図 5は土坑

6か ら出上した土師器の大皿である。底部外面に不

整方向のケズリを施す。体部外面にはミガキとみら

れる痕跡を残すが明瞭ではない。内面はナデのみで

暗文はなく、口縁は特に沈線等は施さずそのまま九

く収める。全体的に粗雑な作 りで、奈良時代末から

平安時代前期のものと考えられる。

清 1・ 2 調査区東部で検出したもので、 2条の

溝が合流する。東側のものを溝 1、 西側のものを溝

2と する。溝 1は幅0。 7m、 深さ0.2mを測る。埋土

は上下 2層 に大別できる。上層は、第Ⅶ層等の粒径

が小さいブロック土を含む埋戻土である。下層は中

粒砂を主体としあまりしまりがない土層であること

から流水に伴って堆積したことが窺え、機能時の堆

積土とみられる。なおこの上面からⅡ-138図のよ

うな状態で土器が出土している。溝 2は幅0.7m、 深

さ0.2mを測る。埋土は 2層 に大別され、その状況は

溝 1と ほぼ同様である。この溝はC-1区 の溝 1 Ⅱ-137図 土坑 2・ 6出土遺物 (1:4)
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20,C-2区の調査

0                   10cm

Ⅱ-139図 清 1出土遺物
(1:4)

と同一の溝の可能性がある。

溝 1の 出土遺物 (Ⅱ -139図

6・ 7)は上述 したように下層と

上層の狭間で検出されたもので溝

1の機能停止時期を示唆する。 6

は須恵器の杯身で、口縁部は内傾

し退化傾向にあることからTK―
209型式段階のものであろう。 7

は平瓶で口頸部は欠損する。上半

は回転ナデ、下半は回転ケズリを

施し、内面下半はヨコナデ、上半

は無調整である。時期は 1と 同様

とみられる。

清  3 河川 1の西側でそれと
並行 して流れる溝である。北端部

では幅 1.Om、 深さ0.3mを 測 り、

南に向けて溝幅を次第に拡張し南

端で溝 4に合流する。埋土は 2層

に大別される。下層は砂層からな

り機能時の堆積土であるが、上層

埋土は溝 1・ 2同様に機能停止

後の埋戻土である。

溝 4 溝 5の東側を削平しつつ北西から東方向へ蛇行するもので、溝壁面は緩やかに下降する
ことから自然地形に伴う落ち込みの可能性もあるが、東側で溝 3や河川と合流する可能性が高く溝
として扱った。埋土上層の一部に第Ⅶ層を母材とするブロック上を含むことから他の遺構として、

土坑が存在 している可能性がある。遺物はⅡ-140図 に示 したように少量出土 している。 8は土師

器杯Aも しくはCと 考えられ、底部外面にケズリが施されている。内面および体部外面は風化が著

しく調整は明確にできない。時期は 7世紀後半ごろと推定される。

清 5 調査区東部で検出したもので、溝 4に東側肩部を削平される。南東方向に流れを持つ溝

＼

リ
ノ

理 こ事事多
=/沌
垣

0                                        20om

Ⅱ-140図 清 4出土遺物 (1:4)

14.80m

暗黄褐色粘質土

(黄灰色粘上プロック含む)

152



Ⅱ発掘調査の成果

で、幅0.9m、 深さ0.3mを 測る。埋土は 3層 に大

別される。下層は機能時の堆積と考えられる砂
1 暗灰黄色 (25Y5/2)微粒砂｀

層、中層は流水停止後の黒灰色粘土層、上層は :誹冠奔守歩Юざ髭甲縦申  ヽ , 中 'ヤ｀,/,W/J‐ IJ‐ LI多ヽ マン 万 Vハ ф 何口 」ヒ ′百 ヽ Jヒ ′百 イム  0暗 灰色 (N3/ )粗 粒砂  ~

第Ⅶ層等を母材とするブロック上を含むことか 1霰墨婦そこ多を籍を砂
ら廃絶に伴う埋戻土と考えることができる。遺 I鷺頷τ幹〉を,習

/3)細粒砂

iオ

リーア黒包95Y3/→
pm々ィギ秒ゝ)糧励物は出上していない。
11ォ jとう薫てゴ伊

=笠
抄D礫

溝  6 土坑 2の西側で検出した溝で、幅0.4m、   可_‐44■ 廟 れ HI刊 陣E語爾 /Ⅱ-141図 河川 1断面図 (1:ηo)
深さ0,lm弱 を測る。埋土は暗責褐色上の単一層か

らなり、遺物は出土していない。土坑 4の上面を

削平する。

清  7 溝 6の西側 lm付近で検出したもので
ある。溝の幅は北端で0.65m、 南端で0.35mと 南

に向かうにつれて狭まる傾向にある。深さも0.3m

前後を有するが、側壁の様相を異にする。また埋

土は上下 2層 に大別されるが、両層とも第Ⅶ層を

母材とするブロック土を含む。

以上の特徴を見る限り他の溝とは様相が異なる

ことから、土坑あるいは他の性格の遺構となる可

能性が考えられるが、調査範囲が限られているこ

11

0                   10cm

12

Ⅱ-142図 河川 1出土遺物 (1:4)

ともあって、ここでは溝として報告した。遺物は出土していないため、時期は不明である。

清 8 調査区西端で検出した幅0.55m、 深さ0,lmの 溝である。埋土は上下 2層 に分層されそう
であるが、大きな違いは認められない。ただ底面では灰色砂層が認められることから流水があった

ことはうかがえる。遺物は出土していないため、時期は不明である。

河川 1 調査区中央で検出した幅 6m、 深さ lm前後の規模を測る1可川である。北西から南東方
向に流れを有するが、A～ E区で検出した河川との対応は明確ではなく、したがってその下流がど
の方向へ流れるかは明確にし難い。

この河川の埋土の堆積状況から一旦埋没した後に、再び旧河川西側に規模を4m前後と縮小 して
機能していたことがうかがえる。この大溝は側壁の形状、並びに堆積状況から自然流路と考えられ、

本報告では,可川として扱った。

また河川埋没後、上面から土坑と考えられる遺構の掘削がなされ、その状況は他の土坑群と同様
であることから土坑群との前後関係をうかがい知ることができる。

出土遺物はⅡ-142図 に示したようなものがある。loは上層埋土から出土 した土師器の長胴奏で
ある。口縁部を欠損するが、頸部の内面には横方向の粗いハケ、外面はヨコナデを施す。体部外面

は斜め方向のハケ、内面は縦方向のケズリと上半部に指頭圧痕を残す。11は第 2層から出上したも
ので、壷又は杯 Gと考えられる蓋である。残存部が少なく口径は特定しにくい。返りは退化してお

り、 7世紀中業から後葉の時期が推定される。12は二次流路 (Ⅱ -156図第23層 )か ら出上したも
のである。体部から頸部にかけての一部が残存する。体部下半はケズリ、上半から顎部はヨコナデ

を施す。容部外面に加飾はなく、桜井谷編年Ⅱ-5(TK-209)段 階のものとみられる。
上記の出土遺物を参考に、この河川の時期をみれば第一次、二次河道とも6世紀代には機能し、
7世紀に埋没し始めていることがうかがえる。



20,C-2区の調査

(3)小 結

当調査区から検出した遺構は、河川・溝群と土坑群である。それぞれの遺構で前後関係が認めら

れることから同時期に機能していたものではないことは明らかである。

溝においても河川 1と ほぼ同時期に比定される溝 1を含め、その河川に合流するとみられる一群

と溝 6・ 8の ような深さが浅く、そのうえ溝 6の ように明らかに土坑を切るような一群がある。

したがつて河川とそれに付随する溝の一群が 6世紀代に先行し、溝 4の ように一部 7世紀後半ま
で機能していたものがあるが、概ね 7世紀代に土坑群が営まれ、その後、 2～ 3条の小溝群が出現
したものと考えられる。

Ⅱ-22表 C-2区 土器観察表
図版 器種 出土位置 法量(cm) 回頸部 (受部)

上段:外面 下段:内匿
体部(胴部)

と段 :外面 下母 :内〒
底部 (脚部)

上段 :外面 下段 :内面 色調 残存度 備考

1 瓦質 羽金 包含層 日径 176 ナ デ
板ナデ 灰白～灰 5%

2 瓦質 羽釜 包含層 日径 186 ナ デ 浅責～灰白 10%

3 瓦質 羽釜脚剤 包含層 ケズリ 浅責～灰白

土師器 長胴奏 土坑 2 体部径 251
ケズリ 灰白 にぶい橙 llXl%

5 47-5 土師器 大皿 土坑 6
ミガキ 7
ナデ ナ デ

ケズリ にぶい貢橙
にぶい橙

400/O

須恵器 杯身 溝 1 日径 126 回転ナデ 暗青灰 7%

47-6 須恵器 平瓶 溝 1 回転ナデ
ケスリ
ナデ 灰～灰白 700/O

土師器 杯A 溝 4 ケ ス リ
灰白～橙

弥生 奏 溝 4 底部径 50 黄灰～灰白 60%

土師器 甕 ユ可)|| l ナデ
ハケ

ハグ
ケズリ 男責橙・灰白

11 須恵器 蓋 1可ナI11 日径 lo 4 回転ナデ 回転ナデ 灰 白 7%

須恵器 庭 1可 )|11 回転ナデ
回転ケスリ
同転すデ ケズ i, 灰白 25°/o
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Ⅱ発掘調査の成果

21.C-3区の調査

(1)調 査 区の概 要

調査範囲は東西約16m、 南北21mで 、調査面積は345♂ であ
る。地区の呼称は 5m方限に区画した杭の北東抗の名称による
ことにした。区割りは南北ラインを東から西へ 1.2.3… …、
東西ラインは北から南へ a, b, c……とし、その交点を a―
1、 b-3等 と表記することにした。
第 1層 は耕作土、第 2層 は灰責色細粒砂土で床土とみられる

客上、第 3層 は灰オリーブ極細粒砂土でマンガン粒の班′点がみ

られる。第 4層 は灰責色極細粒砂土、第 5層 は責褐色極細粒砂
上である。これらの層厚は 5 cm程 と薄く、上記の土色を基本と

しながら下層のものが混入し、そのうえ堆積状況が水平に近いことから耕作に伴って整地されてい

ることがうかがえる。これらの層には中世土器が少量包含されている。

検出した遣構は溝、柱穴等である。しかし遺構の残存状況は総てのものが10cm未満と非常に悪 く、
かなりの削平を受けていることがうかがえる。以下、検出した遺構について報告する。

(2)検 出 した遺構 と出土遺物

溝 1 調査区の西側、a-3地区からc-3地区にかけて南北方向に検出したものである。南
側の撹乱溝以南では検出されていないことから後世の削平に伴って消滅したものとみられる。幅は
0.2～ 0。4m、 深さは 5 cmほ どしか残存していない。埋土は上層が責褐色系、下層が褐色系の細粒砂
上である。遺物は出土していない。

溝 2 調査区の中央、c-3区からc-1地
|

けての東西方向で検出したものである。幅は0.2～

深さは5～ 10cm未満である。埋土は1層で黄褐色;

粒砂上である。この溝も遺物は出土していない。

桂 穴 50数基の小穴を検出したが、残存状況が非常
に悪いため、このうちどれほどが建物に伴う柱穴かは明

確にできない。ほとんどが20cm未満で深さも5 cm未満が

大半である。埋土は黄褐色系の微粒砂土の 1層 で、柱と

みられる痕跡は確認できなかった。これらの柱穴は調査

区に散乱した状態で検出されているため、建物を復元す

ることは困難である。

出土遺物 遺物は 3・ 4層 からⅡ-145図 に示 したよ
うな土器が出土している。 1は須恵質で東播系のこね鉢
である。 2は瓦質の羽釜で口縁部に径 5mmの穿孔が一
つみられる。これらの土器は鎌倉時代中期から末期頃の

ものとみられる。

―

―

―

―

Ｉ

Ｎ

＼
Ⅱ-1

粍 才 予 ‐8粗ν 戸
Ⅱ-144図 溝 1・ 2断面図

(1 :20)

ラ
0                                        20cm

Ⅱ-145図 出土遺物 (1:4)

43図  C-3区 範囲図
(1 :800)



21C-3区 の調査

(3)小結

検出した遺構は、上述したように溝 2条と柱穴と考えられるものを含めた小穴等である。残存状

態が非常に悪く遺構密度も散漫であるため、性格は不明とせざるを得ない。溝 1・ 2の新旧関係は

溝 1が溝 2を切ることにより明確であるが、その機能については、現状から明らかにすることがで

きない。また、これらの遺構の時期についても出土遺物がないことから断言できないが、遺構埋土

の状況が溝、小穴とも近似することから同時期のものであることは推定され、その時期は包含層か

ら出上している遺物などを参考にすると平安時代末期から中世の可能性が想定される。

H-23表 C-3区 土器観察表
噛 図版 器種 出上位置 法量(cm) 日頻部 (文罰り

上段:外面 下段:内顧
体部ll同部)

卜Et 風 百  下 酷 .丙τ
底部(脚部)

「 母 :外面 下避 :内悪
色調 残存度 備考

1 吾穂蚕
//a恵器

包含層 口径 %( ナ デ ナ デ 灰 白 5%

2 瓦質 羽金 包含層 回径 187 ナ デ 灰 2%
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2灰費色 (215Y O/2)極 紙湧砂、床土
3灰激色 (25Y G/2)極細粒秒、包含層
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Ⅱ-146図 C-3区 平面 ,断面図 (1:100)
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Ⅱ発掘調査の成果

22.D-2・ 3区の調査

(1)調査 区の概要

いずれの調査区も埋設物等

の攪乱により、段丘堆積層上

面 (第Ⅶ層)に いたる削平を

うけ、遺構の残存状態は極め

て悪かった。よって、基本層

序についても明確にしにくい

状況であるが、D-2区 では
河川上面に古墳時代以降の遺

物を含む包含層の堆積がわず

かに認められた。

(2)検 出 した遺構 と

出土遺物

D-2・ 3区 からは、とも
に河川を検出したが、遺構面

は地下埋設物の抜去により著

しく破壊されてお り、部分的

な検出にとどまる。以下、検

出した河川について報告する。

D-2区 河川 l D-2区
で部分的に検出した、東西方

向から南へ蛇行する河川であ

る。上層の大部分は削平を受

けているため、規模などにつ

いては明確ではない。

河川 1の蛇行する部分では

河川堆積土に重複関係は認め

られないこと、またE-1区
でもこの河川の延長と考えら

れる河川 1が部分的に検出さ

れていることから、蛇行部分

は河川の分岐・合流もしくは

大規模な流路変更にともなう

可能性が考えられる。

河川は堆積土および断面形

鰯
D-2区

‖
D-3区

□
D-5区

□
D-6区

□

Ｄ・，区

2区D―

，

‐

０
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
督

ヨ

Ⅱい-147図

D-2・ 3区
位置図

(1 :1,000)
Ⅱ-148図  D-2・ 3区平面図 (1:100)
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22D-2・ 3区の調査

1

0                   10cm

Ⅱ-150図  D-2区 河川

態から、小規模な流路変更を繰り返しながら川床を埋

めていき、川床の上昇に伴い次第に川幅を広げ湿地化

した過程がうかがえる。

河川 1か らは長頸壺 (1)、 甕 (2)、 把手 (3)な
どが出土している。 3は上層、 1・ 2は下層から出土

している。 1は長顎壼の頸部で、国縁部付近はやや内

反気味に立ち上がる。外面の調整には粗雑ではあるが

ミガキが、内面にはハケが施されている。 2は甕の口

縁部である。口縁端部は、上方につまみ上げられ端面

を拡張する。口縁部内外面はナデを施し、体部外面は

成形時のタタキ痕が残る。 3の把手は外面の風化が著

しく、成形後の調整については不明である。

これらの遺物の出土層位から、大まかに河川は弥生

時代後期から古墳時代にかけて堆積が進行 した可能性

が考えられる。

D-3区 河川 l D-3区 で検出した河川である。
攪乱により東側は破壊されているため、流路の方向や

河川の規模は明確ではないが、位置関係からみてD―

2区の河川 1の南狽上が上流に、またE-1区 の河川 2
が下流に相当する可能性がある。

河川 1は、断面観察による堆積土の状況から3期以

上の流路変更が考えられる。しかし、河川内の堆積土

の特徴に大きな違いは認められないことから、流路の

変更が河川機能期間内でほぼ連続して起きた可能性が

想定される。

河川 1か らは広口壷 (Ⅱ -152図 1・ 2)な どが出

土している。このうち、 1は流路変更以前の堆積土から、 2は変更後の堆積土から出土している。

lは口縁部が残存していないため、器種の詳細については明確にはできないが、広口壷となる可

能性が想定できる。 1は外面に幅の広いミガキを施すが、その上下にはハケによる調整の痕跡が見

られるなど粗雑化している。 2は直立する頸部に、外方へ開く口縁部を有する広口壷である。□縁

Ｅ
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端部は上下に拡張され、端

面には沈線状の凹線が 2条

ほど施される。器壁外面は

風化により調整については

明確にはできなかった。

いずれの遺物も弥生時代

後期後半から終末期頃の特

徴を持つ。

これらの遺物からみて、

河川 2は弥生時代後期以降

の堆積が考えられるが、堆

積土や遺物の様相に大きな

違いはなく、流路の変更に

時期的な隔たりは考えにく

しヽ。

Ⅱ発掘調査の成果

22黄褐色 (10Y R 5/6)中 →慢粒砂
20にぶい黄褐色 (10Y R 5/4)砂 礫層
24瞬 層
25灰白色 (5Y7/1)細粒砂
21灰白色 (5Y3/1)中 ～粗粒砂
2,にぶい黄褐色 (10Y R 4/3)砂 礫

褐灰色 (75YR5/1)極細粒砂    16灰 黄区 (25Y6/2)極 細粒砂
灰白色 (25Y8/1)細 粒砂      1,灰 黄色 (25Y6/2)シ ルト～極細粒砂の層状堆嶺
灰白色 (10Y R 7/1)細 粒砂     18黄 灰色 (25Y6/2)等 の砂礫層
灰黄色 (2576/2)細 粒砂      19黄 灰色 (25Y5/1)細 ―EW砂
暗灰黄色 (25Y5/2)シ ルト～中粒砂 20黄灰色 (25Y5/1)極 細～粗粒砂
暗灰黄色 (25Y5/2)細 粒砂に    21灰 自色 (25Y7/1)種 細～粗粒砂
細～中粒砂層を含む
浅黄色 (25Y7/3)極 細粒砂
灰自色 (5Y8/1)～褐灰色 (75YR 4/1)の 砂礫層
]褐灰色 (10Y R 4/1)ン ルトに細粒砂層を含む
10褐灰色 (10Y R 5/1)シ ルトに砂礫を含む
11褐灰色 (10Y R 4/1)ン ルト
12褐灰色 (10Y R 4/1～ 5/1)シルト～細粒砂の層状堆積
13褐灰色 (10Y R 4/1～ 5/1)シルト～礫の層状堆積
14黄灰色 (身5Y5/1)細 粒砂等の層状堆積
15黄灰色 (25Y5/1)ン ルト

Ⅱ-151図  D-3区 河川 1断面図 (1:25)

Ⅱ-152図  D-3区 河川 1出土遺物 (1:4)

2m

〆

≪

Ⅱ-24表  D-2区 土器観察表
図版 器種 出上位置 法量(cln) 日頚部 (受部)

と段:外面 下段:内面
年卜剖∫(1同離,
と段:外面 下段:内琶

底部 (脚部)

「段:外面 下段:内r
色調 残存度 備考

1 弥生 長顎童 河川 l 日径 86
ミガキ
ハケ 淡責～灰白 98%

弥生 奏 河川 1 日径 120 ナ デ
タタキ
ハケ

にぶい貢～灰要
すす付着

20%

3 土師器 把手 1可

'|11

ナ デ 浅黄橙

Ⅱ-25表  D-3区 土器観察表
No 図版 器種 出上位置 法量(cm) 日頸部(受部)卜砕  lk蒜  下 酢  丙 rf

体部9同部) 底部 (脚部)
と段:外面 下段!内面 色調 残存度 備考

1 弥生 広口壷
'可

ナ|11 日径
板ナデ
ハケのちナデ 明灰褐 1000/O

2 64-2 弥生 広口重 河川 l 頸部径lo 8 ナデ・ハ ケ
ハケ・ミガキ
ハケ にぶい黄褐
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23D-5区 の調査

23.D-5区の調査

(1)調査 区の概要

調査区内は地下埋設物等によって、旧耕作土から遺構面にいたる堆積土は著し

い削平を受けていた。ただ、一部堆積土が残存するところでは、「Ⅱ 2.周辺の地

形と基本層序」で述べたところとほぼ同じ状況が観察できた。

当調査区では、そのほぼ全面において河川跡を検出した。以下、河川 1につい

て報告する。

(2)検 出 した遺構 と出土遺物

河川 1 河川 1は、E-2区北端で検出した河川 1の下流部に相当する。当調
査区では河川の東岸の一部も検出したが、攪乱が著しいこともあり規模などにつ

いて明確にはできなかった。河川は堆積上の状況などから、調査区北東方から緩

やかに蛇行しつつ南へ流下したものが、次第に北西方へ移行する状況がうかがえ

ることから、2時期程度の流路の移動が想定できる。

河川内の堆積土は大別 3層程度に区分され、堆積状況の変化が知ることができ

る。このうち、上層から中層にかけては第Ⅵ層に類似する褐色系の細～中粒砂か

ら次第に黒褐色系の極細粒砂へと変化する。この間に炭や粗粒砂からなる薄層を

挟むが、堆積状況の変化に起伏はなく、連続した堆積の進行がうかがえる。下層

は粗粒砂・礫などの交互堆積からなり、河川東寄りにおける堆積が著しい。下層

は流路が停止する以前に堆積し、上層から中層は流路の移動後湿地化する過程で

堆積したものと考えられる。

なお、河川中層から下層上面にかけて、大量の遺物が出土している。以下、各

層から出土した主要な遺物について概観する。

上層から出土した遺物は少ないものの、広口重 (1・ 2)、 鉢 (3・ 4)、 高杯

(5)が出土している。鉢のうち、3は底部を押圧により高台状に拡張したもので

ある。また、 4の器形は明確ではなく、小型の甕になる可能性も残されている。

5は高杯の脚部となるが、中空の脚に4方向の透孔を施す。透孔の位置は、均等

ではない。なお、受部との接合には挿入付加法が用いられている。これらは弥生

終末期前後の所産と考えられる。しかし、河川上層は下流にあたるD-6区など
の遺物出土状況から、古墳時代前期の堆積が考えられ、これらの遺物は2次的な

，

‐

Π
Ｉ

肖
図

□
D-2区

□
D-3区

に
D-3区

□
D― S区
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Ⅱ-154図 河川 1上層出土遺物 (1:4)
|

Ⅱ―-153図

D-5区 位置図
(1 :1,000)

D-1区
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Ⅱ-156図 河川 1遺物出土状況 (1:20)
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Ⅱ発掘調査の成果

27

11にどい黄褐色 (10Y R 5/3)砂 礫層

0                              2m

)極細～細粒砂   21褐灰色 (10Y R 6/1)シ ルト～極細粒砂・炭化物多く含む
と砂・炭化物含む   22褐灰色 (loY R 6/1)シ ルト～極細粒砂 (中層下部遺物出土層)
～細粒砂      23褐 灰色 (10Y R 6/1)ン ルト～極細粒砂に灰白色 (25Y8/1)組粒砂含む
細́粒砂・炭化物含む 24灰黄褐色 (loY R 6/2)細 粒Vj7(下層遺物出土層)
)極細～細粒砂   2,褐灰色 (10Y R 5/1～ 6/1)細～中粒層
)極細～細粒砂   2S掲灰色 (10Y R 5/1)極 IIE～細粒砂
]出上層)      27黄 灰色 (25YR6/1)中 ～紐位砂 (最下層遺物出土層)
と砂         28褐 灰色 (10Y R 5/1)砂 礫層

'・

炭化物含む   20に ぶい黄褐色 (loYR4 5/3)中 ～粗粒砂
細́粒砂       31に ぶい苦禍,rinv P 4/■ ～ S/aヽ 細～細締I Jj

1 灰黄褐色 (10Y R 5/2)細 粒砂               1.彊 !

]0にぶい黄褐色 (10Y R 4/3～ 5/3)細～粗粒砂
91灰黄褐色 (loY R 4/2～ 5/2)シ ルト

Ⅱ-157図 河川 1断面図 (1:40)

流入品となるものと考えられる。

中層上部 (中層 1)か らは、重 (6～ 10)、 甕 (11～ 25)、 鉢 (26～ 29)、 高杯 (31～ 33)、 台付き
鉢 (30)な どが出土している。壼のうち 6。 7は、口縁部が欠損しているため器種の詳細は明確で

はないが、 8～ 10は広口壼となる。 6は扁平の体部に突出した円盤状の底部がつき、また頸部は内

傾 して立ち上がる器形となる大型の壼である。一方、 7は中型の壼となるが、体部は肩の張る器形
で、底部との境界は明確ではない。 8～ loはいずれも口縁端部をナデにより面取 りを行うが、粘土

帯により側面の拡張はなく、また加飾もしない。

甕は中型 (11～ 14・ 20。 21)が中心となり、小型 (15～ 18・ 22～ 25)、 大型 (19)は 少ない。こ
れら甕は大小を問わず分割成形技法が用いられているが、15の み異なる可能性がある。なお、分割

成形には 2分割のものと3分割のものが混在するが、その割合は明確にできなかった。また、 12・
13・ 16・ 18・ 20・ 22の 回縁は口縁叩き出し技法の痕跡が確認できる。甕の口縁端部は多様な形態を

呈するが、受口状のものは少なく、図化できるものはなかった。なお、15は体部外面にハケおよび

ナデを丁寧に施し、この時期のものとしてはやや異なる様相を示す。

鉢は、大型 (26)、 中型 (28)、 小型 (27・ 29)の 3法量が見られるが、小型品が多い。このうち、
29は底部に穿孔を施す有孔外である。また28の 回縁には片口がつき、体部はタタキ成形を行なった

あとミガキを施すが、ミガキは粗雑化しているなどの特徴がみられる。この他、30の台付き鉢は体

部上半が明確ではない。また、脚部との接合方法についても不明である。

高杯は小型品が主体となるが、杯部口縁が伸長し緩く外反する31・ 32と 皿形の杯部に大きく外反

する口縁を有する33が認められる。また、31と 33で は杯部との接合に円盤充填法が用いられるが、

31は充填時の押圧が強すぎたためか、円盤が陥没している。34は底部と脚部の境界に明確な接合痕

が認められず、底部から脚部へ連続して成形 した可能性が残されている。

中層下部 (中層 2)か らは広口壼 (34)お よび重底部 (35)、 甕 (36～ 49)、 鉢 (50～ 59)、 高杯
(60～ 63)が出土している。

34は 、回縁端部を粘土帯により拡張し、側面に波状文と円形浮文による加飾を施す。頸部外面に

施されたミガキは単位が太く粗雑である。また、35は壼の底部はタタキ成形後、粗雑ながらミガキ

を施す。

甕は、中型 (38・ 39・ 41～ 44・ 46)が多 く、大型 (36)、 小型 (37・ 40・ 45)は やや少ない。甕
の体部はタタキ痕をとどめるものが主体であるが、体部上半や顎部から体部上半にかけてハケを施

すもの (36・ 38'39。 41'43・ 45)も 見られる。口縁端部の形態は多様であるが、図化できたもの
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0                                        20cm

Ⅱ-158図 河川 1中層 1出土遺物 1(1:4)

168



Ⅱ発掘調査の成果

■OCm

Ⅱ-159図 河川 1中層 1出土遺物 2(1:4)
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Ⅱ-160図 河川 1中層 2出土遺物 1(1:4)
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のうち「はねあげ」状のものは見ら

れず、受口状のもの (37・ 40)が若

千認められる。また、42は 口縁叩き

出しを行ったあと、粘土帯を付加し

口縁部を形成している。

鉢は、中型 (50。 56)と小型に区

分できるが、それぞれの形態は多様

である。このうち、50の ように内外

面にミガキを施す精製品も見られる

が、外面にタタキ痕を残す粗製品が

主体を占める。また、52・ 57～ 59の

0                                        20。 m

Ⅱ発掘調査の成果

63

o                              20cm

Ⅱ-161図 河川 1中層 2出土遺物 2(1:4)

ように底部周囲を押圧により拡張し高台状に成形したものや、球形に近い体部から円盤状の突出し

た底部を有する54な ど、底部に特徴を有する個体も多い。また、51は 「はねあげ」状の口縁に有す

るなど、甕に類似する特徴を有している。なお、57～ 59は体部が残存していないため、鉢として扱

ったが製塩土器となる可能性もある。

高杯のうち、60が皿状の杯部となるほかはいずれも脚部となる。このうち、621ま 中空で杯部との

接合には円盤充填法が用いられる。また、61は 中実の脚部となり、接合方法は明確にできなかった。

なお、61・ 62の裾部には4方向の透孔が、63に は3方向の透孔が認められる。

下層上部 (下層 1)か らは壼 (64・ 65)、 甕 (66)、 鉢 (67～ 69)、 高杯 (70～ 72)が出上してい

68

Ⅱ-162図 河川 1下層 1出土遺物 (1:4)
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益
0         11

Ⅱ-163図 河川 1下層 2出土遺物 (1:4)
る。64は小型の直口壼となる可能性が考えられるが、口頚部上半が欠損しているため明確ではない。

65は扁平な体部に突出した円盤状の底部がつく器形となる。

鉢のうち、67は 内外面ともにミガキを施す精製品である。また、68は片回の口縁を有し、69は底

部に穿孔を施した有孔鉢である。なお、68は 口縁部の残存部位が少なく、口頸部の復元に問題を残

すが、中型または大型品となる可能性がある。

高杯はいずれも中空の脚部で、杯部との接合には円盤充填法を用いる。このうち、70は椀状の杯

部を有するタイプとなる可能性があるが、裾部にハケ調整が認められやや粗雑である。

下層下部から最下層 (下層 2)にかけては、鉢 (73・ 74)、 台付き鉢 (75)、 無頸壷 (76)な どが
出上している。これらの遺物は調査段階で層位的に取 り上げることはできなかったが、73・ 74と 75

～78に は明確な時期差があることから、前者が下層下部出土、後者が最下層出土のものとなる可能

性が考えられる。

鉢 (73'74)は中型品と考えられるが、底部が残るだけで明確ではなく小型の甕になる可能性も

残されている。75'76は残存部が少なく、口径の復元には問題が残る。75は台付き鉢として、また

76は無顎壷として扱ったが体部下半がないため確定しにくく、別の器種となる可能性もある。なお、

75に は 4条の凹線文が、また76に は 2条の凹線文が口縁部に施される。77はキ巴手であるが、長さ10

cm、 幅 3 cmと 大きく、大型器種の一部となる可能性が高い。把手は外面の調整から縦方向に取 り付

くことが考えられる。

以上、各層出土遺物を概観したが、中層上位は弥生時代終末期後半、下位は終末期前半から中頃、

下層上位は後期後半となるものと考えられる。また下層下部から最下層にかけての出土遣物は極め

て少なく、時期決定には問題を残すが下層下部が弥生時代後期後半、最下層は弥生時代中期末とな

る可能性が考えられる。

(3)小 結

当調査区では、河川からは弥生時代終末期にかけての遺物が多量に出土した。また、1可川最下層

付近からは第Ⅳ様式の特徴が見られる遺物が出土したことから、河川の時期が弥生時代終末期前後

を中心とするものの、その開始時期は中期末または後期初頭に湖る可能性が考えられるようになっ

た。

172



Ⅱ発掘調査の成果

Ⅱ-26表  D-5区 土器観察表 1
図版 器種 出上位置 法量(cm) 日頸部 (受部)

と段:外面 下段 :内琶
体部(胴苫卜)
と段1外面 下段:内面

底部 (脚言p
上段 :タト面 下段 :内爾 色調 残存度 備考

I 弥生 広口壷 1(上層) 日径 166 灰 白 責 灰 50%

2 弥生 広口壷 河

' 1(上
層) 日径 152 ミガキ

浅黄～浅黄橙
黒斑
12%

3 64-3 弥生 鉢 i可ナ11(上層) 底部径 40
ナ ケズリ

ナデ 灰 白 1009る

4 弥生 鉢 河サ11(上層) 底部径 39 タタキのちナデ
ハケ

タタキ
浅黄～灰白 100%

5 弥生 高杯 1可

'Hl(上
層)

ケズリ ミガキ 4 方向透孔
責
斑
灰
黒 100%

弥生 重 平可川 ユ

(中層 ァ
底部径 63

ミガキ ミガキ
押圧 ハケ

t刀 千

ケヽ 板ナデ 灰 白 100%

7 弥生 重 ヤ可ナ|11
(中層-1) 底部径 47

ミガキ
押圧 ハケ

ミガキ
ケヽ

黄灰～灰黄
黒斑

100%

64-4 弥生 広回重 ヤ可川 l
(中層-1) 日径 148

ナデ ハケ
ナデ 押
『

灰 白 70%

9 弥生 広口壷 平可ナ|11

(中層 -1) 日径 152 黄橙～灰白 100%

弥生 広口重 ↑可ナ|11
(中層-1) 日径

キ

キ

ガ

ガ

デ

トア

ナ

ナ 灰 白 60%

11 弥生 甕 1可川 1
(中層-1)

俺

高

日

器
ア^

ア^

ナ

ナ
タタキ タタキ タタキ

ハケ
伐 頁 ～貢 1/t

すす付着
100%

12 弥生 奏 河川 1
(中層-1)

日往 144
器高 225

ナ デ
タタキ
ハケ

タタキ
ハケ

にぶい責橙
すす付着

30%

13 65-2 弥生 奏 河川 1
(中層-1)

日径
器高

ナデ・タタキ
すデ

タタキ
ハケ

タタキ
ハケ 灰黄褐 50%

65-3 弥生 甕 河川 1
(中層-1

径

高

日

器 ナデ
タタキ
ハケ

タタキ
ハケ 浅責～灰 80%

15 弥生 甕 1可 , 1
(中層-1 底部径 30 ナデ ,ハケ

白
黄
仄
灰 50%

弥生 甕 河川 l
(中層-1

雰
壁
局

日

器
タタキのちナデ
ナデ

タタキ
ハケ

タタキ
ハケ 灰白～淡責 95%

17 弥生 養
'可

川 l
(中層-1

日栓 126
底部径 28

タタキのちナデ
ナデ

キ

？

タ

ケ

タ

ハ

タタキ
ハケ 黄灰 100%

弥生 斐 ヤ可川 1
(中層― )ユ

日径
キタ

デ

タ

ナ
タタキ
ナデあげ ? ギ

′

キ

あ

タ

デ

タ

ナ
にぶい責橙
すす付着

10079

弥生 甕 平可ザ11
(中層― )ユ

日径 182 ナ デ タタキ
ハケ 灰黄～灰白 50%

20 弥生 甕 河川 1
(中層-1) 日径 160

タタキのちナデ
ナデ

タタキ
淡黄～灰白 40%

弥生 甕 ギ可ナ111

(中層-1) 日径 160
タタキ
ハケ 淡責 20%

弥生 甕 河川 1
(中層―上)

タタキ
淡黄

弥生 奏 1可 )11
(中層-1 底部径 42

タタキ
ハケ

タタキ 押圧
ハケ 灰白～にぶい橙 100,る

弥生 奏 1可川 1
(中層-1 底部径 42

タタキ
ハケ

タタキ
ハケ 灰白～灰褐 100つる

弥生 甕 河川 1
(中層 -1 底部径 45

タタキ
ハケ

タタキ
ハケ 灰褐 1009る

弥生 鉢 1可 )|11

(中層-1 日径 315 ハ ケ
ハケ
ハケ にぶい責橙 20%

弥生 鉢 1可川 1
(中層-1

径

一局

日

器 ミガキ ミガキ
ミガキ 灰 白 30%

67-1 弥生 鉢 (片日)
河川 1
(中層-1) 底部径 36

タタキのちミガキ
タタキのちミガ吉 浅責橙 3%

67-2 弥生 鉢 ヤ可ナ|11

(中層-1) 底部径 41
タタキ
ハケ

タタキ/穿孔
ハケ

灰黄～責橙
黒斑 100%

67-3 弥生 台付鉢 ヤ丁)|11
(中層-1) 脚部径 59 (脚部内面)ハケ 灰黄 100%

弥生 高杯
マ可川 1
(中層-1) 日径 淡黄 40%

67-5 弥生 高杯
1可川 l
(中層 -1)

笹部

高

蜃

器 ミガキ
押 圧

ガキ/3方向透孔 〃く日～
にぶい黄橙

70%

弥生 高杯 河川 1
(中層-1) 日径 19o ミガキ 浅黄～淡黄 45%

弥生 広口壷 1可 ,11
(中層-2) 日径

波状文 円形浮文/ハケ
ミガキ 灰黄～浅責 1009る

弥生 菫 河川 1
(中層-2) 底部径 53

タタキのちミガキ?
板ナデ

ケズリ (ミ ガキ?)
板ナデ 灰白～責灰 100%

弥生 甕 河川 1
(中層-2) 日径 168

拳ア

本ア

ナ

ナ
タタキのち一部ハケ
ハケ 灰責～浅責 30%

弥生 甕 ヤ可川 1
(中層-2) 日径 120

ナデ、タタキ
ナデ

タタキ タタキ にぶい黄橙～
楊 匠
50%

弥生 養 ヤ可川 1
(中層-2)

ナデ、ハケ
ハケ

タタキのち一部ハケ にぶい貢構～

浅責
15%

弥生 甕 平可ナ|11

(中層 -2) 日径 165 ナ デ
タタキ
ハケ 浅黄～にぶい黄 30%

弥生 甕 ヤ可ザ|11
r由屑 _ク ヽ 日径 114 ナ デ

タ タ キ 褐
向
灰
灰 40%
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Ⅱ-27表  D-5区 土器観察表 2
図版 器種 出上位置 法量(cm) 目頭部(受吉ll

卜砕 :猟面 下腎 :内而
体部 (lH音慟
上段:外面 下段:内面

限封∫(脚 剖り
上段 :外面 下段 :内騒 色調 残存度 備考

弥生 甕
ヤ可, 1
(中層-2)

日径 163
ハケ
ハケ

タタキ
黄灰～灰黄 3079

弥生 養
ヤ可川1
(中層-2)

日径 106
ナデ タタキ
ハケ

タタキ
ハケ にぶい黄褐 40%

弥生 甕
マ可サI11

(中層 -2)
日径 144 ナ デ

ハケ
ケズリ? 党黄～にぶいF 40%

弥生 甕
河川1
(中層-2)

日径
タタキのちナデ
ハケ

タタキ
ハケ 完黄 すす付完 50%

弥生 養
河川 1
(中層-2)

日径 106
底部径 4(

ハ ケ
キ
デ
タ
ナ
タ
板

タタキ
ハケ 灰白 10%

弥生 養
1可川 1
(中層 -2) 底部径 5(

タタキ
ハケ

タタキ
ハケ 黄灰 100%

17 弥生 甕
1可川 1
(中層 -2) 底部径 6(

タタキ
ハケ

タタキ
ハケ ナデ 灰白～灰黄 100%

弥生 奏
1可川 1
(中層 -2) 底部径 4( ハ ケ

ケスリ 7
ハケ

灰白 100%

弥生 壷 1可川 1
(中層 -2) 底部径 50

タタキ
ハケ

タタキ
ハケ

灰白 黒班 100%

弥生 鉢 河川 I
(中層 -2)

往

高

日

器 ミガキ
ミガキ 黄灰～灰黄 10%

弥生 鉢 1可川 1

(中層 -2
一伶
〓
呂

日

果 ナデ
タタキ
ハケ

タタキ
ハケ

1完黄～仄芸 30%

弥生 鉢 ヤ可サI11
(中層 -2

径

高

日

器
タタキのち一部ハケ
ハケ

タタキのちハケ
ハケ ?

圧
デ
押
ナ

灰白～淡黄 20%

弥生 鉢 ヤ可
' 1(中層-2)
底部径 30

タタキのちナデ
ハケ

タタキのちナデ
ハケ

にぶい黄橙～
暗灰黄 100%

弥生 鉢 ヤ可ナ|11
(中層-2) 底部径 37

工具痕 圧
デ

押

ナ 灰黄 100%

弥生 鉢 河川1
(中層-2)

雰
登
島

日

器 ハ ケ ハ ケ ハ ケ 灰黄褐 100%

弥生 鉢 1可川 1
(中層 -2) 日径

タタキのちナデ
ナデ

タタキのちナテ
ハケ 灰 白 40%

弥生 鉢 河川 1
(中層 -2) 底部径 37

タタキ
ハケ

止
ケ
押

ハ 掲灰 100%

弥生 鉢 河川 1
(中層-2) 底部径 45

Ｌ

ケ

却

ハ オリーブ黒 80%

68-6 株生 鉢 1可川 1
(中層 -2) 底部径 60

止

デ

４

ナ 灰白～黄灰 100%

弥生 高杯 IHlサ |11

(中層 -2) 日径 199
ミガキ にぶい責橙 30%

弥生 高杯 平可サ 1
r巾屋 _,、 底部径 17

ハ ケ ハ ケ 灰黄 50%

62 弥上 高杯 ヤ可サ11
(中層-2)

ミガキ
ケズリ

灰白 100%

弥生 高杯 平可川 1

`由

層―クヽ 底部径 17モ
ハケ
4方向透孔 浅黄 30%

弥生 直口壺 平可川 1

(下層 -1)
ガ キ キガ

圧
ミ
押 灰白 100%

弥生 壷 マ可)1
(下層-1)

底部径 50
ミガキ
ハケ

ミガキ
ハケ

灰白～責灰 50%

弥生 養 河川 1
(下層 -1)

底部径 51 タタキ
ハケ

タタキ
ハケ

灰白～黄灰 100%

69-3 弥生 鉢 1可川 1
(下層-1)

径

高

日

器 ミガキ ミガキ
リ

キ

ス

ガ

ケ

ミ
にぶい責橙 70%

弥生 鉢 (片口) 1可川 1
(下層 -1) 日径 238

(片田部分)てづく渚 灰白～黄灰 10%

69-4 弥生 鉢 1可川 1
1下層 -1

唯
絲

押 圧 止
ケ
Ｗ

ハ

ケスリ/穿孔
ハケ

にぶい責橙～

灰黄
100%

弥生 高杯 河川 1
1下層 -1 ミガキ

ぃア
ズ

ナ

ケ
面取り/透孔

浅黄～淡黄

弥生 高杯 ヤ可川 1
(下層― ]

ハケのちミガキ/透子
ケズリ 灰黄

弥生 高杯 ヤ可川 1

(下層 -1)
ミガキ/透孔
しtFり こみ 灰自

弥生 鉢 ヤ可チl,1
(下層-2) 底部径 44

タタキ
ハケ

タタキ
ハケ

浅黄 100%

69-6 弥生 鉢 1可サI11

(下層 -2) 底部径 32
タタキ タタキ

灰黄～灰自 100%

弥生 台付鉢 河川 1
(下層 -2) 日径 275

凹線 (4条 )
ハケ ハ ケ

仄黄～淡黄 15%

69-7 弥生 無頸壺 1可 )|11

(下層-2) 日径 212
四線 (2条 )
ミガキ

ミガキ
ハケのちミガキ

吹日～炊東

黒班
15%

69-8 弥生 把手
'可

川1
(下層-2)

ケスリ/(把手)押Д
(体部内面)板ナデ

淡灰
:じf
依¬

弥生 壷 ヤ可チ111
r下層-9

櫛書文
ハケ 灰～浅黄 ;× 5cn



24.D-6区の調査

(1)調査区の概要

当調査区においても、地下埋設物による攪乱を受けていた。よって旧耕作土以

下、遺構面にいたる堆積土は削平されていたが、部分的に残存した堆積上の状況

から、「Ⅱ 2.周辺の地形と基本層序」で述べたところとほぼ同様の構成となるこ

とが確認できた。

(2)検出 した遺構 と出土遺物

調査区からは土坑 2基 と河川1条を検出した。以下、各遺構の状況について報

告する。

上坑 1 調査区のほぼ中央で検出した平面不整楕円形の上
坑である。主軸長 1.lm、 幅0,8m、 深さ0.2m前後をはかる。土

坑の基底面は若干の凹凸はあるものの全体的には平坦で、ほ

ぼ垂直に近い掘形を呈する。土坑内の埋土は第Ⅶ層を母材と

する粒径の小さいブロック土を含む黒褐色または黒灰色シル

トなどが交互に堆積する。これら土層の堆積状況をみると、

若干の方向性が確認できる。なお、土坑最下層からは、完形

の小型丸底壺 1点 (Ⅱ -165図 1)が横転 した状態で出土し
た。出上 した小型九底壼は、体部から頸部の外面にナデを、

|ロ

灰黄褐色 (loY R 4/2)シ ルト
にぶい黄褐色 (10Y R 4/3)シ ルト

13.80m

黒偶色 (10YR 2/3)シ ルトに第ⅥI層ブロックを極少量含む
黒褐色 (10Y R 2/3)～黒色 (10Y R17//1)粘 土炭化物を多く含む
灰黄褐色 (10Y4/2)シル トに第Ⅷ層ブロックを含む
第Ⅶ層ブロック間に黒褐色 (10Y R 2/2)シ ル トを多く含む
灰黄褐色 (10Y R 4/2)シ ル トに第Ⅷ層プロックを多く含む

0                                        50cm

Ⅱ-166図 土坑 1平面・断面図 (1:10)

0         5 cm

―Ⅱ‐-165図

土坑 1出土遺物

(1:4)

Ⅱ発掘調査の成果

Ⅱ―-164図

D-6区 位置図
(1 :1,000)
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1 0        1        20cm i12

Ⅱ-168図 土坑 2出土遺物 (1:4)

24D-6区 の調査

1 暗褐色(10YR 3/3)細 ～中粒砂
0                         1m2 灰暗褐色 (10YR 4/2)極 細～細粒砂に第Ⅶ層プロックを含む

3 第Ⅶ層ブロック間に黒褐色 (10YR 2/2～ 3/2)細～中粒砂を多く含む

Ⅱ-167図 土坑 2断面図 (1:20)
外部内面にはケズリを施す。また、体部から頸部にか

けての屈曲と緩やかで、明瞭な境界は見られない。土

坑 1は、出土した小型九底壷から布留式中相の所産と

考えられる。

なお、土坑 1に ついては、その形態から土娠墓とな

る可能性が想定できることから、土壌理化学分析・脂

肪酸分析を行なった。この結果、ほ乳類に由来する高

級脂肪酸は確認されたものの、遺体の埋納が予想でき

るほどのリン酸・カルシウムなどは抽出されず、土娠

墓と判断するには検討の余地を残すこととなった。

土坑 2 土坑 1の東に接 して検出した平面楕円形の

土坑である。主軸長2.6m、 幅2.Om、 深さ0,4mを はかる。土坑下半部はえぐり取られるように拡張

され、断面袋状の形態を呈する。また、埋土には第Ⅶ層 (段丘堆積層)を母材とするブロック上が

多量に含まれている。上坑中層からは、土師器長胴甕 (Ⅱ -168図 2)が出土している。長胴甕の

体部内面上半には横方向のハケを、体部下半にかけてはナデを施す。

土坑 2は、埋土および形状から、E区およびD-7～ 9区 などで検出している土坑群の一部とな
る。なお土坑の時期は、遺物から7世紀後半代と考えられる。

河川 1 調査区西側一帯で検出した河川跡である。検出した位置および遺物の出土状況、堆積時

期などからE-2区 およびD-5区 と一連の河川となる。
河川内の堆積上の様相や遺物の出土状況については、E-2区 およびD-5区 とほぼ同様の状況
を呈するが、D-5区 の堆積状況と比べると上層部分の堆積が増し、遺物の出土量が増加する一方
で下層 。最下層からの遺物出土量はほとんどなくなるなど、各層の地積状況は微妙に異なる。また、

E生 2区 と比較した場合も、当調査区の方が中層から下層にかけての層厚が厚 く、同層中の遺物の

出土層位が比較的明確に確認できる点で異なるなど、同一1可川ではあるものの、検出地点の相違が

坦土の堆積状況の微妙な相違に反映されているようである。

河川検出時に出土したⅡ-171図 3の広口壷口縁部をまず最上層出土遺物として挙げたが、この

他に須恵器細片が出土していることから、 3は混入品となる。

上層からは、小型九底壼 (4～ 7)、 壷 (8～ 10)、 甕 (11～ 14)、 高杯 (15～ 20)な どが出土している。

小型丸底壼は、直立気味の口縁部にやや扁平な体部 (5。 7)と 球形に近いもの (4・ 6)があ
る。また、調整は体部上半にナデを施すが下半部はハケ調整が残るものが一般的になっている。内

一導一一
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1章褐0(10Y R4.5/5'極細粒砂
2資褐色 (25Y45/6)種細～中粒砂
3灰資褐色 (10Y R 4/2)シ ルト
4灰黄褐色 CXoY R 4/2)ンルト組粒砂を少量含む

i露 殿 与猪  
馨窪易ヒΨ

麹 少筆 む

∴罐

'離
虫臨盤」覇隅∵

11黒褐色 (7.5YR3/1)シ ルト
12灰斎猾色 (19Y R s/2)砂礫層僻帽2遺物出J酌
13廃褐色 (19YRe.レ/1)シ″ト
14褐灰雹 (7,YR&5/1〉 ンルト

～礫
(下層遺物出上酌

13褐灰色 l10Y R4ぅ/1)砂礫層
11褐灰色 l10Y R4/1)シ ルト」側饒砂
1'黒撥色 17`YR3/1)シ ルト
18にどい黄褐色 (10YR4フ t)題粒砂に確を含む
10褐灰色 (10YR 4/1)シ ′レト炭摺物を含む
2,たおい黄獨色 (10Y R 4/3)シルト～粗極砂

211第れ唐鵬落土
22糞睫 ¢sY 5/1)砂凹腎
23にど鴻筆  (4oY 6/1,4醗 鯨少～

礫
2,猾灰色 (10YRう,5/1)シ ルド

～
礫
―

鍋褐色 (19YR基イ4)砂礫層
26医黄燭色 (10Y Rう /2)極組粒砂〔粗粒砂を含む

27灰黄褐色 (19Y R 5/2)～ にぶい黄橙色 (10YR,5/3)シルト
Pa灰資褐色 (10Y R 4/2)シ″卜に組粒砂を合む
2e医黄褥色 (loY R 4/2)シ ルトに粗粒砂～礫を含む

,0褐灰色 (10YR 4/1)シ ″卜～4粒ψ
3「褐灰色 (10YR 4/1)砂 礫唐
32灰責褐色 (10Y R 4/2)シルトに組泣砂を含管

Ⅱ-169図  D-6区 平面・断面図 (1:50)

177～ 178



Ⅱ発掘調査の成果

1380m

4にぶい黄色 (25Y6/4)fIB粒 砂に中～粗粒砂の層状増隣を含む
5黄褐色 (loY R45/5)極 細粒砂
6黄褐色 (25Y45/6)極 細粒砂

'灰
責褐色 (10Y R 4/2)シル ト～極IIB粒砂
8灰黄褐色 (10Y R35/2)極 細粒砂
9黒色 (10Y R 2/1)極細粒砂 (上層遺物出土層)
10黒色 (10Y R 2/1)シ ル ト
11黒褐色 (10Y R 3/1)極細～細粒砂
12褐灰色 (10Y R35/1)シ ル ト～細粒砂 (中層 1遺物出土層 )
13褐灰色 (75Y R35/1)極細粒砂 (中層 1遺物出土層)

1'灰黄褐色 (10Y R 5/2)砂 礫層 (中層 2遺物出土層)
18第Ⅶ層崩落土
19黄灰色 (25Y55/1)砂礫層
20灰黄褐色 (10Y R 5/2)砂 礫層 (下層遺物出土層)
21褐灰色 (10Y R 4/1)シ ル ト～礫 。第Ⅶ層の撹伴が著しい
22褐灰色 (10Y R 4/1)細粒砂～礫・植物遺体を含む
23灰黄褐色 (10Y R55/2)粗 粒砂
24褐灰色 (10Y R 4/1)シ ル ト
25灰黄褐色 (loY R 4/2)シ ル ト

Ⅱ-170図 河川 1断面図 (1:20)
面の調整は球形の 4・ 6が押圧を施 し、やや扁平に近い 5,7は ケ
ズリを施 しているなど、器形によって調整が異なる。ただ、いずれ

の小型九底壷も粗略化が進行しており粗製である。

壼は全体に出土量が少なく、短顎の広口重 (8)と 広口壼 (9)
が図化できただけにとどまる。 8は風化が進行 しており口縁部から

0                   10cm   3

体部内面にかけての調整は不明であるが、体部外面にかろうじてハ  Ⅱ_171図  河川 1最上層
ケ調整の痕跡がみられる。 9は直立する顎部に水平に近い状態まで    出土遺物 (1:4)
口縁部を屈曲させ、端部はナデにより面取りを行うだけにとどまる。loは底部のみとなるため、器

種の詳細は明確にできないが、その形態から中層からの混入品となる可能性が考えられる。

甕 (11～ 14)は、Hを 除いていずれも布留式甕である。これらは本来体部もかなり残存 していた

が、その残存状況は非常に悪 く図化できた部位は回頸部に限られる。12～ 14は顎部の屈曲は弱く、

口縁は内反気味に立ち上がる。また12の体部外面には横方向にナデが、内面にはケズリが施される。

Hは、受口状の口縁端部を有する小型の甕である。体部内面にはケズリが、外面にはハケが施され
る。底部は退行し明瞭ではないが、若干の平坦面を形成する。調整手法および口縁部の形態からみ

て在地産のものとは考えにくく、兵庫県北～中部付近からの搬入品となる可能性が考えられた。し

かし、胎土分析を行なったところ、その胎上の特徴は在地産と変わるところがなく、搬入品となる

可能性は乏しくなった。

高杯 (13～ 20)は 、脚部にミガキが認められるが、杯部にミガキを施すものはなく粗雑化 してい

る。図化した脚部はすべて中空で内面の調整はケズリとなるが、同層中からは中実の脚部も出土し

ている。脚部と杯部の接合は円盤充填法が主体を占めるが、16の ように接合法を用いるものも認め

られる。また、13～ 15。 17の杯部底外面には、工具による刺突痕が認められる。

中層上部からは壷 (21～ 33)、 甕 (34～ 57)、 鉢 (58～ 65)、 高杯 (66～ 68)、 器台 (71。 72)、 ミ

0                         1m

1 にぶい黄褐色 (loY R55/3)極 細～細粒砂              H褐 灰色 (10Y R 4/1)ン ル ト (中層 1選物出土層 )
2にぶい黄褐色 (loY R 5/3)細 粒砂・下層に中～粗粧砂を含む     15灰 褐色 (75YR 4/2)砂礫層 (中層 2過物出土層)
3に ぶい黄褐色 (10Y R 5/3)細 ～粗粒砂               16黒 褐色7(5YR 3/1)シ ル ト

179



24.D-6区の調査
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Ⅱ-172図 河川 1遺物出土状況 1(1:20)
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Ⅱ発掘調査の成果
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Ⅱ-173図 河川 1遺物出土状況 2(1:20)



24D-6区 の調査
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Ⅱ-174図 河川 1上層出土遺物 (1:
ニチュア土器 (73'74)、 手焙形土器 (75)な どが出土している。

4)

壷は広口壷 (21～ 25'28)、 広口長頸壷 (26・ 27)、 直口重 (29'30)がある。広口壺は、口縁端

部を上下に拡張し側面に加飾するもの (21・ 22)や無文のもの (23～ 25)、 端部にナデを施し面取
りするもの (26)な ど、多様である。これら頸部外面の調整はハケが主体となり、短頸の28だけが

丁寧なミガキを施している。長頸壷 (26・ 27)イよ、いずれも広国の口縁形態となるが、口縁端部の

形態は単調である。いずれも頸部外面はハケを施すだけにとどまる。直口壼のうち、小型で短顎の

30は体部中位に張りがある器形で、底部は小さく不明瞭なものとなり、九底化の傾向が認められる。

29は体部および頸部外面にミガキを施すなど、丁寧なつくりになっている。

甕は、中型と小型が主体を占める。甕は中型 。小型ともに分割成形技法により、外面にタタキ痕

を残すものが一般的であるが、体部上半にハケを施すもの (36・ 37・ 41・ 44・ 45な ど)も 少なくな
い。また、口縁叩き出し技法が確認できるものも多く、小型の51～ 53で は口縁叩き出しのあとに粘

土帯を追加した痕跡が明瞭に認められる。甕の口縁は多様であるが、口縁端部をナデ上げるもの



Ⅱ発掘調査の成果
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ヽ一一一一
一一
一一

54

0                                        20cm

Ⅱ-176図 河川 1中層 1出土遺物 2(1:4)
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Ⅱ-177図 河川 1中層 1出土遺物 3(1:4)

(36。 39・ 40)や41の ように有段状とも言える退行した受口状口縁を有するものなども見られる。
体部外面に丁寧なハケを施す45や体部内面にケズリを施す55は、この時期のものとしては珍しく搬

入品となる可能性も考えられる。また、56・ 57は 明らかに在地産の甕とは区別できる特徴を有して

おり、おそらく56は兵庫県北～中部方面、57は 山城または近江方面からの搬入が考えられた。しか

し、両遺物について胎上分析を行なったどころ、いずれも在地産と変わらないものとの結果が指摘

された。このうち、57にみる近江系の土器群については高槻市古曽部・芝谷遺跡 (三辻 利―「古
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0                                        20cm

Ⅱ-178図 河川 1中層 2出土遺物 (1:4)
曽部・芝谷遺跡出土遺物の蛍光X線分析」高槻市文化財調査報告書第20冊 『古曽部・芝谷遺跡―高
地性集落遺跡の調査―』高槻市教育委員会 1996)の調査においても、同様に在地産との識別が困
輩という結果が提示されており、また56についても手法的に11と の系譜が想定できるもののいずれ

も在地産となる結果が指摘されていることから、これらの上器については形態および調整手法から

搬入品と即断するには検討の余地を残すこととなった。

鉢 (58～ 65)は小型が中心となるが、大型 (58)も 含まれている。59の ように内外面をミガキを

施す精製品もあるが、外面にタタキ痕を残す粗製品が主体となる。鉢は口縁部を屈曲させるものと

そのままのものなどがみられ、その器形は多様であるが、中には60の ように底部を押圧により高台

状に拡張するものもみられる。また、61・ 62は底部に穿孔を施す有孔鉢である。

高杯 (66～ 68)は、いずれも中空の脚部となる。67・ 68は 内面に絞り目を残すが、66は縦方向の

ケズリを施す。杯部との接合は、67。 68が円盤充填法を用いているが、66は不明である。なお、66

は杯部の一部が残存 しているが、杯部の底部径は小さく新 しい様相がみられる。

69'70は複合器種の脚部となるが、上部が欠損しているため器種は明確ではない。

器台 (71・ 72)イよ小型で、柱状部は中空である。いずれも受部と脚部の 2つ に明確に区分できる

器形となっている。

ミニチュア土器 (73・ 74)はいずれも甕を模倣した器形となる。これらは、タタキによる成形痕
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Ⅱ-179図 河川 1下層出土遺物 1(1:4)
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111          112        113

Ⅱ-180図 河川 1下層出土遺物 2(1:4)
を残し、また器壁も薄いなど、他の器種が手づくね成形により、器壁が厚いものとは大きく異なる

ため製塩土器となる可能性もある。

75は手焙形土器の蔽部である。体部から連続して成形したあとに、境界部分に粘土帯を貼 り付け、

加飾している。蔽部外面は丁寧なミガキを施し、胎土も精良である。

中層下部 (中層 2)か らは、壷 (77～ 80)、 甕 (81～ 84)、 鉢 (85)、 高杯 (86)、 器台 (87)な ど

が出土している。

壷は口縁部の形態から、広口壷 (77)、 二重回縁壼 (78)、 短頸直口壼 (79・ 80)な どがある。77

は外反する顕部上に粘土帯を追加し、受口状の口縁をつくるもので、二重口縁に類似する形態とな

っている。ただ、回縁がやや内反気味に立ち上がることや、口縁の粘土帯が垂下気味となることか

ら、広口壼として扱うことにした。79'80は短顎の直口壷となるが、79が全体にミガキを丁寧に施

す一方で、80は ヨコナデが主体となるなど、同一器種でも精粗が分かれる。

甕のうち、81・ 83は 口縁部叩き出し技法が確認でき、また81は分割成形となる。甕の口縁部は多

様であるが、82の ようにはねあげ状に仕上げるものも認められる。

高杯は86の 1点のみ掲載したが、多数出土している。86は、中空の脚部に杯部を円盤充填法で接

合する。一方、器台の87は高杯にも見えるが、受部境界付近に接合痕はなく、明確に器台と判断で

きた。残存部位は胴部にあたり、鼓胴状の器形が考えられる。

下層からは、重 (88～ 95)、 甕 (96～ 105)、 鉢 (106～ H4)な どが出上している。

董は広口壷 (88'95)、 直口壺 (89。 90)な どがある。88は 長顎の、95は短頸の広口壼となる。

また、9oは短顎で小型の直口壷となる。体部外面にはミガキが施されるなど、つくりは丁寧である。

なお、91は 口頸部が欠損 していることから器種は確定できないが、やや扁平な球形の体部に突出し

た円盤状の底部がつく。また、92～ 94は体部以上が欠損しているため、器種は明確ではないが、底

部は退化傾向にある。

甕のうち、 103は有段状と言える退化した受口状口縁を有するなど、口縁部の形態は多様である。

このうち、98は肥厚 した口縁端部を拡張し、側面に凹線を施すなど当該期の甕としては古い特徴を

有する。体部外面にはやや粗いハケ調整を施すが、左下がりのタタキ痕が確認できる。口縁部の形

〃
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Ⅱ発掘調査の成果

態は明らかに中期の特徴となるが、タタキは後期のものといえる。搬入品の可能性も考えられるが

判然としない。

鉢は中型 (lo6。 107)と 小型 (108～ H3)が主体となるが、一方でミニチュア土器ともいえる
114な どもみられる。鉢はミガキを施すもの (lo6・ 109)が見られるが、図化できたもののうちタ
タキ痕を残すものは、112以外にはなかった。

以上、河川出土遺物について概観したが、中層以下の遺物についてはD-5区 の様相と大きく変
わるところはない。上層出土遺物について、布留式新相の段階を中心とする遺物群と考えられ、中

層から上層にかけては時間的な空白が認められる。

(3)小結

当調査区では、土坑 2基と河川が検出された。河川は、布留式新相段階の時期でも堆積が進行し
ていることから、土坑 1は河川 1が流路を変更し、止水若しくはそれに近い環境になった段階で作
られた遺構ということができる。

土坑 1の性格については、小型丸底壷の出土状況から土墳墓となる可能性が想定できる。しかし、

土壊理化学分析の結果、ほ乳類に由来する高級脂肪酸は確認されたものの、リン酸・カルシウムな

どによる分析では遺体埋納の可能性は乏しく、大型のほ乳類などを埋葬した土壊墓となる可能性に

ついては検討の余地を多く残すことになった。

また、河川 1か らは多量の上器が出上し、中には他地域産と想定される遺物もあったが、胎上分

析の結果から在地産とかわらない胎土を使用していることが明らかになった。しかしながら、その

手法は在地とは明らかに区別されるものであり、その背景に人の移動がかかわった可能性は残され

ているものと考えられる。この問題については、今後類例の増加を待って検討する必要があろう。
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Ⅱ-28表  D-6区 土器観察表 1
図版 器種 出上位置 法量(cm) 日頸部(受部)

卜4 風 面  ヽ 酷  丙朽
体部 ('同部)

L段 :外面 下段 :内騒
底部 (脚部)
と段:外面 下段1内こ 色調 残存度 備考

I
土師器 小型丸底壷 土坑 1 体部径 85 ナデ

ナデ
ケズリ

ナデ
ケズリ

灰 白

2 70-2 土師器 長胴甕 土坑2 日径 228
ナデ
ハケ ?

ハケ
ハケ

灰黄 30%

3 弥生 広回壺 1可川 1
(最上層 )

日径 160
デ

デ

ナ

ナ
ミガキ
アヽケ

にぶい責橙
～灰白 60%

4 土師器 小型丸底壷 ヤ可
' 1
′
卜庭∃ヽ

日径
器高

ハ ケ
ハケ
ナデ

ケ

序
ハ
翔 仄黄 黒班 85%

5 土師器 小型丸底壺 ヤ可川1
(上層 )

日径 96
ハケ
ケズリ

ハケ
ケズリ 灰白～灰責 10%

6 上師器 小型丸底壺 1可川 1

(上層 ) ナ デ

ケ
圧
ハ
押 灰 白

? 土師器 小型丸底壷 河川1
(上層)

ハケ
ナデ

ハケ
ナデ

浅責橙～灰白

土師器 奏 河川 1
(上層 )

日経
ハケ
ケズリ?

淡責 100%

9 71-2
弥生? 広日壷
(在地系)

1可川 1
(上層 )

日径 160
ナデ・ハケ
ハケ

浅責～淡責 40%

弥生 壷 (在地系) 硼
擬

底部径 50 ハケ

残 貢 種

灰白 100%

11 71-3
土師恭 発
イ】ヒア
=絣
素Ⅲ

1可川 1
(上層 )

径

高

日

器
110

141
ナ デ

ハケ
ケズリ

ハケ
ケズリ・押圧

灰白～
にぶい黄褐 100%

12 土師器 菱 (布留)
i可川 1
(上層 )

日径 152 ナ デ
ハケ
ケズリ

にぶい責褐
～黒褐 50%

13 土師器 奏 (布留)
ヤ可サ|11
1上層 )

日経 65 ナ デ 灰責 20%

土師器 奏 (布留) 硼口
日径 ナ デ 灰白～黒褐 80%

土師器 高杯
ヤ可川 1

(上層 )

雰
柱
古
ロ

日

器
ナデ ハケ
ハケ

ミガキ
ケズリ ナ デ

にぶい責橙 100%

土師器 高杯
河川1
(上層)

径

高

日

器
ナデ
ハケのちナデ

ハケ 押圧
ケズリ

ケヽ・ナデ
ケヽ 灰黄～責灰 95%

土師器 高杯 山口
日径 176 橙～浅責橙 100%

土師器 高杯
河川 1
(上層 )

ハ ケ キ

リ

オ
ズ
ミ

ケ i莞責橙 30%

71-7 土師器 高杯
1可川 1
(上層 )

底部径 101 ケズリ 仄 白 70%

72‐ 1 土師器 高杯
河川 1
(上層 )

ガキ ? ミガキ
ケズリ

掲灰 40%

72-2 弥生 広日重
1可川 1
(中層 -1 日経

波状文円形浮文,ハケ
ミガキ ミガキ(内面) 押圧のちナデ

灰～浅黄 100%

弥生 広日壷 ヤ可
' 1(中層-1 日径 198

ナデ 櫛書波状文
ナデ

疋～にぶい黄瑶 35%

72-3 弥生 広日壷
平可ナ十11

(中層 -1 日径
ケデ

デ

ナ

ナ
灰黄 30%

24 弥生 広日壷 河川 I

(中層 -1)
日径

ナデ ハケ
ナデ

ハケ
押圧のちハケ

灰白～浅黄 10%

弥生 広日壷 マ可
' 1(中層 -1)

日経
ナデ・ハケ
ナデ 。一部ハケ

にぶい黄橙 28%

弥生 広日短顕壷 河川1
(中層-1)

日径
ハケのちナデ
ー都ハケ

ミガキ
灰白 30%

27 72-5 弥生 広日短顕壷 河川 1
(中層 -1)

日径
ナデ ハケ
ナデ ミガキ

ハ ケ  ミガキ
翔序

灰白 40%

弥生 広日短顕壷 1可川 1
(中層 -1)

日経
ナデ・ ミガキ
ナデ・ケズリ

淡黄～灰白 20%

弥生 直日壷 河川 1
(中層 -1)

日径 92 ナ
デ ハケのちミガニ
ナデ

ミガキ
押

「

のちナデ
にぶい黄橙 85%

72‐ 4 弥生 直日壷 河川 1
1中層 -1)

径

高

日

器 ナ デ
押圧 ハケ ハケ

灰黄 黒班 9%

31 弥生 壷 1可川 1
1中層 -1 底部径 43

タタキのちミガ首
ハケ

Ｌ
ケ
押
ハ

暗灰黄 100%

弥生 壷 了可)1
(中層 -1 底部径 48

ミガキ
ハケ

Ｌ

ケ

神

ハ
民白 すす付是 100%

弥生 壷 ヤ可川 1
(中層 -1 体部径 181

ミガキ
ハケ

押 L
ハケ

灰黄褐～黄灰 50%

弥生 壷 平可
' 1(中層一

体
Ｉ
畠

日

器 ナ デ
タタキ
ハケ

Ｌ
ケ
押

ハ
灰黄 30%

弥生 壷 ヤ可川 1

(中層 -1)
径

高

日

器 ナ デ
タタキ
ハケ

タタキ
ハケ

灰黄 60%

弥生 壷 河川 1
(中層 -1)

日径 148
ハケ ナデ
ナデ

タタ井のち一部ハケ
ハケ

灰責 65%

弥生 壷 河川 1
(中層 -1)

日径 170
タタキのちナデ
ナデ

ケヽ
苦
⌒
20%

弥生 壷 1可川 1
r由庭_ 日径 150 チ デ

キ

デ

タ

ナ

タ
板

灰黄 30%
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Ⅱ-29表  D-6区 土器観察表 2
図版 器種 出上位置 法量(cm) 日頸部(受部)

卜母  (々面  下 附  丙面
体部(胴部)

卜砕 :lt面 下砕 :丙面
底剖
`(脚
剤
',上段:外面 下段:内面 色調 残存度 備考

弥生 甕
1可

'I11(中層 -1 日径 142
タタキのちナデ
ナデ

タタキ ー部にハケ
ハケ

にぶい責橙 100%

74-2 弥生 甕
ヤ可
'1111中層 -1

径

高

日

器
タタキのちナデ
ナデ

タタキ
板ナデ・ナデ

タタキ
ハケ 灰黄 70%

1 弥生 甕 1可ナ|11
1中層 -1 日径 135 ナ デ

タタキのちハケ
板ナデ 灰黄 40%

75-2
75-3 弥生 甕

ヤ可)I11
(中層 -1 日径 154 ナ デ

タタキのち一部ハケ
ハケ ナデ

次 貢 匂

すす付着 999/9 体部線刻

弥生 奏 河川 1

(中層 -1) 日径 148
タタキのちナデ
すデ

タタキ
ハケ 浅黄～黒褐 30%

44 弥生 奏 河川1
(中層-1) 日径 170 ナ デ

タタキのち一部ハケ
灰 白 20%

弥生 箋 ,可 )|11

(中層-1) 日経 160 ナデ
ケヽ 浅黄橙 25%

沐生 甕
'可

サ11
(中層-1) 日径 160 ナ デ

タタキのちハケ
淡黄 30%

47 弥生 甕 1可サ|11
(中層 -1) 底部径 38

タタキ
ハケ・ナデ

タタキのちナデ
ハケ 灰 白 100%

弥生 奏 1可チI11
(中層 -1) 日径 仄責褐 10%

49 74-3 弥生 甕 1可川 1
(中層 -1 日径

タタキのちナデ キ

デ

タ

ナ

タ

板 暗灰～にぶい黄 5%

弥生 甕 ヤ可川 1

(中層 ―
日径 128

タタキのちナデ
ナデ

キ
デ
タ
ナ
タ
板 黄橙 15%

弥生 甕 ヤ可川 1

(中層 -1)
日径

タタキのちナデ
ハケ

タタキ
ハケ 灰黄 30%

弥生 甕 河川 1
(中層 -1)

日径
ナデ
ハケ

キタ

デ

タ

ナ
タタキ
ハケ 淡責～灰白 4070

73-5 弥生 甕
'可

川1
(中層-1)

日径
ナデ タタキ
ハケ

タタキのちハケ
ナデ 浅黄 70%

弥生 養 1可サ|11

(中層 -1)
回径

タタキのちナデ
ナデ・板ナデ

タタキ
板ナデ にぶい責橙 3570

73-3 弥生 甕 1可ナ|11
(中層 -1)

日径 ナ デ
タタキ
ハケ ケズリ ハ ケ

灰 白 30%

弥生 甕
(非在地系)

1可川 1
(中層 -1

日径 ハケ・ナデ
ハケ
ハケ

ハケ
無調整

灰白 すす付着 20%

75-4 弥生 奏 (近江系)
河川 1
(中層 -1

日径 ナ デ
ハケ
ハケ ナデ 淡責～灰黄 50%

隊生 鉢
ヤ可サ11
(中層-1)

日経 ナデ・ミガキ
ミガキ

にぶ い貢種
～灰 首褐

30%

弥生 鉢 河川 1

(中層 -1)
日径 ナ デ

ガキ
ガキ 仄責褐～灰募 10%

弥生 鉢 平可
' 1(中層 -1)
底部径 46 ハケ

ハケ
ナデ・却L
ナデ 灰白 20%

76-2 弥生 鉢 1可

'11(中層-1)
径

高

日

器

キタ

デ

タ

ナ
無調整 キタ

デ

タ

ナ
タタキ 穿fし
ハケ 灰 責 100%

弥生 鉢 河川 1
(中層 -1)

径

高

日

器
タタキ ー部ナテ
ハケ

キタ

デ

タ

ナ
多孔
ナデ 。一部ハケ

灰責 80%

53 弥生 鉢 河川 1
(中層-1)

径

高

日

器 i完黄橙～灰黄 100%

54 弥生 鉢 1可川 1
(中層 -1 底部径 33

タタキのちナデ
ハケ

Ｌ
ケ
弾
ハ

灰 白 黒班 100%

55 77-3 弥生 鉢 イ可
' 1(中層 -1 底部径 30

ナデ
ハケ 灰責 100%

菰上 高杯 ,可サ 1
(中層 -1 ミガキ

ガ キ
ミガキ にぶい責橙

iク 77-5 弥生 高杯 ヤ可サI11

(中層 -1)
ミガキ
絞り ,ケ ズリ

ミガキ
浅黄

殊生 高杯 ヤ可川1
(中層-1)

ミガキ
締め

ミ 刀 キ
浅黄 50%

77-1 弥生 台付き鉢? 河川 1
(中層-1) 据部径 141

ミガキ/4方 透子 ミガキ
すデ

にぶい責橙 15%

77-2 弥生 台付き鉢? 河川 1
(中層 -1) 裾部径 96

4方透fし ナデ・押圧
ナデ

灰 白 70%

77_4 弥生 器台 1可

'11(中層 -1)
ミガキ ミガキ ミガキ

ナデ
灰 白

弥生 器台 1可サ|11
(中層 -1) 日経 ミガキ

3方透孔
浅黄 90%

'3

弥生
ミニチュア土器

ヤ可サIH
(中層 -1) 日径 77 ナ デ

タタキのちハケ
ナデ

にぶい責橙 30%

77‐ 6
弥生
ミニチュア土器

河川 1
(中層 -1) 底部径 29 ナ デ

タタキ
ハケのちナデ 灰黄 100%

弥生 手焙形土器 ヤ可川 1
r由層一 ナデ 刻み目 ミガキ

瓶 チデ 黒
鵡



24D-6区 の調査

Ⅱ-30表  D-6区 土器観察表 3
No 図版 器種 出上位置 法量(cal)

日頸部 (受部)
と段:外面 下段:内臣

体部0同部)
rp 風 面  下 貯・ 丙面

底部 (脚部)
卜at rt面 下降.丙面 色調 残存度 備考

76-6 弥生 土錘
'可

ナI11
(中層-1 直径 38 灰 白

77-7 弥生 広回壷
平可川 1

(中層 -2) 日径 200
ナデ・ハケ
ナデ・ミガキ

ミガキ
ナデ・押圧

にぶい黄橙 100%

弥生 二重回縁重
河 川 1′
由層 ― 日径 182 ナ デ 灰黄 8%

弥生 短頸直口壷
河川 1

(中層 -2) 日径 ■6
ミガキ

キガ

Ｆ
ミ
翔

灰黄 100%

弥生 短頭直口壺
1可

'I11(中層-2) 日径 ‖2
板ナデ・ミガキ
ナデ・ミガキ

浅黄 20%

1 弥生 甕
,可

'I11(中層-2) 目径 149
タタキのちナデ
ナデ

タタキ
ハケ

天黄 すす付着 90%

弥生 甕
'可

ナ111
(中層-2) 日経 164

ナ デ
タタキのちハケ
ハケ

浅責橙
F楊 45%

〕3 弥生 発
河川 1
(中層 -2 日径 158 ナ デ

タタキのちハケ
天黄 すす付着 2579

弥生 甕 1可ナI11
(中層 -2 日径 3.8

キ
デ
タ
ナ
タ
板

キ
デ
タ
ナ
タ
板

臼
灰
炊
暗 90%

弥生 鉢 平可サ111

(中層 -2 日径 142
タタキ
ナデ

タタキ
ハケ 灰白～掲灰 40%

弥上 高杯 ギ可サI11
r由届―

脚部径 34
ナデ・ハケ 淡黄

78-2 弥生 器台 了可ナ|11

(中層 -2)
脚部径 54 ミガキ ミガキ

ケズリ
ミガキ
ハケのちナデ 淡黄

弥生 広回壷 1可

'I11(下層)
日径 158 ナ デ 浅黄 4079

弥生 短頭直口壺 ,可

'I11(下層)
日径 ナデ ハ ケ 灰 白 25%

弥生 直日壷 硼祠
日径 70 ミガキ

ナデ ハケ
ミガキ
ナデ にぶい黄 60%

弥生 壷 河川1
r下層Ⅲ

監

弔

径

径

部

部

体

底
タタキ・ハケ/ミ ガヨ
ハケ

ナデ・ミガキ
ナデ・ハケ 灰責 1000/D

弥生 壷 1可川 1
r下層Ⅲ 底部径 42

ミガキ
ハケ

ミガキ、ナデ
ハケ にぶい責 100%

弥生 壷 平可サ111
r下層ヽ 底部径 2(

ミガキ
ハケのちナデ 灰黄 100%

弥生 壷 ギ可サ|]
十下層 底部径 38

ミガキ
ハケ

ミガキ
ハケ 褐17t 1側 79

弥生 広日短頸壷 河川 1

(下層 )
日径 ナ デ

ハケ
ハケ

にぶい責橙 60%

弥生 奏 剛明
日径 148

ナデ・タタキ
ナデ

タタキ
ハケ・板ナデ

暗灰～浅責 8%

弥生 甕 1可サ|,1
(下層) 日径 178

ナ デ
タ タ キ

浅責 1070

弥生 奏
'可

ケll l
(下層) 日径 120

デ

デ

ナ

ナ
側面部に凹線 タタキのちハケ

ハケ
にぶい黄橙 909/O

弥生 奏 河川 1
(下層 )

日径 170 ナ デ 暗灰黄 159/O

弥生 甕 1可ナ111
r下層
｀ 日径 138 ナ デ ハ ケ

浅黄 25%

弥生 奏 1可ナ|11
(下層 )

日径 140 ナ デ
タタキ
ハケ

灰 貢 25%

弥生 甕 平可

' 1(下層 )
日径 150 ナ デ

キ夕

Ｆ

夕

相
にぶい責橙 20%

弥生 奏 河 川 1

(下層 )
日径 134 ナ デ

ハ ケ
灰黄 15%

弥生 棗 ヤ可ナI11

(下層 )
底部径 42

夕タキ
ハ ケ

無調整 仄黄 25%

弥生 奏 1可

'111(下層)
底部径 46 タタキ

ハ フオ

無調整
ハケ

責灰

79-2 弥生 鉢 1可

'I11(下層)
日径 255 ナデ ミガキ ミガキ 押 l■ 灰黄 6579

107 弥生 鉢 河川 1
(下層 )

日径 240 ナ デ ケズリ にぶい黄橙 9%

弥生 鉢 酬礎
日径 166 ナデ

ハケ
ナデ
ハケ

淡責 15%

弥生 鉢 硼祠
底部径 〕 ナ デ ミガキ 碑 l■ 灰責～褐灰 80%

79-5 弥生 鉢 河川 1
r下層Ⅲ

底部径 34
ケ・

デ

デ

十

ナ

紆
押圧・無調整
ハ ル .湘 匡

にぶい黄橙 100%
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■■31表 0-6.区土器観察表 4
焔 醜 器種| 隣上位置 1端 (m) ド饉辮 辮 !論 朧臨弾(戦.肺 醸!盤1瑠!� 色調 蘇 農 備考

コ

一
雄 盤. 機 購蔭 解 秦屏 焔 譲 10(Iめ

79‐4 詠基 蘇 鴨 駆 拗
タ
ー
タキ
′ヽイオ 索i!||―

]'I― す
:''1',:]:i

顧 k007●

機 鉢 鴨 醐 径 1筆
ハlヶ

板すデ
評 崖

巌 905

ll 孫こ 蘇 鴨 爛 径 紳 母■
磨 loo2

796 弥生 ミエチユI鉢 聘 螂 径 歳 坤 離
チデ

1浅黄 4005

諏生 高杯 可,I11
て層―ヽ 盤 触 館嚇離嘩 厳 407B
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25D-7区 の調査

25.D-7区の調査

(1)調査 区の概要

調査区は地下埋設物等による攪乱を受けて、第Ⅶ層直上にいたる堆積土は削平

されていた。このため、調査区における基本層序は確認できなかった。

なお、遺構は第Ⅶ層直上から検出したが、その標高は13.5mを はかる。

(2)検 出 した遺構 と出土遺物

調査区からは井戸 1基と土坑 9基、河川を検出した。以下、それぞれの遺構に

ついて報告する。

井戸 1 調査区中央付近、河川 1の西側で検出した素掘りの井戸である。平面
は円形を呈し、直径1.3m、 深さ0.8mを はかる。井戸埋土は均質な黒色シルトから

なり、井戸中部付近の炭層を境に下層からは植物遺体を含むようになる。井戸 1

埋土はほぼ自然堆積土からなり、機能停止後も埋め戻されることなく放置された

ものと考えられる。

なお、井戸中層付近からは、

Ⅱ-184図 の布留式甕 (1・ 2)

と高杯 (3)が出上 している。
1,2は 口縁部の一部が残る
だけで、日径の復元にはやや

問題が残る。 1の 口縁部は顎

部からやや外方へ屈曲し、端

面は内側に肥厚 し、上方は面

取 りされる。 2は 1と 同じく

やや外方に屈曲するが、端部

は面取 りしない。 3の高杯は、

接合部の様相から、挿入付加

法が用いられたものと考えら

れる。また、柱状部内面はケ

ズリを施 し、絞 り日は明確で

はなく、外面はやや単位の広

いミガキを施す。裾部外面に

かけては、通有のミガキを施

すが、緻密さに欠ける。なお、

井戸は河川 1中 層が堆積 した

後に掘削されていることから、

これらの遺物は布留 2式前後

の所産 と考えられるが、河川

，

‐

□
D-2区

□
D-3区

□
D-4区

□
D-5区

□
D-6区

13.88m

Ｄ・９区　　　［日日］Ｄ・‐０区

Ⅱ-181図

D-7区 位置図
(1 :1,000)

０
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

ヨ

暗灰色粘質土

(綱粒砂を含む)

暗灰色～褐色粘質土

黒色～褐色粘質土

黒色粘質上 下層に炭層
黒色粘土

暗灰色粘土 (炭を含む)

黒色粘土 (炭化物・

植物遺体を含む)

Ⅱ-182図 井戸 1平面 。断面図 (1:10)
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Ⅱ-183図  D-7区 平面図 (1:50)
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25D-7区 の調査

1 暗灰色粘質土 (細粒砂 を含む) 6黒 色粘質土

1か ら混入した可能性もあり、井戸の埋没時期を

反映しているか、若干の疑問を残すところもある。

よって、井戸 1の時期は明確にはできないものの、

3 少なくとも河川 1の埋没から間もない時期に掘削
10Cmさ れた可能性が高い。0

|

Ⅱ-184図 井戸 1出土遺物 (1:4)
土坑群 河川西側で 8基の上坑を検出してい
る。土坑の上面は著しく削平されているため、こ

こでは検出部分から全体の規模・形状について述べることにする。

土坑の平面はすべて楕円形を呈し、主軸長は0。9～ 1.4mを はかる。それぞれの土坑の規模につい

てはややばらつきがあるものの、1,Om前後のやや小型のものと、1.3m前後の中型のものの 2つ に

まとまる傾向が認められる。土坑の深さは遺構面が著 しく削平されていることもあって、本来の深

さは明確にできないが、検出面からの深さは15cm前後をはかることから少なくともこれ以上の掘削

深度はあったものと考えられる。また、土坑上部が著 しい削平を受けていることもあって、土坑下

半部の拡張は確認できなかった。これら土坑埋土は第Ⅶ層などのブロック土を多量に含み、A・ B

区や南側のD-7・ 8区で検出されている土坑群と共通する特徴を有することから一連の土坑群に
C   2  2 13.50m                13.50m 属するものと言える。

なお、劫 か らは図化

辱査埜隆覇蓬歩ロック拶く含む できる遺物は出土してい
―  ないが、他の調査区のも
のと大 きな時期差がある
mも のとは考えにくく、 7

Ⅱ-185図 土坑群断面図 (1:20)        世紀前後を中心 とする時

B■ 60m

0                1
|

2暗灰色～褐色粘質土
3暗灰色粘質土
4灰色～褐色粘質上
5黒灰色粘質上

'黒
色粘土 (炭化物を含む)

a暗 黄灰色細粒砂
9黒灰色粘質土
10暗灰～褐色粘土

14暗黄灰色細～中粒砂
15黒色粘土～極細粒砂

Ⅱ-186図 河川 1断面図

11黒色粘土 (シル ト含む)
12黄褐色粘質±          16灰 色細～中粒砂
13灰色細粒砂に黒灰色粘質上を含む 1,灰色粘上

20灰色粘上
21灰色細粒砂
22黄灰色細～中粒砂
23暗灰色粘上に第Ⅶ層プロックを含む
24暗灰色粘上に第Ⅶ層ブロックを含む
25暗黄灰色細～中粒砂

18暗灰色粘土～細粒砂
19暗灰色粘質土

(1 :25)
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Ⅱ発掘調査の成果

期に掘削された可能性が考えられる。

河川 1 調査区の東側で検出した南北に伸び
る河川である。位置からみて、D-5・ 6区で
検出した河川の下流に相当する。河川の幅は検

出部分で 3～ 4.5mを はかり、深さは0.8m前後で

ある。河川内の堆積土は細分が可能であるが、

3層 に大別できる。上層は褐色系細～中粒砂か

らなり、基本層第V・ Ⅵ層に類似する。中層は、

主に黒掲色系シル ト～細粒砂からなり灰色粗粒

砂の間層を挟む。下層は灰色砂層、砂礫層によ

る交互堆積であり、中層とは明確に区分できる。

第V・ Ⅵ層から中層までの層境は明確ではなく、

連続 した堆積状況が考えられる。河川上層下部

から中層付近において多量の上器が放棄された

状態で出土した。

これらの土器は、河川のかけ上がりから川床

にかけて密集して出土 し、調査段階では 3層 に

区分 して取 り上げた。しかし、遺物の出土状況

に層位的なまとまりは認め難 く、同一層として

扱ったものでも時期が異なるものが混在する状

況にあった。

以下、各層から出土 した遺物について概要を

述べる。

上層からは、直口壼などの壷類 (4～ 6)、 小
Ⅱ-187図 河川 1遺物の出上位置 (1:80)

型丸底壷または鉢 (7～ 10)、 甕  (11・ 12)、 高

杯 (14～ 25)、 須恵器杯蓋 (26～ 28)な どが出土している。

直口壷のうち、 4は中型、 5は小型となる。 6は体部下半に限られるため器種は明確ではないが、

中型の直口壷になる可能性が考えられる。

小型九底壺のうち 8。 9は器形や調整から小型九底鉢の系譜を辿る可能性も残されており、明確

に小型九底壷と言えるのは 7に限られる。 7・ 9・ 10の体部外面はハケまたはケズリ、ナデを施す

にとどまり、調整は粗雑化している。また 8は内外面ともに手づくねによる成形痕が確認でき、壷

とするよりは鉢として扱った方が適当かもしれない。

高杯は、中型 (15・ 16・ 18。 19)を 中心に、大型のもの (14)や小型 (17)の ものも出土してい

る。15は終末期後半 (庄内期)の ものと類似するが、口縁端部が外反し、また杯部底径が大きいこ

とから、この時期のものとして扱った。また、17の調整は手づくねによる成形を行った内外面に軽

くナデを施す程度にとどまることから、やや大きめのミニチュア土器とも言える。脚部の多くは中

空で、柱状部内面の調整はケズリが中心である。杯部と脚部の接合方法は主に円盤充填法を用い、

杯部外底面には棒状工具の痕跡をとどめるもの (21・ 25)が多く見られるが、挿入付加法を用いる

23な ども少なからず見られる。須恵器は26～ 28の杯蓋に限られる。いずれも天丼部があまり残存し

ていないため、全体の器形は明確ではない。これらは天丼部外面から稜近くにおよぶ広い範囲に幅
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″

′     |   ヽ`

23

28

Ⅱ-188図 河川 1上層出土遺物 (1:4)
l C14前後のケズリが施されることで共通するが、端部の処理や稜の形態など細部で異なることが多

い。このうち、27はやや新しい傾向が見られるものの、TK-209型式併行と前後する時期のもの
と考えられる。

中層からは、壷 (29～ 41)、 甕 (42～ 50・ 53・ 55・ 56)、 鉢 (51・ 52・ 54・ 57～ 59)、 高杯 (60)

などが出土している。壷のうち、日頸部が明確なものをみると、広口壼が主体となっている。これ

ら広口壼の口縁端部は多様であり、端部に強いナデを施しやや拡張気味に面取りを行うもの (30。

31・ 34)や「はねあげ」状にする33、 粘土帯を付加し側面に加飾する32な どがある。壷の体部は球

胴のもの (41)、 または球胴のうち扁平化したもの (38・ 40)|こ 区分できるが、底部が残存するも

のはいずれも円盤状の突出した底部を有する。これらの壷体部には全体にミガキが施されるが、タ
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80

32

生b―     (ごう ぐ

|≦

導辺
敵rit /  0                     20cm

40

Ⅱ-189図 河川 1中層出土遺物 1(1:4)

タキ痕を残し粗雑になっている。このうち、36は体部上半に不明瞭ながら櫛書文と列点文、竹管文

による加飾が認められ、また胎土も異なることから在地産ではない可能性が考えられたが、遺物の

残存部が少なく、胎上分析ができなかったため、搬入品であるかは明確ではない。また、37は在地

上器の対比資料として胎土分析を行ったところ、胎土中に「第四紀の火山噴出物の由来である可能

性が高い」両輝石の鉱物片を含んでいることから、近畿地方以外の地域からの搬入品となる可能性

が指摘された。なお、35は残存部が少なく,口径の復元には問題を残す。

図に掲載した甕は中型品が主体となるが、小型のものや大型のものも出土している。このうち、

_些
、
＼、
36

″
″
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0                                        20cm
80

Ⅱ-190図 河川 1中層出土遺物 2(1:4)
49の 口縁部は直立気味に立上がりわずかに外反する器形で、体部外面にハケ調整を施すなど、やや

特異な様相を示す。甕のうち底部だけが残存 しているもの (50・ 55・ 56)イま分割成形技法によって

つくられていることもあって、体部との関係が明確ではないものが多く、鉢となる可能性を多分に

残している。鉢は58・ 59の ように底部が退行し九味を帯びるものと、57の ように甕底部と同様の成

形を行うもの、また51・ 52の ようにタタキ成形ののち外面にナデを施すものがみられる。

高杯 (60)イよ中実の脚部となるが、。接合方法は明確ではない。61は 台付 きとなる器種の脚部と

考えられるが、上部が残存していないため器種は不明である。

下層からは壺類 (62～ 73)、 甕 (74～ 82)、 鉢 (83～ 91)、 高杯 (93)、 ミニチュア土器 (91。 94・

95)な どが出上している。

壷は広回のもの (62・ 64)、 短頸直国のもの (63)、 短頸のもの (66)、 細顎のもの (67)な ど多

様な様相を示す。壷体部には球胴化 (68)し たものも見られるが、肩が張るものが多い。65は体部

と顎部の境界に粘土帯を張 り付け、刻み目を施す。また体部外面には比較的緻密なミガキを施し、

この時期のものとしては丁寧なつくりとなっている。70は体部下半に極めて粗いハケを施し、上半

はナデでタタキの痕跡をすり消すなど壼としては特異な特徴が見られる。

て
47

＼

Ⅵ

年 ｀

妙

ン
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Ⅱ-191図 河川 1下層出土遺物 1
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25D-7区 の調査
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0                                        20cm

Ⅱ-192図 河川 1下層出土遺物 2(1:4)
甕は小型から大型までみられるが、やや大型のものが多く見られる。このうち78・ 80には、口縁

タタキ出し技法が認められる。また、日縁の形態は多様で、端部に強いナデを施し拡張気味に面を

とるもの (78・ 80)や、「はねあげ」状のもの (81)、 単純に九くおさめるもの (76。 77)な どが認
められる。なお、75は あまり肩が張らない器形で中層の47と 類似するが、体部外面には粗雑ながら

全面にハケを施しており、やや古い様相がみられる。鉢は83を除いて小型品である。鉢は多様な器

形のものが混在し、調整手法にも共通性は認めにくい。このうち、86の底部は欠損しているが、円

盤状の突出した底部もしくは脚部を有するものと考えられる。84・ 89な どの底部に穿孔を有する有

孔鉢もみられる。92は台付き椀の可能性があるものの、器種は明確にできない。

高杯の出土数が少なく、図化した遺物も93の みに限られた。93は中空の脚部で、受部との接合
には円盤充填方法が用いられる。外面にはやや広い単位のミガキを、内面はケズリを施す。

ミニチュア土器のうち、94・ 95は壷を模倣したものであるが、91の器種は明確ではない。

先にも述べたように、これら遺物の出土状況に層位的なまとまりはなく、一時期の断絶はあるも

のの継続的な投棄による結果と考えられる。遺物の時期は下層は弥生時代後期後半から終末期、中

層は終末期にかけて、上層は古墳時代前期から中期にかけての堆積時期が考えられる。

(3)小 結

当調査区において検出した河川は、D-5・ 6区から続く一連の河川といえる。上流部分では弥
生時代後期から終末期の遺物の主体を占めていたが、当調査区ではむしろ古墳時代の遺物が増加し

ており、時期とともに投棄地点が次第に下流に移動した可能性が考えられる。また、これらの土器

は河川へ継続的に投棄した結果としたが、その主体となった集落の存在を想定する必要がある。
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[発掘調査の成果

Ⅱ-32表  D-7区 土器観察表 1
図版 器種 出上位置 法量(帥 ) 日頸部 (受部)

と段 1外面 下段 :内面
体部 ll同 部)

と段 :外面 下段 :内帝
底部(脚部)

卜附 風 面  下 附  丙帝 色 調 残存度 備考

1 土師器 甕 (布留) 井戸 1 日径 176 ナデ 灰 白 5%

2 土師器 甕(布留) 井戸 ] 日径 ナ デ 灰 白 3%

3 土師器 高杯 井戸 ユ
キガ

デ

ミ
ナ

ナ デ
灰白～黄灰 100%

4 土師器 直回菫 河川1(上層) 口径 130 ナ デ ケス
ナデ

) デ

序

ナ

畑 にぶい橙 30%

5 80-2 土師器 直回壷 河川1(上層) 日径 88 ナ デ 板ナデ
ケズリ・押肝

デナ
肝
板
押

明貢褐～

黒掲 灰責 40%

6 土師器 壷 1(上層)
ハ 4π

板 ナデ
ク

1表黄橙～褐か

7 土師器 小型丸底壷 i可川1(上層) 日径 80 庫畑
ア^

デ

ナ

十

ハケ
ケズリ 黄橙 30%

8 80-3 土師器 小型九底壷 河川l(上層) 口径 88 十カ
デ
ミ
ナ

弾l■のちナデ
ケズリ 灰黄～仄白

9 土師器 小型丸底壷 河川1(上層) 日径 86 ナ デ ハ ケ
灰白～灰褐 20%

土師器 小型九底壺 1(上層) 回径 90 ナ
デ・ハク
ハケ

ナデ
ナデ ケズリ 責灰～灰白 40%

土師器 甕 (布留) 河川1(上層) 日径 サ デ
ハ イオ

ケ ズ リ 灰 白 20%

土師器 奏(布留) 河川1(上層) ハヶ
ケズリ 淡責

土師器 皿 河川1(上層) 日経
ミ 刀 キ

灰白～褐灰 30%

80-5 土師器 高杯 1(上層) 回径 И 8
ナデ/突言
ミガキ

にぶい貢橙
淡責
40%

土師器 高杯 1(上層) 日径 169 灰 白 60%

土師器 高杯 IHl川 1(上層) 日径
ナ デ

仄白～浅責橙 10%

土師器 高杯 河川l(上層) 日径 124 弾 l■
押 圧 ・ ナデ

褐灰 25%

80-7 土師器 高杯 河川1(上層) 口径 190 ハケのちミガキ 灰白～浅責 80%

土師器 高杯 河川1(上層) 回径 190 責橙

土師器 高杯 1可川1(上層)
ワス リ ア ア
ケズ i)

ケス i

ナデ 灰 白 黒班 100,る

土師器 高杯 河川1(上層) 日径 ハケ Y
ケズリ ハ ケ

淡赤橙 100%

土師器 高杯 河川1(上層) 口径 10J ミ 刀 キ

ケズリ 十 デ 淡黄 黄灰 100%

土師器 高杯 河川1(上層)
キ

リ

ガ

ズ

ミ

ケ 灰 白 100%

24 土師器 高杯 河川1(上層) ハ ケ 千
リ
ガ
ズ
ミ
ケ 灰白 40%

土師器 高杯 1可川1(上層) す
リ
カ
ズ
ミ
ケ 灰 白 100%

須恵器 杯蓋 1可川1(上層) 日径 120 回転 ナ デ 回転 ナデ ・ケ ス リ

回転 ナデ
灰 20%

須恵器 杯蓋 河川1(上層) 日径 130 回転ナデ 回転ナデ・ケスリ
同転ナデ 灰 20%

須恵器 杯蓋 1(上層) 回径 回転ナデ
回転ナデ

灰 20%

弥生 広口壷 IHl川 1(中層) 日径 す デ 灰 白 60%

弥生 広口壷 河川1(中層) 日径 すデ
ナデ

ハヶ
ミガキ 灰白～責灰 70%

弥生 広口重 河川1(中層) 口径 135 ナデ ハケ
ナデ 淡責 70%

弥生 広口重 1(中層) 回径 160 櫛言波
状文 '円形浮文

ナデ 灰 白 20%

弥生 広口重 河川1(中層) 日径 押圧 ナデ
ハケのちナデ 仄白 黒班 10%

弥生 広口壷 河川1(中層) 日径 すデ・ハケ
ナデ 灰 白 5°

/O

弥生 短頸壷 河川1(中層) 口径 128 す刀
デ
ミ
ナ 灰 白 黒班 7%

弥生 壷 I(中層)
ガキ 竹管文 列点文

灰白～褐灰 治土分析
搬入品

弥生 壷 河川1(中層)
ミガ千 ケスリ
板ナデ ケズリ

更狭 ～

にぶ い昔灰
6%

弥生 壷 河川1(中層)
タタキのちミガキ
ハケ 責灰～淡責

弥生 重 河川1(中層)
ミガキ・ハケ
ハ ノヶ 黄灰 黒班

82-2 弥生 壼 1(中層) 底部径 49
ミガキ
ハケ 1甲F 灰白 黒班 100%
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25D-7区 の調査

Ⅱ-33表  D-7区 土器観察表 2
図版 器種 出上位置 法量(cm) 日頸部 (受罰

`)上段 :外面 下段 :内面
4不古b(月同昔卜,

上段:外面 下段:内面
底部 (脚部)

上段 :タト面 下段 i内琶 色 調 残存度 備考

82-3 弥生 壷 1(中層) 底部径 50
タタキのちミオキ ハケ
ハケ 淡責 灰 白 1009る

弥生 奏 河川1(中層) 口径
ナデ・一部押圧
′、ノヶ

タタキ
板すデ 灰 白 20%

弥生 奏 河川l(中層) 口径
タタキのちナデ
十 デ

タタキ
ハケ 淡黄～灰白 10%

弥生 甕 河川1(中層) 日径 ナ デ
タタキのちハ
ハケ ナデ

ケ
にぶい責橙 10%

弥生 甕 1(中層) 日径 ナ デ
タタキ
押圧・ハケ 仄白～褐灰 20%

弥生 甕 河川1(中層) 日経
タタキのちナデ
ナデ・押圧

タタキ
ナデ・ハケ ? 莞責橙～責房 10%

47 弥生 甕 河川1(中層) 日径 160 灰 白 150/O

弥生 甕 河川1(中層) 日径 148
アタ千のろナデ

ハ ケ
褐 灰 5%

弥生 霊 河川1(中層) 日径
すデ ハ
ハケ

ケ
灰白～褐灰 5%

弥生 甕 河川1(中層) 底部径 48
タタキ キタ

ケ

タ

ハ
灰 白 40%

弥生 奏 河川1(中層) 底部径 34
タタキ 白

灰
灰
昔 1009る

弥生 鉢 河川1(中層) 底部径 39 ハ ケ
灰白～褐仄 100%

83-1 弥生 甕 河川ユ(中層) 底部径 35
ハ ケ

タタキ
ハケ

淡責～灰白 100%

弥生  鉢 河川1(中層) 日径 208 ナ デ
ミ刀キ Y

淡責橙 25%

弥生 甕 1(中層) 底部径 32
タタキ
′、ノヶ

暗灰 貢僑

黒 褐
1009る

弥生 甕 河川1(中層) 底部径 32
タタキ
ハケ 灰 白 70%

弥生 鉢 河川1(中層) 底部径 45
ハ ケ ハ ケ

責灰 80% 見込みに線亥

弥生 鉢 河川1(中層) 底部径 20
アア

`ハ ケ ハ ケ
灰白～淡黄 70%

弥生 鉢 1(中層) 底部径 25 庄
ケ
即

ハ 淡責 10%

高杯 脚部 河川1(中層)
ミガキ
ケズリ ? 淡 責

1 台付鉢 脚部 河川1(中層) 裾部径 90
キ

リ

ガ

ズ
ミ

ケ 電灰～灰責裾 30%

5捏 83-2 弥生 広口重 河川1(下層) 日径 196 直線X 円形浮天/ハ 仄 白 50%

弥生 短頸直回五 河川1(下層) 日径 ケ
i美責橙 20%

弥生 広口壺 1(下層) 日経 174 。
キ

デ

ガ

ナ

ミ

ミガキ
仄 白 60%

弥生 壷 河川1(下層)
突帝に亥1ロ  ミガキ
オ田庁・ハケ 灰白～灰

弥生 短顕重 河川1(下層) 回径 ハケ
ハケ

ハ ケ 灰 白 10%

弥生 短頸重 河川1(下層) 日径 65 灰 白 90%

弥生 重 河川1(下層) 淡責～灰白 100%

弥生 壼 河川1(下層) 底部径 56
ミガキ

灰 白 30%

弥生 壼 河川1(下層)
ダダ千のろハケ
ハケ 灰白～褐灰 100%

71 弥 生  重 河川1(下層) 底部径 52
ミガキ
ハケ

灰 白 80%

弥生 壷 1(下層) 底部径 74 ハ ケ 橙
附

100%

弥生 壷 河川1(下層) 底部径 24
ミガキ
アヽ ケ

ケスリ
ハケ 灰 白 25%

弥生 奏 河川1(下層) 底部径 50
タタキ
ハケ・板ナデ

庄
ケ
押
ハ

にぶい責橙 loo9る

弥生 甕 河川1(下層) 日経 156 ナ デ ハ ケ 灰白～淡責 30%

弥生 甕 1(下層) 口径
グ グキ r

浅責橙～灰白 10%

弥生 甕 1(下層) 口径 148 ナ デ
タタキ
ハケ

タタキ
ハケ・オ日序 灰 白 30%

弥生 甕 河川1(下層) 日径 146 ナ デ
キ

デ

タ

ナ

タ

板
にぶ い貰種
里福

30%

弥生 甕 河川ユ(下層) ハ ケ
灰 白

弥生 養 1(下層) 口径
すデ ハク
ハケ

夕タキのち一部ハケ
ハケ 仄黄 10%
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Ⅱ-34表  D-7区 土器観察表 3
Wo 図版 器種 出土位置 法畳(cln) 日顎部 (支剖り

上段 :外面 下段 :内悪
体部(1同部)

ヒ母 :外面 下砕 :内言
氏剖
'(脚
剖
',上段 :外面 下段 :内騒 色詞 残存度 備考

l 弥生 甕 河川1(下層) 日径 16〔 ナ デ
キタ

デ

タ
ナ

ν(日
こぶ い音搭

15%

弥生 甕 河川1(下層) 底部径 30 タタキ
ハ ノヶ にぶい黄橙 1000/O

83-7 弥生 鉢 1可川1(下層) 日径 182
ハケのちナデ ?

にぶい黄橙 350/o

弥生 鉢 1可川1(下層) 底部径 42
ナデ
ハ ′ナ

ナデ
ハ ノヶ

ア ア /牙 すし
ハケ 灰白～黒褐 30%

弥生  鉢 1可川1(下層) 口径
ナデ
ハ ノヶ

アダ千
押圧

キ夕

おア

ダ
ナ 灰 白 100%

84-2 弥生 鉢 河川1(下層) 日径 lo l
ハ 4オ
瓶ナデ

ハヶ
板ナデ 浅黄 90%

弥生 鉢 河川1(下層) 底部径 55 押圧
板ナデ/押圧 灰責褐 700/O

弥生 鉢
'可

川1(下層) 底部径 40 押 庄

ハケ
え黄～にぶい橙 30%

弥生 鉢
'可

川1(下層) 底部径 31
ハ ケ

ハケ/穿孔 灰 白 100%

弥生 鉢 河川l(下層) 底部径 33 グスリY
ハケ 灰 白 100%

弥生 ミエチュア養 河川1(下層) 底部径 34
ハ ケ ハ ケ

灰 白 100%

84-4 弥生 台付鉢 河川1(下層) ミガキ
押F 灰～灰白

3 弥生 高杯 河川1(下層)
ミガキ
ケズリ 灰 白 100%

弥生 ミニチュア壷 河川1(下層) 底部径 41 てづくね てづくね てづ くね 灰白 黒班 65%

84-6 弥生 ミユチュア重 河川1(下層) 底部径 30 てづくね てづ くね てづくね 灰白 黒班 98%
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26D-8区 の調査

26.D-8区の調査

(1)調査 区の概要

調査区上面は地下埋設物による攪乱により、第Ⅶ層上面

にいたる堆積土は削平されていた。よって、当調査区にお

ける基本層序は明確にできなかったが、遺構面直上におい

て検出した耕作痕内から、Ⅱ-194図 1の須恵器杯蓋が出

上しており、上面に7世紀頃の堆積層 (第 V層 )が存在し

た可能性が考えられる。よって、当調査区においても「Ⅱ

2.周辺の地形と基本層序」で述べたところと大きくかわらない堆積状況が予想さ

れる。なお、当調査区における遺構検出面の標高は13,7mを はかる。

なお、出土した杯蓋は天丼部を平坦にヘラ切 りしていることから杯身となる可

能性もあるが、杯の底部とするにはヘラ切 りの範囲が狭いことから蓋として扱う

ことにした。なお、杯蓋はその特徴からTK-217型式併行と考えられる。

(2)検 出 した遺構 と出土遺物

当調査区は著しい削平をうけていたが、土坑16基が密集する状況で検出した。

土坑群 土坑の平面形は、長方形、楕円形、円形の 3種に大別できる。楕円形
もしくは長方形の平面となるものでは、主軸長0.8～ 2.8mを はかる。円形となるも

のは2基に限られるが、直径は1.lmと 1.8mで、いずれも規模にばらつきが目立つ。

ただ、長方形のものは大型に、楕円形のものは中型から小型にみられる傾向が少

なからず認められる。土坑の掘削深度は検出面から0.3～ 0.5m前後とばらつきがあ

り、共通性はあまり認められない。

これらの土坑は、壁面が垂直に落ち込むか、土坑下半部をえぐり取るように拡

A                                              1370m

土坑 1 2

0                   10cm
賠

―
Ⅱ―-194図

耕作痕 1出土遺物

(1:4)
，

‐

□
D-2区

□
D-3区

□
D-4区

□
D-5区

□
D-6区

ロ
ー

”
口

1 暗褐色粘質上に第Ⅶ層ブロックを含む
2暗褐色粘質土
3第Ⅶ層ブロック間に黒褐色粘質上を含む
4第Ⅶ層ブロック間に砂粒を含む
6第Ⅶ層プロック
B_ 1    1

第Ⅶ層ブロック間に砂粒を含む

第Ⅶ層ブロック間に黒灰色粘質上を含む

第Ⅶ層ブロック間に黒灰色粘質上を多 く含む

13型m c_

9第ul層プロック
10黒色粘質土

0                    1m

(1 :25)

Ｏ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｎ
０
３

土坑 3 !

a

4

5

6

暗褐色粘質上に第Ml層 ブロックを含む

褐灰色粘質土                量J克 4

8音3警三
上絶墨監督多宮亨クを含む     I鍔 行看

第Ⅶ層ブロック

Ⅱ-195図 土坑群断面図

Ⅱ‐-193図

D-8区 位置図
(1:1,000)

D-8区

I褐灰色粘質± 2第 Ⅶ層プロック間に黒掲色粘質上を多く含む
3第Ⅶ層プロック間に黒灰色粘質上を含む
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Ⅱ発掘調査の成果

0 4m

Ⅱ-196図  D-8区 平面図 (1:50)
張し、断面袋状の形態を呈する。また埋土には多量の第Ⅶ層を母材とするブロック土が含まれてい

ることで共通する。

土坑からの遺物は少ないものの、土坑 1・ 2・ 5・ 6か ら図化できる遺物が出上している。土坑
1からは、土師器長胴甕 (2)、 高杯 (3・ 4)、 須恵器杯身 (5)が出土 している。 3～ 5は細片
で混入と考えられるが、 5の須恵器杯身は土坑の掘削時期とさほど隔たりのないものと考えられる。
2の長胴甕は口頸部の屈曲がゆるやかで、内面にはナデを施している。 5と 大きな時期差はないも
のと考えられる。土坑 2か らは土師器小型甕 (6)が土坑基底部に密着する状態で出土している。
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26D-8区 の調査

＼
Ⅷ
Ⅷ

ヽ

、

１

ヽ

ヽ

J

Ⅱ-197図 土坑群出土遺物 (1:4)
Ⅱ-197図では反転復元により完形として表現しているが、口縁端部の一部は欠損しており、意図

的な打ち欠きを行った可能性も残されている。土坑 5か らは長胴甕 2点が出土している。 8は体部

下半の 1/2近 くもある大型片である。外面はタテハケ、内面にはケズリを施す。 7は体部上半の
破片であるが、残存部位が少なく体部径の復元には問題を残す。外面には鮮明ではないもののハケ

が施されるが、内面は明確ではない。土坑 6か らは土師器長胴甕 (9)、 須恵器杯身 (10)が出土

している。いずれも細片のため、口径の復元には問題を残すが、須恵器杯身はTK-209型式併行
段階のものと考えられる。これら出土遺物の様相からみて、土坑群の掘削時期は 7世紀前後の時期

が考えられる。

(3 ) ノ可ヽ結

これらの土坑は、その特徴からみてD-7・ D-9区などで検出した土坑と同様の性格が考えら
れる。またA・ Bラ インで検出している土坑群ともほぼ同時期であることから、これら土坑群は河

川 1跡の湿地帯を挟んで一連の群を構成した可能性が考えられる。
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Ⅱ発掘調査の成果

Ⅱ-35表  D-8区 土器観察表
Wo 図版 器種 出上位置 法量(cm) 口顕部 (受部)

l段 :外面 下段 :内石
体部(1同部)

L母 :外而 下母:内言
底罰∫(脚部)

鍛 :外面 下段 :内面 色調 残存度 備考

1 須恵器 蓋 ? 耕作痕1 日径 回転ナデ
ケスリ・ヘラ切り
回転ナデ

灰 白 30%

2 土師器 長胴姿 土坑 1 回径
ナデ
ハケ

ハケ 灰 白 5%

3 土師器 高杯 土坑 1 ミガキ
ケズリ

灰白～責灰

4 土師器 高杯 土坑 1 ミガキ
ケズリ 灰白～黄灰

5 須恵器 杯身 土坑 1 回転ナデ
灰オリープ
F白

6 土師器 月ヽ型姿 土坑2 日径 126 ハケのちナデ ハ ケ
ハ ケ
畑 序 仄白 70%

7 土師器 長胴姿 土坑5 ハケ
ナデ 灰白～灰

8 土師器 長胴姿 土坑5
ハヶ
ケズリ

ハケ
ケズリ

炊 日～茂買
畢 ) 50%

9 土師器 長胴姿 土坑6 日径 274 ナ デ にぶい橙 5%

須恵器 杯身 土坑6 日径 99 回転ナデ 回転ナデ 灰 白 2%
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27D-9区 の調査

27。 D-9区 の調査

(1)調 査 区の概 要

当調査区においても、地下埋設物な

どによる攪乱により、第Ⅶ層上面にい

たる堆積上の大部分は削平されてい

た。

ただ、一部包含層等が残存 していた

部分では、基本土層第Ⅳ層とその直下

に灰白色粗粒砂層 (第 V層対応層)を

検出している。この層は、B-6。 7 /

区で検出したものと類似 しており、関

土坑 1

B

黒褐色粘買土に第Ⅶ層プロックを多く含む

黒色粘土に第Ⅶ層プロックを少量含む

1

3

0                   10cm
i

1暗褐色粘質上に第Ⅶ層プロックを多く含む
2暴褐色粘質上に第Ⅶ層プロックを含む

13,70m

，

‐

□
D-2区

□
D-3区

□
D-1区

□
D-5区

□
D― S区

連性も考えられる。
Ⅱ-199図 包含層出土遺物 (1:4)

なお、灰白色粗粒砂層からは二重口縁重 (1)、 高杯脚部 (2)な どが出上して

いる。二重口縁壷は直立する口縁を有する大型品である。口縁下端には粘土紐を

貼り付け、突帯をつくる。 2は、中実の脚部を有する。器壁外面は摩耗し調整は

明確ではなく、受部との接合方法も不明である。これらの遺物は、 2次的な流入

と考えられる。

第Ⅳ層からは須恵器杯 Bの蓋 (3)な どが出上している。 3はつまみが付 くも

のと考えられるが、天丼部付近は欠損 しているため、その有無は明確ではない。

3は奈良時代後半の所産と考えられる。
A

3黄灰色中粒砂
4第Ⅶ層プロック

土坑 3

C
暗褐色粘質土

黒褐色粘質上に第Ⅶ層ブロックを多く含む

第Ⅶ層プロック間に黒褐色粘質上を少量含む

黒褐色粘質上に第Ⅶ層プロックを含む

1 黒褐色粘質土に第Ⅶ層プロックを多く含む
2第Ⅶ層プロック間に黒褐色粘質上を含む
3第Ⅶ層プロック間に黒褐色粘賃土を少量含む

Ⅱ-200図 土坑群断面図

1暗褐色粘質土に第Ⅶ層プロック
を多く含む

2黒褐色粘質土
3第Ⅶ層ブロック
0 lm

０
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

ヨ

|

D              13.58m

黒色粘質上に第Ⅶ層ブロックを多く含む

第Ⅶ層プロック

黒褐色粘質上に第Ⅶ層プロックを少量含む

:25)

Ⅱ‐…198図

D-9区 位置図
(1 :1,000)

坑

‐
２
３
　

１

土
　
　
　
　
　
ぐ

D-1区
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Ⅱ発掘調査の成果

(2)検 出 した遺構 と出土遺物

土坑群 調査区からは土坑24基を検出している。土坑の平面形は精円形となるものが多く、明確
に長方形もしくは円形となるものは 1基ずつに限られる。土坑の主軸長は0.8～ 2,Omと幅があり大

小様々と言えるが、1.Om未満の小型のものと1.3m前後の中型のもの、また1.7m前後の大型ものの

3つのグループに区分できる。土坑の掘削深度はややばらつきはあるものの、0.3mと 0.5mの 2群

にまとめられ、目的に応じて採取する粘土が異なった可能性も想定できる。なお、土坑の壁面は垂

直に落ち込むか、下半部をえぐり取るように拡張し、袋状の断面形を呈する。また、埋上には第Ⅶ

層などを母材とするブロック土を多量に含むことで共通する。

土坑出土の遺物は少ないものの、土坑 2・ 4～ 9から図化できる遺物が出上している。土坑 2か

~~こ

琉T― ヽヽヽ

o                                      4m

Ⅱ-201図 D-9区 平面図 (1:50)
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27D-9区 の調査

＼＼            テク

0                                     20cm

Ⅱ-202図 土坑群出土遺物 (1:4)
らは 4の甕が出土 している。球形の体部から突出した底部がつく弥生時代終末期頃のものであり、
包含層からの流入品と言える。土坑 4からは、須恵器横瓶 (5)が第Ⅶ層を主体とするブロック土
からなる中層埋土内に廃棄された状況で出土している。横瓶の体部下半は欠損している。横瓶はそ
の特徴からTK-217型 式併行期の所産と考えられる。土坑 5か らは須恵器壼 (6)の体部片が土
坑基底部に密着する状態で出土 した。壷は頸部等が欠損しており器種の詳細は明確ではないが、壷
Kと なる可能性がある。肩部に明確に屈曲することから8世紀前半代の所産となるものと考えられ
る。土坑 6か らは土師器長胴甕 (7)の体部上半が出土している。外面はハケを、内面は口縁部か
ら引き続きハケが施されるものの、頸部以下は板ナデが施される。土坑 7か らは鉢の体部 (8)が
出土している。内反気味の体部から外方へ開く口縁部を有する。体部外面には一部にミガキの痕跡
がかろうじて観察できる。土坑 8か らは 9の甕が出土している。 9は はねあげ気味の口縁端部を有
する。土坑 9か らは、底部 (10)が出上している。内外面の調整は不明であるが、中型もしくは小
型の壼になる可能性が考えられる。 8～ 10は明らかに弥生時代後期から終末期の所産であり、包含
層からの混入品といえる。

(3)小 結

土坑群は出土遺物の時期から、 7世紀前後から8世紀前半にかけて掘削された可能性が考えられ
る。同様の土坑群はD-8区などでも検出されており、一連のものと考えられる。また、土坑 5は、
A-3区土坑 1と ともに、土坑群の時期の下限となる可能性が考えられ注目されよう。



Ⅱ発掘調査の成果

Ⅱ-36表  D-9区 土器観察表
図版 器種 出上位置 法量(cal) 日頸部(受部)卜P.L:猟面 下砕:内而

体部 (1同部)
と段:外面 下段:内面

低封∫(脚齢サ
上段:外面 下段:内種 色調 残存度 備考

l 土師器 二重日縁壷 包含層 口径 ナ デ 灰 白 10%

土師器 高杯 包含層 にぶい橙 1000/O

3 須恵器 杯B蓋 包合層 日径 160 回転ナデ
回転ナデ・ケズリ
回転ナデ

明青灰 250/o

弥生 奏 土坑2 底部径 42
夕 タキ

押圧 ・ ナ デ
浅黄橙 100%

84-5 須恵器 横瓶 土抗4 回径 111 ナ デ
タタキ ,一部ケズi
相 序 灰 100%

須恵器 壷 土坑5 回転ナデ 灰 白

85-4 土師器 長胴甕 土坑6 回径 276
ハケのちナデ
ハケ ItEナ デ 灰 白 10%

弥生 鉢 土坑7
ガ キ ガ キ

灰 白 10%

弥生 奏 土坑8 日径 136 ナ デ
タタキ

50/o

I 弥生 重 ? 土坑9 底部径 52 灰 黒班 300/o
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28D-10区の調査

28.D-10区 の1調査

(1)調査 区の概要

当調査区においても地下埋設物による攪乱は著しく、第Ⅶ層にいたる堆積土は

ほぼ削平されていた。このため、調査区における基本層序は明確ではない。なお、

検出面の標高は13.5mを はかる。

(2)検 出 した遺構 と出土遺物

調査区からは土坑 2基と柱穴 2基、溝 2条、河川を検出した。以下、各遺構に

ついて報告する。

柱 穴 調査区南西部で 2基を検出している。柱穴 1は直径0.3m、 深さ0.4mを、
柱穴 2は直径0。3m、 深さ0.2mを はかる。柱穴断面の観察から、ともに明確な柱痕

を確認している。調査区における柱穴はこの 2基に限られるが、建物に関連する

可能性が考えられる。柱穴内からは遺物は出土していないため、その時期は明確

にはできない。

土坑 1 調査区北東で検出した土坑である。大部分は攪乱によって破壊されて
いるため、検出部分において規模、形状を明確にすることはできなかった。検出

部分における土坑の深さは15cmと浅く、不明瞭な掘形を呈することから落ち込み

状の土坑になる可能性が考えられる。また、埋土は暗褐色細粒砂の単純層からな

り、遺物を含まないことから時期は明確ではないが溝 1と の重複関係から溝 1埋

没以降の所産となる。

清 1 調査区中央で検出した南北に伸びる溝である。溝の最大幅は2.7mを は
1330m

黒褐色 (5YR17/1)極 細～綱粒砂
黄灰色 (25Y4/1)細 粒砂
褐色 (10Y R 4/4)粘質土
黒褐色 (75YR3/1)粘 質土

，

‐

□
D-2区

□
0-3区

□
D― S区

□
D-6区

1暗褐色 (10Y R 3/3)粘 質土
2黒帽色 (10Y R 2/3)粘 質土
・細粒砂含む

3黄灰色 (25YR4/1)細 粒砂

4黄灰色 (25Y4/1)細 粒砂に
第Ⅶ層ブロック等を含む

０
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
ヨ

ｒ

Ｈ

＝

」

Ｔ

Ｈ

＝

Ｌ

C一

1暗褐色 (75YR3/4)粘 質土
2褐灰色 (10Y R 3/1)細 粒砂
3褐色 (10YR 3/3)粘 質上に
第Ⅶ層プロックを多く含む

5灰色 (5Y4/1)粘 質土に
褐色 (75Y4/6)粘 質上が混る
6灰色 (25Y4/1)粗 粒砂

1330m

0                    1m

。溝 1・ 河川 1断面図 (1:25)

Ⅱ‐…203図

D-10区位置図
(1 :1,000)

―匠

Ⅱ-204図 土坑 1
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Ⅱ発掘調査の成果

V                                     4m

―
Ⅱ-205図  D-10区平面図 (1:50)

かるが、北端はo.8m、 南端で2.Omと なり両端では狭 くなっている。また、溝の深さは0.5m前後を
はかり、南端と北端では約10cm前後の高低差がある。しかし、中央付近が最も深くなっていること
から、流路の方向は明確にできない。

溝の埋土は、大別 3層 に区分できる。上層から中層にかけては、褐色細粒砂から黒褐色シル トヘ

次第に変化し、その層境は明確ではない。また、下層は暗灰色砂礫と砂層の交互層からなり、溝内
の堆積状況は河川のそれと共通している。溝からは奏口縁部 (Ⅱ -206図 1)が出土 している。 1
は細片のため口径などは明確にはできないが、断面形状から布留式甕と判断できる。この他に遺物
の出土はなく溝の時期は確定できないが、埋土中に 1を含むことから古墳時代以降に堆積 した可能
性が考えられる。



28D-10区の調査

なお、溝の平面および堆積状況などの特徴をみる限り、意図的

な掘削による人工的な溝とは考えにくい特徴が多く、河川 1の一

支流となる可能性も考えられる。

河川 1 調査区西部で東岸の一部を検出した。検出部分から少
なくとも2.6m以上、深さ0.5m前後の規模となる。河川内の 3分の

2に は暗灰色砂礫と砂の交互層が堆積し、その上層に基本土層第

V層 または第Ⅵ層に類似する褐色細粒砂が堆積する。河川 1か ら

は弥生時代後期頃の壼底部片 (Ⅱ -206図 2)が出土している。
河川 1は、E-2区河川 2南の東に連なる位置にあることから、
一連の河川と考えられる。この場合、この河川は第14次調査区で

蛇行し、当調査区でさらに流下方向を変えて北上することになり、

やや流路方向に問題を残す。また、第14次調査区で検出した河川 1では弥生時代終末期・古墳時代

中期の遺物が多数出上しているが、当調査区では遺物がほとんど出上していないことなど、その状

況も若干異なることから河川 1は E-2区 河川 2な どと合流する別の小河川となる可能性も考えら
れる。

河川 1はその出土遺物から、弥生時代後期から古墳時代中期の所産と言える。

Ⅱ-37表  D-10区土器観察表

0                    10cm

Ⅱ-206図 清 1・ 河川 1
出土遺物 (1:4)

図版 器種 出上位置 法量(cln) 日頸部(受部〉「砕:猟面 下降!内言
杯封
'(】

同樹り
上段:外面 下段:内種

底部(脚部)
■段:外而 下母:内言 色調 残存度 備考

1 土師器 奏(布留) 溝 ユ 回径 ナ デ 灰白 5%

2 弥生 童 1可

'|ll

底部径 5,2 押 l■
ハ ケ 灰 白 100%
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Ⅱ発掘調査の成果

29。 E-1区 の調査

(1)調 査 区の概 要

当調査区は現行用水路の関係で、同一調査区を3区 に分割して調査を行った。

よって、ここでは同一調査区としてあつかっているものの、報告の都合上個々の

調査区を北から北区 。中央区・南区と呼び分けることにする。

当調査区北区の層序ば「Ⅱ 2.周辺の地形と基本層序」で基本層序の指標とした

ところである。よって、当調査区の層序については本報告の基本層序と大枠で変

わるところがないが、詳細をみると南側へ向かうにつれて第V層 の層厚が増 し、

これら堆積層の層境は明瞭になる傾向がうかがわれる。北区では調査区壁面の観

察から、第Ⅶ層の他に第V層 および第Ⅵ層の上面から奈良時代から平安時代にか

けての遺構が掘 り込まれていることを確認した。また南区でも第Ⅳ層とともに第

Ⅲ層から中世の遺構を検出している。なお、第Ⅶ層上面では弥生時代後期から古

墳時代後期の遺構を検出している。

第Ⅲ層から第Ⅵ層にいたる各堆積層から、Ⅱ-208図 にある遺物などが出上して

いる。

第Ⅲ層からは中世後期から近世の遺物が出土しているが、図化できたものは限

られた。 1は東播系須恵器こね鉢、 2・ 3は肥前系陶器椀である。 1は回縁端部

が上下に拡張し、片口を有する。 2の見込みおよび高台畳付には砂目積みの痕跡
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29E-1区 の調査
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を残すものである。また、 3の見込

みには蛇の目釉剥ぎが施されている。

第Ⅲ層からは 1な どの14世紀代の遺

物も出土 しているが、 2・ 3な どに

代表される近世のものが多 くみられ

た。

第Ⅳ層からは灰釉陶器椀、黒色土

器、瓦器など10世紀前後と12世紀前

後の遺物がやや混在 して出上 した。

このうち図化できたのは、灰釉陶器

椀 (4)に 限られる。 4は体部に塗

り掛けによる施釉を行う。また高台

は断面台形で削 り出しにより成形さ

れている。黒笹14号 と併行するもの

と考えられる。

第Ⅳ層下層から第 V層 にかけては

主に 8・ 9世紀の遺物が出上してい

るが、弥生時代後期の遺物も比較的

多 く見られた。図化できた遺物のう

ちⅡ-208図 には土師器皿 (5)、 須

恵器杯 B(6。 7)、 重 (8)、 弥生
土器広口壼 (9)を掲載した。 5は

暗文などはみられず底部外面も未調

整であることから、 8世紀末頃の所

産となる。また、 6も 高台の様相か

ら5と前後する時期が考えられるが、

7は 8世紀前半の所産であり、出土

遺物の時期に幅がある。なお、 9は

遺構上面の遺物となる可能性が考え

られる。

当調査区では第V層 ～第Ⅶ層にい

たる各層で遺構を検出している。よ

って、ここでは遺構を弥生時代・古

墳時代・古代 。中近世の各時期毎に

まとめて報告する。
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上段         下1

1灰白色 (N8/0)極細～細粒砂 (基本土層第m層に対応)
2灰色 (5Y6/1)細粒砂 (基本土層第皿層に対応)
3黄褐色 (25Y5/4)極細～細粒砂 中粒砂を含む (基本土層第V層上部)
4黄褐色 (25Y5/4)極細～細粒砂 中粒砂をやや多く含む (基本土層第Ⅳ層上部)
5オ リーブ褐色 (25Y4/4)極細～中粒砂 粗粒砂含む上器片含む (基本土層第W層中部)
6褐色 (10Y R 4/6)細～粗泣砂 (基本土層第Ⅳ層下部)
,褐色 (75YR4/6)極細～中粒砂 (基本土層第VまたはⅦ層)

ヽ,//

28第Ⅶ層プロック間に黒褐色 (10Y R 2/2)シ ル ト～細粒砂を多く含む

20第Ⅶ層ブロック間に黒褐色 (10Y R 2/2)シ ル ト～細粒砂を含む

30黒褐色 (10Y R 3/1)極細～細粒砂 上器細片を含む

31灰黄褐色 (10Y R 4/2)細粒砂
32黄灰色 (25Y6/1)細 ～中粒砂 (基本土層 第 m層 )

8オ リープ褐色 (25Y4/4)極細～細粒砂
9灰色 (5Y4/1)細～粗粒砂
10オ リーブ褐色 (25Y4/4)極細～中粒砂に粗粒砂を含む
11暗灰黄色 (25Y5/2)細～中粒砂
12褐色 (75YR4/4)極細～細粒砂
13黒褐色 (10YR2 5/1)極細粒砂

33黄褐色 (25Y5/4)細～中粒砂 極細粒砂を含む (基本土層第Ⅵ層)
34オ リーブ褐色 (25Y4/6)極細～細粒砂 中粒砂を含む (基本上層 第m層 )
35黄灰色 (25Y4/1)細～粗粒砂 (基本土層第Ⅳ層)
3G黄褐色 (25Y5/6)極細～中粒砂 (基本土層第Ⅳ層)

14灰色 (N5/0)極 細粒砂に第Ⅶ層ブロックを多く含む
15第Ⅶ層プロック間に砂粒を含む
16第Ⅶ層プロック間に黒褐色 (10YR1 7/1)シル トを極少量含む
1,第Ⅶ層プロック間に灰黄褐色 (10Y R 4/2)極細～細粒砂を含む
18第Ⅶ層プロック間に黒褐色 (10Y R 3/1)極細粒砂を少量含む

lS黒褐色 (10Y R 2/2)極細～細粒砂に第Ⅶ層プロックを含む
20黒色 (10YR1 7/1)極細粒砂に第Ⅶ層ブロックを少量含む

21第Ⅶ層プロック間に灰黄褐色 (10Y R 4/2)極 細～細粒砂を含む

22第Ⅶ層プロック間に灰オリープ色 (5Y4/2)極 綱～細粒砂を含む
23第Ⅶ層ブロック間に粗粒砂を含む

24第Ⅶ層プロック間に砂粒を含む

25第 WIl層 ブロック間に粗粒砂を含む

26灰色 (75Y5/1)粗 粒砂に第Ⅶ層プロックを含む
2,第 ul層プロック間ににぶい黄色 (25Y6/4)シ ルトを含む

ヽ
夢

一

1470m

3,オ リーブ褐色 (25Y4/6)極 細～細粒砂 (基本土層 第Ⅳ層)
38褐灰色 (10Y R 4/1)極細～細粒砂
39褐灰色 (10Y R 4/1)極細～細粒砂に黄褐色 (10Y R 5/6)細粒砂ブロックを含む
40暗褐色 (10Y R 3/3)細粒砂に第Ⅶ層プロックを含む
41第Ⅶ層プロック間に褐灰色 (10Y R 4/1)シ ル トを含む

42暗褐色 (10Y R 3/4)シ ル トに第Ml層ブロックを含む
43黒褐色 (10Y R 3/1)シ ルトに第Ⅶ層プロックを含む

5m0

Ⅱ-210図 中央区平面 。断面図 (1:50)
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Ⅱ-219図 土坑 1・ 溝 1平面・断面図
II-212図 土坑 1遺物出土状況

守

Ｅ

７

ｒ
句

明黄褐色 (25Y55/5)シ ルト～細粒砂 (基本土層 第■層)
にぶい黄色 (25Y6/4)極 細粒砂 (基本土層 第 II層 )
にぶい黄色 (25Y55/3)シ ル ト～極細粒砂 (基本土層 第■層)
責灰色 (25Y6/1)極 細～細粒砂
にぶい責色 (25Y6/4)シ ル ト～極細粒砂 (基本土層 第皿層)
にぶい黄色 (25Y55/3)シ ル ト～極細粒砂 (基本土層 第Ⅲ層)
明黄褐色 (10Y R5 5/5)シルト～極細粒砂 (基本土層 第皿層)
にぶい賞褐色 (10Y R4 5/3)極細粒砂 (基本土層 第Ⅳ層)
褐灰色 (10YR 4/1)シ ルト～極細粒砂 (基本土層 第Ⅳ層か ?)

―

10褐灰色 (10Y R 4/1)ン ルト～極細極砂
11に ぶい黄橙色 (10Y R 5/4)ン ルト (基本上層 第皿層)
12に ぶい黄色 (25Y6/3)シ ルト～極細粒砂
13褐灰色 (10Y R4 5/1)シルト～極細粒砂 中粒砂含む
11褐灰色 (10Y R4 5/1)シルト～極細粒砂
15灰白色 (10Y R6 5/1)中～粗粒砂
16灰黄褐色 (10YR4 5/2)シル ト～極細粒砂 細粒砂含む

」

ユー215図 土坑 2平面・断面図

1'褐灰色 (10Y R 5/1)極細粒砂
18褐灰色 (10YR4 5/1)シルトヽ 匝細粒砂 中粒砂含む
19褐灰色 (10YR 4/1)シ ルト～極細粒砂に中～粗粒砂が層状に堆積する
20褐灰色 (10Y R 4/1)シルト～粘土
21黄灰色 (25Y5/1)シルト～極細粒砂
22褐灰色 (10YR4 5/1)シルト～粘土

2

3

4

5

8

7

8

9

23にぶい黄色 (25Y55/4)極細～綱粒砂
24灰白色 (10Y R6 5/1)シルト～極細粒砂に粗粒砂を含む

14,00m 25にぶい黄橙色 (loY R 6/1)シルト～極細粒砂を含む~    26灰
白色 (25Y65/1)細～粗粒砂

27灰黄色 (25Y7/2)中～粗粒砂
28褐灰色 (10Y R3 5/1)極細粒砂

Ⅱ-211図 北区平面・断面図 (1:50)

し
  上段

0                                                5m

■-223図井戸 1平面 。断面図

221^ヤ 222



Ⅱ-212図 土坑 1遺物出土状況 (1:20)

(2)弥 生時代 の遺構 と遺物

土坑 1・ 清 1 ともに調査区中央区
北部で検出した。土坑と溝は重複 して

検出したが、埋土および掘形に明確な

重複関係は認められず、一連の遺構と

判断した。

土坑は円形に近い楕円形を呈 し、主

軸長0.8m、 幅0.75m、 深さ0.2m前後を

はかる。溝は土坑と共有する部分で幅

0.55m、 深さ0,lm前後をはかるが、北

側は次第に削平され浅くなっている。

溝内の埋土は 2層 に大別できるが、
いずれも褐色系の細粒砂からなる。一

方、土坑内も2層 に区分できるが、下

層は溝と異なり第Ⅶ層を母材 とするブ

ロック土を含むなど、埋め戻された可

能性が考えられる。土坑の機能が停止

した後、土坑部分をある程度埋め戻 し、

溝の部分だけが放置された可能性が想

1褐 灰色 (loY R 5/1)細 粒砂
2褐 色 (loVR 4/3)極 細～細粒砂
a褐 灰 色 (loY R 4/1)ン ル トに
第 Ml層 ノ ロ ックを含 む

Ⅱ-213図 土坑 1・

0  4鶏夢ピザ多塗τ基ときルトに lm

溝 1平面・断面図 (1:25)

0                    1
|

Ⅱ発掘調査の成果

14.30m

(10Y R4 5/6)極 細粒砂 2褐灰色 (loYR 4/1)シ ルト
14.40m

滞 1

1黄褐色

223



29.E-1区の調査

Ｈ

　

夕′́′

Ⅱ-214図 土坑 1出土遺物 (1:4)

定できるが、判然としない。

土坑埋上の層境付近からは二重口縁壼 (lo。 12)、 広口壷 (11)・ 短頸壼 (13)、 甕 (15～ 23)、 鉢

(24～ 26)、 高杯 (27・ 28)な どの上器がまとまって出土した。

12は残存部が少なく器形は明確ではないが、loと 同様の二重口縁壷になる可能性がある。13は広

口短頸壼となる可能性もある。また、底部 (14)は 円盤状の突出した底部であり、球胴化した体部

が想定できる。

甕は、日縁を九く収めるもの (16)や受口状口縁から派生した有段状のもの (17)が認められる。
また、脚柱状の底部に球胴形の体部を有する15は、器壁もやや薄手で他の甕とは異なる様相を有す

る。口縁部が残存していないため、器種は確定しにくいが本報告では甕として扱うことにしたが、

壼になる可能性も残されている。また底部の中には、粗いハケを外面に施すもの (22)も みられる。

25。 26は椀または杯状の器形となり、残存部から高杯もしくは台付きの鉢となる可能性も考えら

12

〔ξlノ ′凩27

16

0                                         20om

224



れるが、器種については確定できなかった。

高杯のうち27は、中空の脚部となるが、接合方法は明確で

はない。28は裾の端部に退化した凹線文と列点文がみられる。

土坑は出上 した遺物から、弥生時代終末期後半の所産と考

えられる。また、土坑の東側にはほぼ同時期の河川 2が存在

することから、溝 1・ 土坑 1は河川と関連がある遺構になる

可能性も残されている。

土坑 2 土坑 1の西側で検出した平面楕円形の上坑である。
主軸長0.9m、 幅0.45m、 深さ0.15mを はかる。上坑の南半分は、

一段落ち込むことから2基のピットが重複する可能性も考え

られるが、検出段階では土坑坦土に重複関係は認められなか

った。

土坑北側からは、拳大の石と甕の一部が散乱した状態で出

土した。甕 (29)イま出土時体部まで残存 していたが風化が激

しいために復元できず、図化できたのは底部だけであった。

＼

誼 i

0        5 cm

―Ⅱ‐-216図

土坑 2出土遺物

(1:4)

Ⅱ発掘調査の成果

1 にぶい黄褐色 (10Y R4 5/3)極細粒砂
2第Ⅶ層プロック
3褐灰色 (10Y R 5/1)極細粒砂

0                                        50cm

Ⅱ-215図 土坑 2平面・断面図

ハ望 i

Ⅱ-217図 河川 1出土遺物 (1:4)

11 、

(1判 0)

14.30m

'可

川 2

河
'I111褐灰色 (5YR4/1)細 ～粗粒砂
2褐灰色 (10Y R 6/1)細 ～中粒砂
3灰色 (N5/0)粘 土と砂礫層の交互堆積
4灰黄褐色 (10Y R 6/2)細粒砂
5掲灰色 (10Y R 5/1)シ ルト
6褐灰色 (10Y R4 5/1)シルト

'褐
灰色 (10Y R 4/1)砂礫層
8褐灰色 (10Y R5 5/1)シル ト
9灰黄褐色 (25Y6/2)極 細～中粒砂
に第Ⅶ層ブロックが流入する

10灰色 (5Y5/1)粘 土
11灰色 (N5/0)粘 土

2灰色 (N4/0)粘 土 3灰色 (N4/0)シ ルト
a茎唇々

`25Y;/1)細

～中粒砂   G拓戻色(7 iY童 6/1)

1430m

石・礫含む 8灰 色 (N4/0)細 ～中粒砂
中粒砂～礫  9暗 灰色 (N3/0)粘 土～シル ト

4灰色 (N6/0)シ ルト ,灰色 (N4/0)砂礫層
8                                      2m

Ⅱ-218図 河川 1・ 2断面図 (1:25)

Z写
イ妬
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29E-1区 の調査

0                                        20。 m

Ⅱ-219図 河川 2(南区)出土遺物 (1:4)
土坑 2は、出土遺物から弥生時代後期以降と考えられる。なお、類似する規模、形状の土坑が

E-2区 でも検出されている。
河サ|11 調査区北区北端で検出した河川で、D-2区 から続 く一連の河川の一部である。幅3.5m、
深さ0.5m前後をはかる。検出部分から、東西方向を緩やかに蛇行するものと考えられる。南岸のか

け上がりは、流水時の侵蝕作用によりえぐられ、川岸の一部は崩落している。

河川からは甕 (30)、 高杯 (31～ 33)が出土している。遺物は風化により、器壁外面の調整は明
確ではないが、甕の存在から弥生時代後期から終末期以降の時期に、また高杯から古墳時代前～中

期にかけての時期が想定でき、周辺で検出されている1可川とほぼ同時期の所産となる可能性が考え

られる。

'可

サ|12 調査区中央区から南区にかけて河川の西岸部を検出した。河川は略南北に流れ、南区で
は流路を著しく変更しているようであるが、部分的な検出にとどまるため明確ではない。河川北部

における堆積の様相は、他の調査区で検出したものと同様に3層程度に区分できるが、南部の堆積

は頻繁な流路の変更もあり、複雑な様相を呈する。

遺物は南区一帝では上層からまとまって出上したほか、中央区で中下層から散発的に出土してい

る。Ⅱ-219図の上層出土遺物は、南区から出土 したものに限られる。上層からは、壷 (34・ 35)、

甕 (36～ 38)、 鉢 (39'40)、 高杯 (41)な どが出上している。壷は頸部以上がなく、いずれも器種

は明確でない。35は底部の退行が著しく、体部との境界も不明瞭になりつつある。鉢のうち39は底

部に穿孔を有するものである。40は底部外周を押圧により拡張し、高台状の形態に仕上げている。

41の脚部には4方向の透孔が予想される。なお、42は 台付き器種の脚部となるが、上部が残存して
いない。脚部上面にのこる底部内面にはハケ調整は施されることから、壷または鉢となる可能性が

考えられる。

中下層からは、Ⅱ-220図 にあげた長顎壼 (43～ 45)、 広口壷 (46・ 48)、 甕 (47・ 49)、 高杯 (50
～53)、 器台 (54)な どが出上 している。長頸壷のうち、44・ 45は 口径の復元に問題を残すが、器
壁の厚さから小型の部類となるものと考えられる。また広口壼のうち、短顎の46は 口径の復元に問

題を残している。いずれも中型に区分できる。

高杯のうち杯部は50だ けに限られた。50は 口縁部が著しく外反する皿状の器形である。脚部の
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Ⅱ発掘調査の成果

,Cn

うち51は 中実の脚柱で杯部との接合には挿入付加法を、他は中空の脚柱で円盤充填法を用いる。
器台 (54)は連続成形技法による。裾部 3方向に透孔を施すが、間隔は均等ではなく、調整もや
や粗雑である。

これら遺物のうち、上層のものは一部古

墳時代にかかる可能性のある遺物も含まれ

るが、時期を特定しにくい状況がある。ま

た、中下層から出上した遺物は、出土状況

に層位的なまとまりがなく、遺物にも時期

差があるものの、ほぼ弥生時代終末期の幅

でおさまるものと言える。

(3)古墳時代 の遺構 と遺物

土坑群 調査区北区一帯で土坑18基を検
出した。これらの土坑の多くは、攪乱によ

り破壊されたか、または調査区外に広がる

ため、個別の上坑の規模・形状については

推定の域にとどまる。検出部分から、土坑

″′
  |  ミヽヽ 52

Ⅱ-220図 河川 2(中央区)

1440m

/   1  ＼と` 33    ノ
ン

出土遺物 (1:4)

Ｅ
Ｏ
守
．
〓

|

｀`

＼`、
、
電

ア′

1第Ⅶ層ノロック他間に掲灰色
(75YR 4/1)シ ル トを少量含む
2黒褐色 (75YR3/1)シ ル ト
に第Ⅶ層プロック等を多く含む
3暗灰黄色 (25Y5/2)極 細～
中粒砂に第Ⅶ層ブロック等を多く含む
4第Ⅶ層プロック他

0                                        20cm

Ⅱ-221図 土坑 3出土遺物 (1:4)
♀      .      Im
Ⅱ-222図 土坑 3平面。断面図 (1:25)

|
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29E-1区 の調査

の多くは平面楕円形または長方形を呈 し、主軸長は1.3m前後で、中型

のものが中心となることが考えられる。大型のものは、主軸長1.9mを

はかる土坑 3に限られる。これら土坑は、土坑下半部をえぐり取るよ

うに拡張しており、土坑の断面は袋状の形態を呈する。また、埋土は

第Ⅶ層を主体とするブロック土を多 く含むが、埋土中に自然堆積層が

確認できる土坑も見られる。

なお、土坑 3か らはⅡ-221図 の壼口縁部 (55)、 同底部 (56)、 鉢

底部 (57)が出土しているが、いずれも弥生時代後期～終末期の様相

を示し包含層からの混入品となる。

このほかの土坑からは図化できるものはなかったが 6世紀後半から

7世紀前後の上師器長胴甕、須恵器杯などの細片が出土している。ま

た、周辺の調査区で検出した土坑群の時期がほぼ 7世紀前後から8世

紀前半頃におさまることをふまえると、当調査区のものも古墳時代後

期以降おそらくは 7世紀前後の所産となる可能性が考えられる。

井戸 1 調査区中央区の中央付近で検出した素掘 りの井戸である。

井戸の西側は調査区外にあるが、検出部分から丼戸 1は平面円形を呈

し、その規模は直径0.6m程度と推定できる。井戸内は完掘していない

が、上層部で赤黒色極細粒砂と粗粒砂の層状堆積が認められる。また、下層には責灰色細～粗粒砂

層の堆積を確認した。なお、遺物は上下層の境でわずか布留式甕の体部が出土したが、図化できる

ものはなかった。現認できる遺物に先の布留式甕の体部があることから、古墳時代前期の時期が考

えられる。

(4)古代 の遺構 と遺物

清 2～ 4 調査区北区で検出した基本層序第V層上面から掘り込まれた溝で、北部に集中して検
出した。溝 2は幅0.7m前後、深さ0,3mを はかる。埋土は2層 に大別できる。上層は掲色細粒砂で、

第V層 と類似する埋上であるが、下層は黒褐色極細粒砂の堆積がみられる。埋土中からは、須恵器

杯 Bの細片が出上している。溝 3は、幅0.6m、 深さ0.2mを はかる。溝 3は溝 2の南側で検出し、

その方向も併行する。埋土は灰色粗粒砂からなり、流水による堆積が予想される。溝 4は、溝 2・

3か らやや南の離れた位置で検出した。溝の方向は南から南東へ緩やかに曲がり、削平により消滅

する。溝の幅は0.5m、 深さは0.15mを はかる。溝 4の埋土は黄褐色極細粒砂で、第V層 とは異なる

様相を示す。溝 4か らは土師器細片が少量出土している。

これら溝からは、時期の詳細を知るだけの遺物は出土していない。しかしながら、包含層の堆積

時期から、 8世紀末から9世紀前半代の期間におさまる可能性が考えられる。なお、これらの溝の

うち、溝 2・ 3は水路となる可能性が考えられる。

土坑 4 北区において、基本層第Ⅳ層のうち下層部分に相当する
細分層上面から検出した土坑である。土坑の東側は調査区外に広が

ることから、全体の様相は明確にはできなかった。検出部分から、

主軸長 1.4m、 深さ0,lm以上となる平面楕円形の上坑と推定できる。

埋土内からは、黒色土器A類椀の破片 (58)が出土している。58は

風化が著しく内外面の調整については明確ではないが器壁が薄 く、

1赤黒色 (loY R 2/1)細 粒砂に
粗粒砂が層状に堆積

2黄灰色 (25Y4/1)粗 粒砂

Ⅱ―-223図

井戸 1平面 。断面図

(1 :25)

0                   10cm

Ⅱ‐…224図

土坑 4出土遺物 (1:4)
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Ⅱ発掘調査の成果

溝 5 f青灰色 (10B G 6/1)粘 土プロック間に
黄橙色 (10Y R 7/8)粘 上を含む
2褐灰色 (75YR5/1)極 細～中粒砂プロック
と橙色 (75YR6/1)極 細～中粒砂プロック
3褐灰色 (75YR5/1)極 細～中粒砂に黒褐色
(75YR3/1)細 粒砂ブロックを含む
4灰 白色 (10Y R 7/1)細 粒砂

溝 G

1褐灰色 (75YR6/1)砂 礫

椀器形になることから、lo世紀前後と考えられる。よって、土坑 4も この時期の所産になる可能性
がある。しかし、周辺にこの時期の遺構はほとんどみられず、遺構の性格については不明である。

(5)近 世 の遺構

溝 5・ 6 中央区のやや南側で第Ⅳ層上面で検出した。壁面断面の観察から、これらが第Ⅲ層中
から掘り込まれていたことが確認できた。

溝 5・ 6は、一部重複しながら、東から南へゆるやかに曲がりつつ南西へ流下する。溝 5は、幅
0.9m、 深さ0,3mを はかる。下層には灰白色細粒砂を主体とする砂層が堆積し、上層は褐灰色細粒
砂を主体とするが、第Ⅶ層および第Ⅲ層までの堆積土を母材とするブロックを含み、溝が水路とし
ての機能を失ったあとは埋め戻されたことがわかる。溝 5は溝6と の重複関係から先行して掘削さ
れていることから、16世紀末以前の所産と考えられる。溝 6は、幅40cm、 深さ10cmを はかる。溝 5
にくらべ浅いことから、さらに上面からの掘り込まれた可能性も考えられるが、壁面からは確認で
きなかった。溝 6の埋土は、小礫を含む褐灰色細粒砂の単一層である。溝 6か らは、丹波焼播鉢が
出土している。細片のため図化できなかったが、内面には一本引きの悟り目を施すもので、15世紀
末以降の所産と考えられる。溝 5・ 6の下層には流水時の堆積を確認できること、また付近一帯か
らは耕作痕を検出しているだけで集落関連遺構はないため、灌漑用の水路となる可能性が高い。
なお、溝 5,6の南には、現行の水路がほぼ併行して掘削されている。これに、溝 5,6が南ヘ
推移していく状況とあわせて考えるならば、これらの溝が現行水路の祖形となる可能性は高いと言
える。

Ⅱ-225図 清 5・ 6平面・断面図 (1:50。 1:25)
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29E-1区 の調査

(6)小 結

当調査区では、 4期の遺構を検出したが、古代以降の遺構は耕作関連のものが中心となる。よっ

て、周辺の開発が古代から継続的に進行したことがうかがえたが、これら開発に伴う耕地の拡大過

程や、地割りの変遷については、なお検討の余地を残す。

また、弥生時代終末期の上坑 1・ 2、 古墳時代前期の井戸 1の存在は、周辺に集落の存在を想定

できよう。なお、土坑群はその特徴からA～ D区で検出している土坑群と同一の性格が考えられる。

しかし、A・ B・ D区のものとは、やや地理的に離れた位置にあることから、C区のものとの関連

も考えられる。

Ⅱ-38表  E-1区 土器観察表 1
No 図版 器種 出上位置 法量(cm) 口頸部 (受部)

L母 :タト面 下段 :内面
体部 (1同部)
と段:外面 下段 :内面

底部(脚部)
「 貯 lk面  下 勝  丙τ

色調 残存度 備考

l
果袷 糸須 思 喬
こね欲

包含層 回径 286 回転ナデ 灰 5%

2 肥前系磁器 椀 包合層 底部径 4
ケス リ出 し高 台
常路栞由 灰 白 lo09る 砂目積み

3 肥前系磁器 枕 包含層
晟二本田

焔焔 城ノ日釉はド
釉 :明緑灰
胎土 :灰白

25%

灰釉陶器 椀 包合層 底部径 76
7Fk況 苺
灰メ由ハ ケ途 り

ケスリ出し高台
ナデ 灰 白 10%

5 土師器 皿 包含層 口径 170 ナ デ ナデ
Ｌ

デ

弾

ナ 淡責 10%

6 須恵器 杯B 包含層 底部径 62 回転 ナデ
只百1V筒百
ナデ

灰 白 12%

7 須恵器 杯B 包合層 底部径 ■ 7 回転 ナ デ
斯4丁局言
同転すデ

灰 白 30%

8 須恵器 壼 包含層 底部径 127
口 蹴 グ ス ツ

回転ナデ
貼付高台 灰 10%

9 弥生 広口壺 包含層 日径 159
十 デ

灰 白 15%

弥生 二重日縁壷 土坑 1 口径 298 円 形 仔 共 /ア ア 灰白～浅黄橙 20%

98-2 弥生 広口重 土坑 1 日径 184 橙 50%

弥生 二重日縁重 土坑 l 口径 248 円形浮文 浅責橙 2%

13 弥生 短頸壼 ? 土坑 l 日径
すデ・ハケ 橙 10%

弥生 壷 上坑 1 底部径 40
ケ

ケヽ 橙・黒班 100%

98-4 弥生 甕 ? 土坑 l 底部径 47
タタキ ハケ 'r

赤～責灰 100%

弥生 奏 土坑 l 日径 ナ デ
タタキのちハケ
ハケ

灰 白 12%

17 弥生 甕 土坑 1 回径 128 ナ デ
タ タ キ

灰 20%

弥生 奏 土坑 1 日径 124 ナ デ
タタキ
ァ、ノヶ

」甲

'土ハケ
黒～にぶい黄橙
里排
20%

弥生  甕 土坑 1 口径 ナ デ
ダダ千
押序 板ナデ

タタキ
ハケ

橙～浅責 15%

弥生 甕 土坑 1 底部径 4つ
キ

９

タ

デ

タ

■ 灰 白 100%

21 弥生 甕 土坑 1 底部径 38 ハ ケ
黄橙 100%

弥生 甕 土坑 l 底部径 48
タタキのろハケ
ハケ

褐 炊 ～赤 種

黒班
100%

弥生 甕 土坑 1 底部径 36
タタキ
ハケ

灰白～灰黄 100%

弥生 鉢 土坑ユ 日径 218 橙 10%

弥生 台付鉢 ? 土坑 l 日径 153
ナ デ 橙・黒班 18%

弥生 台付鉢 ? 土坑 よ
ハ ケ
T旦 痛

こぶい責橙
里 刊
=

弥生 高杯 土坑 1 灰 白

弥 生 高杯 土坑 l 底部径 146
夕」点 火 ・ 四 耀 にぶい橙 10%

弥生 責 土坑 2 底部径 50
タタキ

赤灰 80%

弥生 奏 l1可川 底部径 45
タタキ キ

痕
グ
旦
（

グ
エ (ハ ケ ?) 灰責 黒班 100%
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Ⅱ-39表  E-1区 土器観察表 2
No 図版 器種 出上位置 法量(cm) 日頸部(受部) 体部(胴言卜)

卜辟  凧面  下 Et 丙言
底部(脚部)

卜辟  風 面  下 P_t ttF 色調 残存度 備考

土師器 ? 高杯 ュ面r,111
〃く日
～にぶ い澄

土師器 高杯
'可

ナ11 にぶい橙

土師器? 高杯 1可ナ|11 橙

弥生 壷 1可

'I12
r苗瞬ヽ ケヽ 浅責

弥生 五 膨
耐
酬
備 底部径 14

ハ ケ

カ
ケ

ヽヽ

ハ にぶい黄橙 100%

弥生 甕 r列 ,II z

(南区 )
日径 154

ナデのちハケ
ナデ

グタす
ハ ケ

明赤褐 80%

弥生 甕 ヤ可
'II!(南区
回径 172 ナデ

タキのちハケ Y
橙 20%

弥生 甕 i可ザキ12
r苗瞬Ⅲ 底部径 54

夕 夕 キ タタキ
ハケ 灰 白 60%

弥生 鉢 I可ケ12
r首瞬ヽ 回径 128 ハ ケ

す甲ザ土

ハケ
押圧/穿孔
ハケ 灰黄 30%

殊生 鉢 I可)i
(南区

底部径 58
押 厚

にぶい黄橙 100%

1 弥生 高杯
丁川 2
苗 FⅢ

キ
リ
刀
ズ
ミ
ヶ 3方向透孔 灰黄

弥生 台付鉢 ? 河川 2
r首反、 底部径 72

ハケ (柱状部外 lal)
ハケ r陣鍬肉面ヽ ナ デ 浅黄橙 20%

弥生 長頸壼 Ｚ
区
川
英
刊
中 日径 138 ハ r′ 橙 40%

弥生 長顕壷 Ｚ
Ｆ
川
事
河
中 口径 灰 白 20%

弥生 長頸重 イHl'lZ

(中央区 )
口径 120

ケ ぶい貢種～灰
白
10%

弥生 広日短頸壷 イ
Hl'HZ

(中央区)
日径 188

ナデ・ハケ グ
灰責 5%

弥生 甕 1可サ十12
r中車瞬う 口径 166 ナ デ

タ タ キ
にぶい橙 150/o

99-2 弥生 広回壷 河川 2
r由車瞬ヽ 日径 148

ナデ・ハケ
ミガキ

ミガキ
ハケ 淡橙 600/o

弥生 奏 イ「」
'II Z(中央区 )
日径 164 ナ デ 橙 5%

99-4 弥生 高杯 ヤ可川 2
中車戻Ⅲ 日径 206

ミガキ・ナデ
ナデ

にぶい責橙 400/O

弥生 高杯 1可 ,I12
(中央区 )

ハ ケ 7
熔 la 灰白

弥生 高杯 ２
Ｘ
川
卓
河
由 仄白

弥生 高杯 イ「l'lZ
(中央区) ケズリ

ケ
浅黄橙～褐仄

99-3 弥生 器台 イHl' Z

中央区
アア Yj力 lHl唸士し
ケズリ ケズリ・押圧

にぶい責橙

弥生 広口壺 土杭 3 日径 224
円形浮文・ナデ

黄橙 40%

弥生 重 土抗 3 底部径 51
碑 l■ 橙

級
1000/o

弥生 鉢 土杭 3 底部径 3( 淡黄 50%

黒色土器A類 椀 土杭 4 日径 170 田 楊
10%
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30E-2区 の調査

30.E-2区の調査

(1)調 査 区の IFI要

当調査区は全長 130m、 幅 2～ 5mの南北に伸びるトレンチである。調査区は、

若干の起伏を伴いつつ南へ緩やかに傾斜する地形上にあり、調査区の南北では

0.6mほ どの比高差があるものの、基本層の堆積は比較的安定した傾向を示す。ま

た、地形が落ち込み状の窪地となる部分では、基本層序とは異なる土層の堆積が

認められる。この部分については、 トレンチによる部分的な調査を行っただけに
とどまるため、層序の詳細は十分に検討できないが、A-7区 南部で確認した埋
没地形部分の層序と類似する可能性がある。

また、基本層序の様相については「Ⅱ 2.周辺の地形と基本層序」で述べたとこ

ろと大きな相違はないものの、出土遺物からもうかがわれるように調査区の南北

で各基本層の堆積は若干異なる様相を示す。

北部では、第V層 。第Ⅵ層に主体があり、主に古代の遺物が多 く見られるが、

南部に向かうにつれ、第Ⅳ層以上からの中世を主体とする遺物が増加する傾向に

ある。また、第Ⅳ層以上の遺物の増加に伴い、南部では第V層 。第Ⅵ層の層厚は

薄くなり、第Ⅲ層以上の堆積が主体となる傾向が認められる。

なお、調査区北部では、第Ⅳ oV層 から須恵器杯B(8～ 10)・ 壷 (H)な ど
が、また第Ⅵ層からは須恵器蓋杯 (4・ 5)。 杯身 (6。 7)な ど、主として古
墳時代から古代にかけての遺物が出土している。また、河川 1直上から弥生時代

‐ _
8

～

 
ここ

ヽ

9

0                  1ocm

Ⅱ-227図 調査区北部包含層出土遺物 (1:4)
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Ⅱ―-226図

E-2区 位置図
(1 :1,000)
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ｋ

キ
ー

上

1

2

3

4

3

6

旧耕土 (基本土層 第 H層 )
旧床土 (基本土層 第 H層 )
緑灰色シル ト～細粒砂 (基本上層 第Ⅲ層に対応)
暗緑灰色シル ト～細粒砂 (基本上層 第m層 に対応
黄褐色ンル ト

褐色シル ト～極細粒砂 (基本土層 第V層に対応)

7褐色シル ト (基本土層 第W層 に対応)
8黒褐色シル ト～綱粒砂 (基本土層 第 V層に対応)
0暗褐色シル ト～細粒砂に灰色粗泣砂を含む
10灰色極細粒砂
11黄灰色細粒砂
12暗褐色シル ト～細粒砂に灰色細粒砂プロックを含む

13青灰色シル ト
14灰色シルトに褐色シル トを含む
15暗褐色極細粒砂に灰色シルトプロックを含む
16暗atl極細～中粒砂に灰色シルトブロックを含む
1'暗灰色シル ト～極細粒砂
18褐色極細～細粒砂

19暗褐色極細～細粒砂
20暗褐色極細粒砂
21暗灰色細粒砂
22褐色極細～細粒砂に灰色細粒砂ブロックを含む
23灰色細粒砂
?4黒褐色シル ト～細粒砂

25黒褐色シルト～細粒砂
26黒褐色シル ト～細粒砂
2,褐色シルト～粘土
28密集土坑群埋土と推定される堆積土 第ul層プロック、
黒色・暴褐色極細～細粒砂等のプロックなどが堆積する

28

0 5m

Ⅱ-228図  E-2区 平面・断面図 1(1:50)
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Γ      ¬

どQ
土坑 3

土坑 8(土坑群 )

土坑群

1 旧耕土 (基本土層 第 H層 )
2床土 (基本土層 第■層)
3暗褐色匝細紅砂に粗粒砂を含む (基本土層 第lH層対応)
4明褐ヨ極細～細粒砂 (基本土層 第Ⅳ層)
5褐色シルト～極細粒砂 (基本土層 第Ⅳ層)
S 断罰骨色シル ト

'黒
褐色シル ト～極細粒砂
8極暗褐色シルト～極細粒砂に細粒砂を含む

g暗褐色シル トヽ 極細粒砂
10暗褐色シル ト～細粒砂
11暗灰色シル ト～細粒砂に黄褐色粘土プロックを含む
12暗黄褐色粘土
13暗褐色シル ト～極細粒砂
14暗褐色砂礫層
15黄橙色シル トに灰色シルトを含む (基本土層 第Ⅲ層対応)
16緑灰色シル ト～中粒砂 (基本土層 第皿層に対応)

1,暗灰褐色組～中粒砂に第Ⅶ層プロックを含む
18暗灰褐色中粒砂に第Ⅶ層ブロックを含む

19褐色極細～細粒砂に暗灰色ブロックを含む
20褐色シル ト～極細粒砂
21黒灰色粘土
22第 Ml層崩落土
,3暗灰色粘土
24灰色粘上に第Ⅶ層プロックを含む

25暗灰褐色極細～細粒砂に第Ml層ブロックを含む
26第Ⅶ層プロック等間に砂粒を含む
2,第Ⅶ層ブロック間に黒灰色極細～細粒砂等を含む
28第Ⅶ層ブロック
29黒灰色粘土に第Ⅶ層プロックを含む
30黒灰色粘土
31暗褐色細粒砂

0                                                  5m
|

Ⅱ-229図  E-2区 平面・断面図 2(1:50)
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土坑 5

1 旧耕作土 (基本土層 第■層 )
2床土 (基本土層 第 H層 )
3緑灰色～褐灰色シル ト～細粒砂
(基本上層 第 m層 )
4暗褐色シル ト～極細粒砂
(基本土層 第Ⅳ層 )

5褐色 シル トヽ 睡細粒砂
(基本土層 第Ⅵ層 )

6褐色 シル ト～極細粒砂
(基本土層 第Ⅵ層 )

,暗褐色極細～中粒砂
(基本土層 第Ⅵ層 )

8褐色極細～細粒砂 に
暗灰色中粒砂を含む

(基本土層 第 V層 )
9暗褐～黒褐色極細～
細粒砂 (耕作痕 )

10灰色細～中粒砂
11暗褐色極細～細粒砂に
第Ⅶ層ブロックを含む

12暗灰色細～中粒砂
13暗褐色極細～中粒砂
14暗黄褐色細粒砂
15第Ⅶ層ブロック間に砂粒を

極少量含む

16褐色極細～網粒砂に

第Ⅶ層ブロックを多 く含む

1'第Ⅶ層ブロック間に砂粒を含む
18黒褐色シル トヽ 極細粒砂
19黒色 シル ト
20暗灰色細粒砂
21黒色 シル ト
22黒色 シル ト～極細粒砂に

暗灰色細粒砂を含む

23黒灰色極細粒砂
24暗灰色砂礫層
25抽
26黒褐色極細～細粒砂
2'暗褐色極細～細粒砂に

第Ⅶ層ブロックを含む

28暗黄色シルト～極細粒砂
20暗黄灰色細粒砂
30暗黄褐色極細～中粒砂
31黒色中～粗位砂
32暗褐色極細～細粒砂に

第Ⅶ層プロックを含む

33明褐告極細粒砂
34褐色極細粒砂に

中～粗粒砂を含む

15暗灰褐色極細～細粒砂に

第Ⅶ層ブロックを極少量含む

38褐色極細～細粒砂に

第Ⅶ層プロックを含む

3'褐～暗黄褐色極細粒砂に

第Ⅶ層ブロックを多く含む

38暗黄褐色極細～細粒砂に

第Ml層プロックを多く含む

39褐灰色極細～細粒砂に

第Ⅶ層ブロックを少量含む

40暗灰褐色睡細～綱粒砂
41暗責褐絶組粒砂

i380m  42暗 灰黄色細粒砂

＼
＼

0                                                5m

E-2区平面・断面図 3(1:50)237^ヤ 238 Ⅱ―…230図



後期の甕 (1～ 3)な どが出土している。
一方、南部では、第Ⅲ層上層から和泉型

瓦器椀 (13)、 在地産の上師器へそ皿 (14)、

瓦質羽釜 (15)、 東播系須恵器こね鉢 (16)

と瓦質の情鉢 (17)な どが、第Ⅲ層下層か

ら第Ⅳ層上層にかけては瓦器椀 (19)、 「て」

の字状口縁の末期段階を呈する土師皿

(18)、 東播系須恵器こね鉢 (20)な ど中世

の遺物が出土している。第Ⅳ層下層からは

須恵器杯 B(21)、 土師器椀 (23)、 土師器

長胴甕口頸部 (24)、 須恵器水滴 (25)が

出上 しているが、北部に比べ遺物の出土量

は少ない傾向が認められる。なお、22は器

形から黒色土器A類になる可能性が考えら
れるが、器壁の風化が著しく内面の調整お

よび黒色処理は確認できなかった。また、

13は ミニチュアの平瓶とも言えるが、機能

面から水滴とした。

また、南部第Ⅵ層直上からはⅡ-232図

の弥生時代後期以降の甕 (26)が出上 して

いる。

南部第Ⅳ層の遺物には時期幅があり、ま

た新旧の遺物が混在する様相がみられる

が、耕作時の撹拌によるものと言える。

(2)検 出 した遺構 と出土遺物

当調査区からは、若干の柱穴と住居及び

井戸の可能性が考えられる土坑、また土坑

群の一部を含む土坑28基、河川 2条などを

検出している。これらの遺構の中には第V
層または第Ⅵ層上面から掘り込まれている

可能性があるものも含まれるが、調査段階

フ

伽

では第Ⅶ層上面で検出した。以下、各遺構について報告する。

土坑 1 調査区北部で検出した土坑である。土坑の西側は調査区外
にのびるため、規模・形状は明確ではないが、検出した部分から平面

円形の上坑 と推定される。検出部分における規模は直径 1.9m、 深さ

0.15m前後をはかる。土坑の掘形は緩やかな斜面となることから、落ち

込み状の土坑と考えられる。土坑からはⅡ-234図の甕底部 (27)、 手
焙形土器 (28)が出土 している。28は一部に限られることから、口縁

部となる可能性も残るが、本報告では蔽部として扱った。

Ⅱ発掘調査の成果

ジ
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24

0                   10cm

o                    5cm

Ⅱ-231図 調査区南部包含層出土遺物 (1:4)
※25の み 1:2

Ⅱ-232図 調査区
南部包含層下層出土遺物

(1:4)
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30.E-2区の調査

土坑 1は、先の出土遺物から弥生時代終末期以降

の所産と考えられるが、その性格については明確で

はなヤヽ。

土坑 2 調査区北部で検出した。検出した地を点は、
市道部分の追加調査区にあたり、周辺との関連は明

確にできなかった。また、土坑の西側は調査区外に

広がるため、規模については明確にできない。検出

部分から土坑の平面は、方形に近い形状になる可能

性が考えられる。土坑底は平坦であるが、深さは 2

～ 3 cm程度と浅い。また、土坑側壁の周囲には不明

瞭ながら幅 5 cm前後の浅い溝状の掘 り込みがみら

れ、内部には柱の一部を残す柱穴が検出されている。

土坑 2は、これら柱穴と溝状の掘 り込みなどの特徴

から住居となる可能性も考えられるが、周辺の状況

0                    1m

1暗褐色シル ト～細粒砂
2 厨罰母色シルト
3暗灰色極細粒砂
(土器細片を含む)

Ⅱ-233図 土坑 1平面 。断面図 (1:25) Ⅱ-234図 土坑 1出土遺物 (1:4)

0                                 1

Ⅱ-235図 土坑 2平面・断面図 (1:25)
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は明確ではなく土坑として扱うことと

した。

なお、土坑 2お よびその関連遺構か

ら出土した遺物はなく、その時期は不

明である。

上坑 3 調査区中央部北側で検出し
た平面楕円形の上坑である。調査段階

では柱穴の可能性も考えられていたが、

明確な柱痕がないことや、周辺に同様

の上坑が検出されていないことから、

本報告では土坑として扱った。

土坑 3は主軸長0.63m、 幅0.4m、 深さ

0.25mを はかる。土坑の南側は階段状に

落ち込む。埋土は 3層 に区分でき、下

層には暗褐色シル トに灰白色シル トが

ラミナ状に含まれている。下層は自然

堆積と考えられることから、土坑が一

時開口していた可能性がある。また、

中層は若千の土器と第Ⅶ層を母材とす

る灰白色粘土プロックを含み、土坑の

機能停止後、土器などを廃棄 して埋め

戻した可能性が考えられる。

土坑 3中層からは、甕 (29。 30)、 鉢

(31)が出上している。29は体都外面に

粗いハケを施すものでやや古い様相を

示すが、口縁部の屈曲は緩 く、回縁部

はタタキ出し成形を行ったものとと考

えられる。また、31の粗製の鉢は手づ

Ⅱ発掘調査の成果

1 明褐色シル ト～細粒砂
2褐色シル ト～細粒砂
3灰色シル トがブロック状に堆積
4暗褐色 シル ト～中粒砂に第Ml層 プロッ
を含む

0

|

Ⅱ-236図 土坑 3平面 。断面図 (1:25)

0                  10cm

Ⅱ-238図 土坑 4出土遺物
(1:4)

″
ヽ

‐ｊ
”

Ⅱ-237図  土坑 3出土遺物 (1:4)

くね成形後、外面底部を板状工具で不定方向のナデを施す。31の底部は不明瞭になりつつある。こ

れら出土遺物の様相から土坑 3は弥生時代終末期の所産と考えられる。

土坑 4 調査区中央部付近で検出した楕円形の土坑である。土坑 4は南端部分は柱穴により削平
されているが、残存部分から主軸長約 1.9m、 最大幅0.2m、 深さ0.2m前後の規模をはかる。土坑は

浅 く、また掘形は緩やかであることから、落ち込み状の遺構と

なる可能性が考えられ、土坑群を構成するものとは異なる特徴

を有する。

土坑埋土は 2層 に区分でき、上層には褐色細粒砂、下層には

第Ⅶ層プロックを含む灰色細粒砂が堆積する。上下層の層境か

らは、Ⅱ-238図 32の上師器長胴甕の破片が出土している。32は

外面にハケを施すが、内面は風化 してお り調整の詳細について

は明確ではない。長胴甕の様相から、土坑 4は 7世紀前後の時

＼

＼

＼

＞

／
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‐
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30.E-2区の調査

溺 溺

専喜
薄

Ⅱ-240図 土坑 5平面・断面図 (1:10)

期が考えられる。

土坑 5 調査区南部で検出したやや歪な
円形状を呈する土坑である。直径 1.2m、 深

さ0.7mを はかる。土坑断面はU字状の形態

を呈する。土坑埋土は 3層 に区分でき、こ

のうち上下層は主に黒掲色極細粒砂からな
Ⅱ-239図 土坑 4平面 。断面図 (1:25。 1:10)

る自然堆積土、中層はこれに第Ⅶ層を母材とするブロック上を含む。土坑はこのような埋土の堆積

状況から機能停止後、土器の放棄とともに幾分か埋め戻され、その後は放置された可能性が考えら

れる。

土坑下層からは、大型の布留式甕 (35)。 布留式甕 (34'36)。 河ヽ型丸底壷 (33)・ 高杯 (37・

38)が出土した。33の小型九底壼は口縁部内面にミガキを施すものの、体部外面にはハケを施して

おり調整がやや粗雑である。34。 36の 口頸部の屈曲は緩 く、あまり外方へは開かないものである。

つ
々
刀
付



Ⅱ発掘調査の成果

0                                        20cm

Ⅱ-241図 土坑 5出土遺物 (1:4)
また36は扁平な球形状の体部を有するが外面調整はハケとなり粗雑化している。35の大型の甕は直

立する頸部にやや外反する口縁部を有する。体部内面はケズリを、外面にはハケを施す。口頸部は

ナデを施すものの、成形時の押圧痕が残る。

高杯脚部の調整は明確ではないが、杯部との接合には挿入付加法を用いた可能性が考えられる。

これらの遺物の特徴から、土坑 5は布留式新相段階の所産に相当する。

1第Ⅶ層プロック
2暗灰色細粒砂

¨ヽ
ヽ
√

′

1373m

1 褐色極細～中粒砂
2暗褐色極細～中粒砂
3第Ⅶ層ブロック
4暴褐色細～中粒砂

土坑 12

1 暗褐色極細～細粒砂
2黒色極細～細粒砂に第Ⅶ層プロックを含む
3暗褐色極細～細粒砂に第Ⅶ層プロックを含む
4第Ⅶ層プロック
5黒褐色極細粒砂プロック

2暗褐色極細～細粒砂に第Ⅶ層プロックを含む
3第Ⅶ層プロック間に暗褐色極細～細粒砂を含む
0                         1m

土坑群断面図 1(1:20)

な な

吟Fミ /亨ゲ
α―浄佐ク|
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Ⅱ―-242図
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30E-2区 の調査

1340m

く

電 誕 罫 霊 ≧
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^~

土坑 19

1 暗黄色細～中粒砂
2暗黄灰色細粒砂
3暗黄灰色極細～網粒砂

30m
なお、土坑 5に類似す

る遺構はD-7区 、B―
8区からも検出されてい

る。D-7区 の井戸 1で
は遺物の一括廃棄はみら

れないが、堆積状況など

に共通性がみられる。い

ずれも周辺で集落関連遺

構が検出されず、河川と

の関連が考えられる遺構

として注目される。

土坑群 調査区中部か
ら南部にかけて、24基の

上坑を検出した。土坑 6

以上の番号を有するもの

はすべて土坑群に属する。

これら土坑群は調査区中

央部から南部にかけて 2

カ所で集中する部分がみ

られるが、南部ではほぼ

全域にわたって散発的に

検出されている。また、

調査区北部河川 1南側一

体でも土坑群が密集 して

いたようであるが、これ

らについては、調査段階

で密集土坑群に対する認

識がなかったため、面的

な記録保存はなされず、

その概要については明確

ではない。

調査区中部から南部に

暗黄灰色細～中粒砂に第Ⅶ層ブロックを多く含む

2茶灰黄色細～中粒砂に第Ⅶ層
ノロックを多く含む
a暗茶灰色極細～細粒砂に第Ⅶ層
ブロックを少量含む
4灰色粗粒砂

土坑211黒灰色極細～細粒砂
2灰帽色極細～細粒砂
a暗灰色極細～細粒砂

     lm

Ⅱ-243図 土坑群断面図 2(1:25)

1 明褐色粘土
2淡褐色粘上に第Ⅶ層ブロックを多 く含む
3第 Ⅶ層プロック間に黒色粘上を多 く含む
4暗灰色粘土
6第 WIl層 ブロック

0                     1m

Ｅ

Ξ

寸
一

Ⅱ-244図 土坑 8平面・断面図 (1:25)

かけて検出した土坑の規模は、主軸長0.8mか ら2.Omに かけてばらつきがあるが、1,om前後の小型

のもの、1.5m前後の中型のもの、2.Om前後の大型のものにまとまる傾向が認められる。土坑の平

面形は長方形・楕円形・円形の 3種が認められる。このうち、小型から中型のものには平面精円形

を、中型から大型のものには円形または長方形を呈する傾向がみられる。土坑の掘削深度に共通性

はみられないが、土坑底の標高が13.3mま たは13.Omの いずれかになるように掘削されている。ま

た、南に向かうにつれ、土坑上面の削平が著しく断面の形態を確認しにくくなるが、状態の良好な

ものをみるかざり、断面が袋状を呈するものが一般的である。土坑埋土は、第Ⅶ層を主体とするブ

ロック土を含むことで共通し、一部の上坑では自然堆積層がみられるものもある。

灰茶褐色細～中粒砂

暗茶褐色細～中粒砂

黄褐色極細～細粒砂
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Ⅱ発掘調査の成果

これら土坑のうち、土坑 6か ら土師器長胴甕 (39)と 弥

生土器甕底部 (40～ 42)、 土坑 8か ら土師器長胴甕 (43)、

また土坑16か らは弥生土器甕 (44)が出上している。

39は体部内外面および口縁部内面に板状工具によるきめ

細かいナデを施す。43も ほぼ同様の調整を行うが、日縁部

外面にはハケ調整をナデにより消している。

なお、土坑 6お よび土坑16か ら出土した弥生土器は包含

層などに伴う混入品である。

土坑群は出土遺物から6世紀末頃から7世紀前半の時期

になる可能性が考えられる。

溝 1 調査区北部で検出した南北方向を直線状に伸び
る溝で、幅0,7m前後をはかる。南端は後世の削平を受けた

ためか、次第に浅くなり消滅する。北端は土坑 1及び1可川

1と 重複関係にあるため、明確にはできなかったが、西方

に向きを変えて伸びるようである。

埋土は主に暗褐色細粒砂からなり、上下 2層 に細分でき

る。下層はやや砂質であるが流水を想定できる堆積状況と

は言いにくい。

溝 1は、ほぼ直線状に伸び

る形態や周辺の溝の多 くが耕

作 との関連が考えられること

から水路等になる可能性 も否

定できないが、埋土などの状

況などから性格を決定するに

は至らなかった。なお、溝 1の周辺には土坑群が密集していた可能性が極めて高い。

河川 1 調査区北部で西岸の一部を検出した。河川 1は西から南西に屈曲して南方向へ流れ、
D-5～ 7区へと伸びる。河川上流は、E-1区 の河川 2と なる可能性が考えられるが、その状況
は著しく異なり同定しにくい。

河川内の堆積土は、上層から中層にかけて中～

粗粒砂からなる細分層を挟みつつ、褐色系細粒砂

から黒掲色系極細粒砂へ徐々に変化する。最下層

は砂礫または砂層が交互に堆積する状況がみら

れ、中層とは明確に区分できる。このうち、中層

から下層にかけて多量の遺物が出土 した。調査で

は、これらの遺物を上下 2層 に区分 して取 り上げ

たが、出土状況に層位的なまとまりは認めにくい

ことから、遺物にはある程度の時期幅があるもの

の、一括して報告することにした。

出土した遺物は、壼・甕・鉢・高杯・手焙形土

器・ミニチュア土器など多岐にわたる。

1400m 1 褐色ンル ト～細粒砂

暗褐色シルト～細粒砂       B灰 色細粒砂
暗褐色ンルト～細粒砂 粗粒砂含む e黒 色ンルトに灰色細粒砂が
暗褐色 ンル ト～細粒砂

黒掲色 ンル ト

暗灰色中～粗粒砂

黒色シル ト

暗灰色粗粒砂

0                    1ocm

-13.78m

_    
ご 2囀ィ
ト珀粒砂
Ⅲ

Ⅱ-247図 溝 1断面図 (1:20)

性可~下司~す~十一――――――」
m

層状に堆積する
10黒色ンルト
11黒色粘上～ンルト
12暗灰色粗粒砂
13暗灰色極細粒砂

土坑群出土遺物

247

Ⅱ-248図 河川 1断面図 (1:20)
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30E-2区 の調査

河川 1出土遺物 3(1:4)

壷は図化できるものが少なく45～ 48に 限られた。このうち、45'46は広口壼である。いずれも端

部を面取りし、部分的に沈線を施す。底部のうち47は粘土帯を付加するもので、体部との境界は不

明瞭である。

甕 (49～ 76)の うち、49は体部外面にハケを内面はナデを施し、器壁は薄く庄内式奏を模倣した

ものと考えられる。この他の甕は、すべて外面にタタキ成形痕を残すことを特徴とする。これらは

大 。中・小の3法量に区分できるが、大型は50の 1点に限られる。このうち中～大型のものは分割

成形技法を用いるが、 2分割のものと3分割のものが混在している。また、小型のもの (60。 63・

66・ 67)は底部から口縁まで連続して作り上げるものが多く、明確に分割技法を用いるものはなか

った。また小型甕の口縁をみると、口縁叩き出し技法をとどめるものが多いが、中～大型は50の 1

点に限られる。口縁叩き出し技法が明確に確認できるもののうち、63・ 66は 口縁を叩き出したうえ

に、さらに粘土帯を継ぎたして口縁部をつくっている。なお、口縁部の形態は多様で、口縁端部を

丸く収めるもの (54。 56)や、端部側面にナデを施し面取りを行うもの (51・ 53・ 55'57・ 60)、

さらに端部をつまみ上げて「はねあげ」状に施すもの (58・ 62・ 69)な どがある。

鉢 (77～ 84)は 中・小型が中心となるが、形態および調整手法は多様である。77・ 80は同様の器

1図

ｏｃｍ
　

　

２５

ホゝマ、消上ｗ２崇卜
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Ⅱ発掘調査の成果

形であるが、77は体部外面にミガキを施すのに対 して、80は体部外面下半にタタキ痕を残すなど、

精粗の差がわかれる。79・ 82は底部に穿孔を有する有孔鉢である。

また、84は押圧により底部を高台状に拡張 し、台付き鉢に近い形態を呈する。

器台は90。 91に 限られる。9oは連続成形技法によって成形され、外面に幅の広いミガキを施す。

内面は調整を施さず絞 り目が残存する。

高杯のうち図化できるものは、92・ 93に限られた。92は、中実の脚部で杯部との接合には円盤充

填法を用いる。91・ 93は 中空の脚部であるが、接合方法は明確ではない。このうち、93は、脚柱部
の占める割合が少なく新 しい傾向が認められる。

89・ 94は脚部となるが、上部を欠損しているため、器種は特定できない。このうち89は 、一見し
て東海系の甕のようにもみられるが、底部の一部にミガキが施されていることから、台付 きの壼ま

たは鉢となる可能性が考えられる。94も 器種の特定はできないものの、脚部の形態から台付きの鉢
または椀状の杯部を有する高杯となる可能性が考えられる。

手焙形土器は88の 1点に限られる。88は 口縁部から蔽部にかけて連続して作 り上げ、その境界部
に粘土帯を貼 り付け、擬似口縁を形成している。ミニチュア土器のうち、85は鉢、87は壼を小型化
したものと言えるが、ミニチュア土器特有の器種になる可能性も考えられる。
これら河川から出土 した遺物は、先に述べたように出土状況に層位的なまとまりは認めにくく、

継続的な廃棄行為が考えられる。よって、遺物は上下層内でも一定の時期幅を有しているが、上層
はほぼ弥生時代終末期後半、下層は終末期中頃にまとまる。なお、下流にあたるD-5。 6区では
古墳時代前期の遺物を含むが、ここでは該期の遺物は殆ど含まれていない。同一河川であつても、
上流と下流では遺物の時期幅が異なるという点は注意されよう。

河川 2 調査区中央やや南よりで検出した 2条の河川である。当初、東西に伸びる溝と認識され
たが、検出地点の西側となる第14次調査で河川の蛇行部分を検出したことにより、同一河川となる
ことが明らかになった。また、D-lo区 の河川 1がこの下流に相当する。上流にあたる北側部分で、
河川の幅は約 3m、 深さ0.8mを、下流部分では幅2.4m、 深さ0,7mを はかる。河川は北側が深いもの

の、周辺の地形と第14次調査の知見から、流路方向は南へ下ることが考えられる。

河川内の堆積土は、大別 3層 に区分できる。上層から中層にかけては第V層 と類似する褐色系中
粒砂から黒褐色極細粒砂へ次第に変化する。下層は灰色粗粒砂層などが交互に堆積し、中層との区

分は明確である。

河川内の出土遺物は少ないものの、下層からは甕 (95'96)、 小型九底壷 (97)、 高杯 (98)な ど
の遺物が出土している。このうち、95は複合口縁を有する甕となるが、口縁の屈曲はあまく、やや

新 しい様相がみられる。同様の資料としては、上津島遺跡第 5次調査の河川があり、それらはT
K-216～ TK-208型式の須恵器と共伴している。また、97の小型九底壼は器壁が厚 く、体部外面
にハケを施すなど粗雑化した傾向がみられる。

河川 2は、これら出土遺物の時期から古墳

時代中期まで継続することが考えられる。な

お、第14次調査区の出土遺物においても、同

時期の遺物がまとまって出土 しているが、ほ

かにも弥生時代終末期から古墳時代前期の遺

物も多数含まれていることから、河川は終末

期までさかのぼるものと考えられる。

｀`
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0                  1ocm

河川 2出土遺物 (1:4)
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Ⅱ発掘調査の成果

コー40表  E-2区 土器観察表 1
No 図版 器種 出上位置 法量 (cnl) 日頸吉卜(受部)

上段:外面 下段:内面
体部 頓同部)

上段 :タト面 下段 :内面
底部(脚部)

「 路 :外而 下LL:内 言
色調 残存度 備考

1 99-5 弥生 甕 北部包含層 日径 145 ナデ キ
デ
タ
ナ
タ
板 灰白 10%

2 弥生 甕 北部包含層 口径
すデ・夕タキ
ナデ

タ タキ
灰白 30%

3 弥生 甕 北部包含層 底部径 44 タタキ
灰 白 30%

4 須恵器 杯蓋 北部包含層 日径 157 回転ナデ 回転ケス i

回転ナデ
) 回転ケスリ

回転すデ 灰 4%

5 須恵器 杯蓋 北部包含層 日径 148 回転ナデ 回転ナデ 灰 20%

6 須恵器 杯身 北部包含層 日径 141 回転 ナ デ 灰 15%

7 須恵器 杯身 北都包合層 日径 120 回転ナデ 回転ケスリ
回転ナデ 灰

縮
10%

8 須恵器 杯B蓋 北部包合層 日径 198 回転ナデ 凹軟 ケ ス リ

ナ デ
灰 白 20%

9 須恵器 杯B蓋 北部包合層 日径 回転ナデ 灰 白 12%

須恵器 杯B 北部包含層 高台径 68 凹必 ア ア  只白4丁尚百
すデ 灰 50%

須恵器 壷 北部包含層 底部径 93 回転ナデ 凹%ア ア 舶4丁局宙
ナデ

灰 白 25%

須恵器 壺 南部包含層 高台径 58 舶 1可 満言
回転 ナ デ

灰 400/O

瓦器 椀 南部包含層 日径
ナ デ 井(フ可全含

灰 50/O

土師器 皿 南部包含層 日径 78 ナ デ 庄
デ
押
ナ にぶい黄橙 100/O

瓦質 羽釜 南部包含層 ナ デ にぶい橙 3% 被熱

東播系須恵器こね鉢 南部包含層 日径 270 ナ デ ナ デ 灰白～灰 10%

瓦質 福鉢 南部包含層 ナ デ 灰白～灰 10%

土師器 皿 南部包含層 日径 80 ナデ にぶい橙 70/O

瓦器 椀 南部包含層 日径
ナ デ

灰～淡黄 50/O

束播系須恵器こね鉢 南部包含層 日径 ナ デ ナ デ 灰 5%

1 須恵器 杯身 南部包含層 高台径134 回転ナデ 舶 1丁 尚百
ナデ

灰 白 15%

22 土師器 椀 南部包含層 高台径 60 頬4丁島含
黄橙 15%

と3 土師器 椀 南部包含層 高台径 99 姑付高台
責橙 5% 焼成不良

99-6 土師器 長胴甕 南部包合層 日径 255 ナ デ
板ナデ 明黄橙 30%

須恵器 水滴 南部包合層 回径 24 回転 ナ デ 灰

26 弥生 甕 商部包含層下層 日径
タタキのちナデ
ナデ

タ タキ
浅責橙～灰

弥生 甕底部 土坑 l 底部径 40
ハ ケ

タタキ
ハケ 灰責～赤橙 100%

弥生 手焙形土器 土坑 ユ 刻み目 オ リー ブ黒
～ 来 措

弥生 奏 土坑 3 タタキ
淡黄～灰白 5%

弥生 甕 土坑 3 底部径 41
ハ ケ 黄灰～にぶい橙 50%

99-8 弥生 鉢 土坑 3 日径 62 す デ てづ くね てづくね 灰 白 50%

土師器 長胴甕 土坑 4 日径 ナ デ
ケ

責橙 13%

土師器 小型丸底壷 土坑 5 口径 76
ハケ
ミガキ

ハケ
押

「

・ナデ にぶい黄橙 70%

100-ウ 土師器 菱 (布留) 土坑 5 日径
ナ デ 暗灰

十す付着 30%

土師器 甕 (布留) 上坑 5 日径 17( ナ デ
ハ 4′

ケズ リ 井田序 にぶい責橙 65%

100-4 土師器 甕 (布留) 土坑 5 日径
ナデ
ハケ

ハヶ
ケズリ

ケ
肝
ハ
押 仄白 95%

土師器 高杯 土坑 5 底部径 101 橙 70%

土師器 高杯 土坑 5 ナ デ
デ
ズ
ナ
ケ 淡黄 100うる

土師器 長胴養 土坑 6 日径 225 ゲアハケ
ハ ケ 仄 白 20%

弥生 甕 土坑 6 底部径 3( タタキ
灰白～黄灰 30%



30E-2区 の調査

Ⅱ-41表  E-2区 土器観察表 2
図版 器種 出土位置 法量(cm) 日顎剖∫(実樹り

上段 :タト面 下段 :内面
体部 (1同部)
ヒ段 :タト雨 下母:内而

底部(脚書耐
色調 残存度 備考

l 弥生 甕 土坑 6 底部径 64 灰白～黄灰 100%

弥生 甕 土坑 6 底部径 43 灰白～責灰 100%

土師器 長胴甕 土坑 8 回径 214
ハケのろすデ
ハケ

ハ ヶ
灰責 20%

弥生 甕 土坑 16 口径
ケ タ タ キ

仄 白 5%

弥生 広口童 1可川 1 国径
ケヽ・ナデ
iガキ にぶい責橙 30%

弥生 広口重 1可川 1 日径
ナデ・ミガキ

灰 白 20%

弥生 重 1可 )| l 底部径 37
ミ 刀 ヤ 却Lの ちミガキ

ミガキ 淡責 100%

弥生 壷 1可川 1 底部径 40 熊コil整
仄 白 10000

弥生 甕 河 川 1
ケ

ホア

ハ
ナ にぶい責橙

弥生 甕 河 川 l 日径 204
ナ デ タタキ

淡赤橙 4%

弥生 甕 1可川 l 日径 174 ナ デ
タタキ
ハケ 仄責～灰白 40%

弥生 甕 1可川 l 底部径 50 ハ ケ
ググキ つつ4丁君
板ナデ

ダ ダ十  一 剖S押 lEL
細 序 灰白～褐灰

102-1 弥生 養 1可川 l 回径 167 ナ デ
キ夕
序
夕
相

タタキ・一部押圧
灰 白 60%

弥生 甕 マ可川 l
‐５

И

往

高

日

器
ハ ケ

タタキ
ハケ

キ夕

序

夕

押
無調整

仄 白 90%

102-と 弥生 甕 1可 ,| ユ 日径 78
デ

デ

ナ

ナ

一部 ハ ケ タタキ ー部ハケ
押F 板ナデ 灰 白 609る

弥生 奏 河 川 l 日径 126 ナ デ
押圧

険種丁丁41君 ｀

にぶい播
20%

102-: 弥生 甕
'可

川 ユ 日径 162 ナ デ
タタキ
押圧 ハケ 淡黄 すす付着 15%

弥生 養 河 川 ユ 日径 180 ナ デ タタキ
ハケ

〃(日
褐灰
20%

103-1 弥生 甕 河 川 1
炊司
'佳

 うU
体部径 178

タタキ
アヽ ケ

こぶい貢橙 ～

辰 白 1009る

弥生 甕 1可川 〕 回径 H8 ナ デ タタ千
板ナデ 浅責 209る

弥生 甕 1可川 1 体部径 178
タタ十 ~言わハケ
ハケ

にぶい責橙

弥生 甕 1可川 1 日径 75 ナ デ 灰 白 100%

弥生 甕 1可川 1 日径 138
タタキのち一剖∫ナデ
ハケ

タタキ
ハケ 褐灰 20%

弥生 甕 1可川 1 日径 150 ナ デ ハケ ? 灰黄 20%

弥生 甕 1可)11 底部径42
ハ ケ

グク十
ハ ケ

褐灰すす付着 30%

66 弥生 甕
'可

川 1 日径 123
無調整
ハケ

ググキ
ハ ケ

タタキ 押 圧
畑 F 灰 白 65%

弥生 甕
'可

川 1 日径
タタキのち一部ナデ
ナデ

タタキ
ハケ

タタキ
ハケ 淡橙～橙 60%

101‐ 弥生 甕 1可川 1 日径
ハ ノヶ アヽ ケ

淡橙～橙 80%

弥生 養 1可川 1 日径 ナ デ
キ
デ
タ
ナ
タ
瓶 浅責 10%

弥生 甕 1可川 1 底部径 45
タ タ ヤ タタキ

ハケ 願
里

100%

103‐ 弥生 甕 1可川 l 底部径 40
キタ

ケ

タ

ハ
灰 白 1009る

弥生 甕 1可川 l 底部径 40
タタキ キ夕

序

夕

押 黒褐 1009る

弥生 奏 1可川 1 底部径43 浅責橙 1009る

弥生 奏 1可川 l 底部径 52
タ キ

灰責すす付着 100%

弥生 甕 1可川 l 底部径46
タタキ
ハケ

タタキ
ハケ 掲灰 100%

弥生 甕 1可サ| l 底部径 56
タ タ キ タタキ

褐 灰 30%

弥生 鉢 河 川 l 日径 252
ナデ  ミガキ
ナデ 灰 白 40%

103-α 弥生 鉢 I可川 l 底部径43
ハ ケ

キ夕
序
夕
相 灰 白 100孵る

103-E 弥生 鉢 1可川 l 底部径 42
夕タキ
ハ ケ

タタキ/穿孔
ハケ 灰 白 1009る

103-( 弥生 鉢 11可川 日径 201
アブ
ハ ケ

タタキ
ハ ノヶ

タタキ
ハ ノヶ 灰 白 90%

254



Ⅱ発掘調査の成果

Ⅱ-42表  E-2区 土器観察表 3
図版 器種 出上位置 法量(cm) 日汲剖∫(実剖り

上段:外面 下段 :内悪
体部(胴部)

「 砕 凧面 下野 '丙τ
底部(脚部)

卜印  風 面  下 降  丙
「

色 調 残存度 備考

1 弥生 鉢 1可 ,II 1 底部径 31
タタキ
ハケ ハ ケ

夕タキ
ハ ケ

淡黄 1000/O

103-; 弥生 鉢 河川 l 底部径 策 タタキハケ
タタキ
ハケ

タ タキ /多 孔
征謝 愁 にぶい責橙 35%

弥生 鉢 河川 l 口径 131 ナ デ
ミガキ

無調整 にぶい黄橙 100%

弥生 台付鉢 1可 )|11 底部径 51 押 圧 灰黄 1000/O

弥生 ミニチュア鉢
'可

)|11 日径 80 ハケ てづ (ね てづくね 褐灰 50/o

104-1 弥生 ミニチュア 1可ナ|11 底部径 42 ハ ケ
てづくね 灰白～褐灰 800/O

IC〉 4-1 弥生 ミニチュア壷 1可川 1 日径 55 ケ
てづくね 灰 白 65%

弥生 手焙形土器 河川 1 ナ デ ナ デ 卿灰
104-〔 弥生 脚付甕

'可 'I11

底部径 9(
キガ

序
ミ
押

す甲庄

ハケ ナデ 浅責橙 1000/O

104-4 弥生 器台 1可

'11ユ

ミ刀十 /う 力円途 fし
紳 り

キ万
デ
ミ
ナ 仄白 1000/O

104-写 弥生 器台
'可

ナ||ユ
ミガキ/3万同透孔

淡黄～灰白 100%

弥生 高杯 河川 ユ
3万同透ザL

灰自～にぶい橙 200/O

104-( 弥生 ?高杯 ,可 ,||ユ 裾部径 ■8
ケズリ ハケ・ナデ ? 灰 白 1009る

104-: 弥生 台付鉢
'可

サI11 底部径 170
ミガキ/3方向透孔
ナデ・相犀

ハヶ
ハケ 灰黄褐～灰白 60%

104-E 土師器 甕 ,Vナ I12 口径 82 ナデ 灰白～責灰 200/O

弥生 甕 1可ナ十12 底部径 40 タタキ
ハケ 灰白～責灰 20%

土師器 小型丸底甕 1可川 2 頸部に凹線
押 F ナ デ 灰 黄

土師器 高杯 1可

'I12

底部径 ■0 灰黄 15%

255



31出土した石器

31.出土 した石器

当調査区では、石器25点が出土した。これらの石器のほとんどは包含層など二次堆積層から出土

した。これらは形態及び製作技法から旧石器時代～弥生時代に至る各時期の所産となるものと考え

られるが、所属時期や組成などは明確でない。出土 している石器は剣片・トウール (tO01)。 石核

に分類される。本項ではこの分類に従い、器種ごとに各個体の特徴を記載することにした。なお、

使用されている石材はチヤートを 1点含むほかはすべてサヌカイトである。本項で扱う石器につい

ては、実測図・図版とも共通の遺物番号を付 している。Ⅱ-254～ 256図 に実沢1図のないもの、及び

出土遺構・調査次数等についてはⅡ-43表 を参照されたい。なお、本項で使用する「石器」の語は

広義のものとし、剣片・トウールなどを包括するものである。

石鏃 石鏃は基部の形態によって、凹むもの・突出するもの ,平 らなものと大きく3つ に分けら
れる。石材はサヌカイトを主とし、14のみがチャー トである。

基部が凹むものは欠損品を含めてlo点出土している。 1・ 2は最大長が 2 cmにみたない小形のも

のである。作用部が緩い S字を呈し、短く先の九い逆刺をもつ。 6は 2よ りも若干大きいものであ

るが、作用部側縁、逆刺の形態は酷似する。 3・ 4・ 5。 9は作用部側縁が基部に向かって概ね 直

線的に開くもので、逆刺は長く先端が鋭 く尖る。 3と 9は ともに左右の逆刺を欠損 しているが、作

用部側縁の長さ等から同様の特徴を持つ石鏃であると考えられる。12は側縁部は直線的であるが、

逆刺が短 く、その先端も丸 く仕上げられている。背面側の剣離は作用部側縁から浅い位置でとまり、

素材面が残る。出土した石鏃の中で最も最大幅が大きく、弥生時代中期以降の大型化した石鏃と考

えられる。10・ Hは最大長が 3 cmを 越え、出土した石鏃の中ではやや大きめの製品になる。作用部

側縁は小さく均―な剣離が連続し、やや外湾する。逆刺は長く尖り、基部も明瞭である。

13・ 14・ 15は基部が突出する石鏃である。 13・ 15は先端を欠損するが、残存する形態から同様の

基部を持つものと考えられる。いずれも調整が粗雑な感があるが、おおむね縦長の菱形を呈する。

7・ 8は基部が平らに仕上げられた石鏃である。作用部側縁はいずれも左右がシンメトリーな関

係になく、調整は粗雑である。 7は先端が尖らず、微細な剣離が認められる。16は 剣片側縁の微細

な剥離から石鏃未製品と考えられるが、形態の詳細は明確ではない。

石核 (17) 原礫面をのぞくと、現象的にネガティブな面のみで形成され、二次加工と考えられ

るような剣離はみられない。数度にわたり打面を転移させて剣離を行っているが、剣離に明瞭な方

向性はみられず、得られる剣片についても斉一性は期待できない。なお、石核の表面は灰白色を呈

しており、考しい風化もしくは被熟による変質をきたしたものと思われる。

スクレイパー (18・ 19) スクレイパーは 2点出上しているが、いずれも刃部は鋭角的で腹面側

にも二次的な剣離が確認できる。18は原礫面を打面として得られた劉片を素材としており、右側縁

に刃部が造 り出されている。19は、インバース調整によって腹面側に刃部が形成されている。刃部

の剣離面に後出する折れ面が生じているため、破損品と呼ぶべきであろう。左側縁には細かな剣離

が腹面 。背面ともに確認できる。折れ面のため、右側縁の剣離の詳細は不明である。

象J片 (20・ 21・ 22・ 23・ 24)20・ 22は原礫面を打面とする劉片である。20の腹面側には微細な

劉離痕が認められる。22は、腹面側に主要剣離面に後出する微細な劉離がみられる。21・ 23は折れ

が生じて主要劉離面の打面が残存しない。24は主要剣離面の打点が折損しており、背面側には不定

方向の劉離面が複数認められる。
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31出土 した石器

旧石器 (1:1)
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Ⅱ発掘調査の成果

盤状剥片 (25) 主要劉離面の打点が顕著に残る。原礫面は下辺に残るのみで、背面側にはみら
れない。このことから素材となった剣片は、原礫より2回 目以降に剣離されたものであることがわ
かる。背面側には打面調整と思われる3つの劉離面が認められることから、いわゅる瀬戸内技法に
よる第 2工程の範疇に含まれる盤状剣片と考えられる。典型的な瀬戸内技法による翼状劉片を取る
ためには、背面上部を打面として打撃を加えるものと思われるが、翼状剣片はとられていない。こ

の劉片の右側縁には主要劉離面に後出する 2カ所の剣離が認められる。連続して劉片が取られた痕

跡に乏しく、潜在的割れに近い。また、下辺に残る現礫面が右側縁に向かって続いていたようにも

みうけられる。以上の観察からこれらの剣離が、盤状剣片を剣離した際に生じた複雑な割れ面、も
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31出土した石器

しくは原礫面を除去するための剣離であったと考えたい。つまり、盤状剣片段階で施された調整劉

離ととらえ、当石器を瀬戸内技法第 2工程の盤状剖片と考える。もちろん、当資料も他の多くの石

器と同じく単独資料であり、先に述べたような資料としての限界はあるが、あくまで現段階でその

観察から推測される解釈であることを明示しておく。

豊中市内で盤状剣片の出土を見るのは今回が初例である。盤状剖片の最大幅は 6 cm前後を測り、

出土しているナイフ形石器の長さとも対応する。また、市内出上のナイフ形石器の最大長とも対応

するので、豊中市周辺で見られる一般的なナイフ形石器の規格が窺えよう。

盤状剣片石核や盤状劉片が出土することから、ただちに瀬戸内技法第 1工程が 蛍池西遺跡内で行
われていたとは証明し難いが、後期旧石器時代においては少なくとも当遺跡内で第 2工程以降の工

程が行なわれていたことは確実である。

Ⅱ-43表 石器観察表

No 調査区 出土地点 器種 重量 最大長 最大幅 最大厚 特徴

1 A-2 SD-2 石鏃 11 2 凹基

A-2 SD-3 3層 上面 石鏃 2 凹基

C-2 包含層 石鏃 欠損品 ⑭51) 3 凹基

4 E-2 密集土坑群内(土坑7付近) 石 鏃 4 凹基

5 C-3 第Ⅶ層直上 石鏃 久損品 (091) 3 凹基

6 D-8 第Ⅶ層直上 石鏃 欠損品 3 凹基

7 E-2
'可

ナ|ll 石鏃 107 24 4 平基

8 E-2 1可ナlIユ 石鏃 久損品 ? 3 平基 先端に微細剣離有り
9 E-2 第Ⅵ層上部 石鏃 欠損品 (073) 3 チヤー ト 凹基
C-3 地山直上 石鏃 125 3 四基

E-2 河川 2上面 石鏃 125 3 凹基

D-8 包含層 石 鏃 未計測 3 凹基 弥生大型化石鏃 ?
A-2 落ち込み2 上層 石鏃 欠損品 (227) 凸基

A-2 落ち込み2 上層 石鏃 3 凸基

C-3 第Ⅶ層直上 石鏃 久損品 (186) 凸基

E-2 包含層 石鏃未成品

D-lo 土坑 1 石核 2334 40 受熱破砕

C-2 耕作土 スクレイパー 2307 右側縁に刃部造出

E-2 溝 1 スクレイパー 1507 8 インバース調整で刃部造出

20 C-3 調査区付近の立会調査 劉片 (1602) 49 7 自然面打面

B-14 IA～ IB層上部 剣片 20 4 微細創離痕有り

E-2
'可

ナ|11 剣片 199 4 自然面打面、微細劉離痕有り

E-2 1可ケI11 剖片 104 5

24 E-2 包含層 削片 1471 9

A-4 密集土坑群内 盤状剣片 12138

※調査は調査次数を示す。

※最大長、最大幅、最大厚と

※重量はAND社の電子台秤を使用した。単位はg。

も、単位はmmo o内の数字は欠損の影響を受けている値。
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田自然科学分析の成果

l。蛍池西遺跡の古環境

パリノ・サーヴェイ株式会社

は じめに

蛍池西遺跡は、千里丘陵南西部の中位～低位段丘上に位置する。今回の発掘調査は、低位段丘の

調査で、弥生時代以降の遺構 。遺物が検出されている。検出された遺構のうち、土坑は粘土採掘坑
や墓坑とみられている。今回の分析調査では、旧流路ならびに基本土層を対象に、珪藻分析、花粉

分析、植物珪酸体分析を行い、古環境変遷を明らかにする。

(1)試 料

分析試料は、試料番号 1～ 19ま での19点である。このうち、試料番号 1～ 10は、D-6区河川 1
内の埋積物である。試料番号10が地山、試料番号 7～ 9が弥生時代後期中葉、試料番号 6が弥生時
代後期後半に相当する。試料呑号H～ 19は、A-2区の基本土層の堆積物である。分析試料採取層
位に関しては、Ⅲ-1・ 2図にまとめて記す。

(2)方 法

1.珪藻
試料を湿重で7g前後秤量し、過酸化水素水、塩酸処理、自然沈降法の州頁に物理化学処理を施して、

珪藻化石を濃集する。検鏡に適する濃度まで希釈した後、カバーガラス上に滴下し乾燥させる。乾

燥後、プリュウラックスで封入して、永久プレパラートを作製する。検鏡は、光学顕微鏡で油浸
600倍あるいはlooo倍で行い、メカニカルステージで任意の測線に沿って走査し、珪藻殻が半分以

上残存するものを対象に200個 体以上同定・計数する。種の同定は、K.Krammer and Lange―
Bcrtalot(1986・ 1988・ 1991a。 1991b)、 K.Krammer(1992)な どを用いる。
同定結果は、海水～汽水生種、淡水生種順に並べ、その中の各種類はアルファベット順に並べた

9黒色 (loY R 2/1)極 細粒砂 (古墳前期後半)
10黒色 (loY R 2/1)シ ル ト

試 料 採集層位  1,黒褐色 (10Y R 3/1)極 綱～細粒砂
12褐灰色 (loY R3 5/1)シ ルト～細粒砂 (弥生終末期後半)
14褐灰色 (7 5YR3 5/1)極細粒砂 (弥生終末期後半)

Ⅲ-1図  D-6区 河川 1分析試料採取層位

0                          1m

17灰黄褐色 (10Y R 5/2)砂 礫層 (弥生終末期前半)
20灰黄褐色 (10Y R 5/2)砂 礫層 (弥生後期後半)
22褐灰色 (10YR 4/1)シ ル ト～礫 (弥生中期末～後期初頭)
24褐灰色 (10YR 4/1)シ ル ト
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1蛍池西遺跡の古環境

�      「
7              1:!:i:17

一覧表で示す。なお、淡水生種

についてはさらに細かく生態区

分 し、塩分 ・水素 イオン濃度

(pH)・ 流水に対する適応能に
8 ■119        っぃても示す。また、環境指標9

土層 ,～ 4 基本上層第Ⅲ層   土層 8 基本土層第 V層
土層 5～ , 基本上層第Ⅳ層   土層 9 基本土層第 V層 または第Ⅵ層

種については、その内容を示す。
0             2m そして、産出個体数200イ団体以上

Ⅲ-2図 A-2区 基本層分析試料採取層位 の試料については、産出率 1%
以上の主要な種類について、主要珪藻化石の層位分布図を作成する。また、産出した化石が現地性

の化石か他の場所から運搬・堆積した異地性の化石かを判断する目安として、完形殻の出現率を求

め考察の際に考慮 した。堆積環境の解析にあたっては、海～汽水生種については小杉 (1988)、 水

生珪藻については安藤 (1990)、 陸生珪藻については伊藤・堀内 (1991)、 汚濁耐性については、

Asai.K.&,Watanabe,T。 (1995)の環境指標種を参考とする。
2.花粉
試料約10gに ついて、水酸化カリウムによる泥化、舗別、重液 (臭化亜鉛 :比重2.2)イこよる有
機物の分離、フッ化水素酸による鉱物質の除去、アセ トリシス処理の順に物理・化学的処理を施し、

花粉化石を濃集する。残港をグリセリンで封入してプレパラートを作製し、光学顕微鏡下でプレパ

ラー ト全面を操作し、出現する全ての種類について同定 。計数する。

結果は、木本花粉は木本花粉総数、草本花粉・シダ類胞子は総花粉・胞子数から不明花粉を除い

たものを基数とした百分率で出現率を算出し図示する。図表中で複数の種類をハイフォンで結んだ

ものは、種類間の区別が困難なものである。

3.植物珪酸体
湿重 5g前後の試料について、過酸化水素水・塩酸処理、超音波処理 (70W,250KHz,1分間)、
沈定法、重液分離法 (ポ リタングステン酸ナ トリウム,比重2.5)の順に物理・化学処理を行い、
植物珪酸体を分離・濃集する。これを検鏡 し易い濃度に希釈し、カバーガラス上に滴下・乾燥する。

乾燥後、プリュウラックスで封入しプレパラー トを作製する。400倍 の光学顕微鏡下で全面を走査

し、その間に出現するイネ科業部 (葉身と葉鞘)の葉部短細胞に由来した植物珪酸体 (以下、短細
胞珪酸体と呼ぶ)お よび葉身機動細胞に由来した植物珪酸体 (以下、機動細胞珪酸体と呼ぶ)を 、
近藤・佐瀬 (1986)の分類に基づいて同定・計数する。

結果は、検出された種類とその個数の一覧表で示す。また、検出された植物珪酸体の出現傾向か

ら古植生や稲作について検討するために、植物珪酸体組成図を作成した。各種類の出現率は、短細

胞珪酸体と機動細胞珪酸体の各珪酸体毎に、それぞれの総数を基数とする百分率で求めた。

(3)結 果

1.珪藻分析
結果をⅢ-1・ 2表 。Ⅲ-3図に示す。珪藻化石は、試料呑号 2のみで200イ団体以上産出する。
完形殻の出現率は、約15%である。産出種は淡水生種を主体とするが、海水生種～汽水生種も数個
体産出する。産出分類群数は、18属 38種である。以下、珪藻化石群集の特徴を述べる。

試料番号 2では、全体の約75%が止水性種であり、なかでもpH7.0以上のアルカリ性水域を最適
とする好アルカリ性種・真止水性種のスv′acοdc肋 ダ2nコ′2惚 が、全体の約50%を 占めている。Av′ .
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graコ vfaraは水深が

約1.5m以上ある湖
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Ⅲ 自然科学分析の成果

真 真
■流十
好水好流
流不止水
水定水不
性性性明
種種種種

―
l

さらに水質汚濁に 耐
対して広域適応性 喜
種 (Asai.K.&, 】
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Ⅲ-3図 主要珪藻化石群集

としても優勢に出 ※海水―汽水―淡水生種産出率・各種産出率・完全殻産出率は全体基数、淡水生種の生態

現する湖沼沼沢湿 境晃禁斎1彗合考雲写F薄謙、ま1締量鶏たちl、て転色と掟魅暫窪華奪出さ
地指標種群 (安藤 ,

1990)である。全体的には、少量の塩分であれば耐えられる貧塩不定性種、真+好アルカリ性種

が多産する。また、〇租beFFa c巾力協、彰冊と2 Vf4β などの、流水にも止水にも普通に見られる流

水不定性種が、低率ながら産出する。

試料番号 3では、89個 と化石の産出量は少ない。堆積環境を推定するためには十分なデータでは

ないが、群集組成の特徴を見てみると、少量の塩分にも耐えることのできない貧塩嫌塩性種で、

pH7.0付近の酸性水域を最適とする好酸性種であるEunο tt Pθ孤れh Var.IIBJuttataが 約300/0と 多産す

る。この種は、沼よりも浅く、水深が lm前後で、一面に水生植物が繁茂するような沼沢や更に

水深の浅い湿地に生育する沼沢湿地付着性種 (安藤,1990)である。

2.花粉分析
結果をⅢ-3表 。Ⅲ-4図に示す。流路、基本土層ともに保存状態は悪い。流路では比較的検
出個数が多いのに対し、基本土層では悪い。このような傾向は、財団法人大阪府埋蔵文化財セン

ターが調査した本遺跡の別地点 (パ リノ・サーヴェイ株式会社,未公表資料)と も類似する。

流路 花粉化石の検出個数が多いのは、試料番号 1～ 4・ 6・ 7・ 9で、他の試料では検出個
数が少ないど花粉化石群集は若子の増減はあるが、ほぼ類似する。木本花粉をみると、モミ属、

ツガ属、マツ属、スギ属などの針葉樹が比較的多く検出されるが、特にマツ属とスギ属の割合が

高い。また広葉樹では、コナラ亜属とアカガシ亜属が多く検出される。一方、草本花粉では、イ

ネ科の割合が高く、上位ほど増加する。そのほか、ヨモギ属 。キク亜科などが検出される。
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1.蛍池西遺跡の古環境

Ⅲ-3表 花粉分析結果
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Ⅲ-4図  主要花粉化石群集
※出現率は、木本花粉化石総数、草本花粉・シダ類胞子は総数より不明花粉を除く数を基数として百分率で算

出した。

基本土層 花粉化石が比較的多く検出されたのは試料番号 11・ 12のみで、他の試料からはほとん
ど検出されない。試料番号12では、木本花粉はアカガシ亜属、草本花粉はイネ科の出現率が高い。

試料番号11では、木本花粉はマツ属が、草本花粉はイネ科の出現率がそれぞれ高い。

3.植 物珪酸体分析
結果をⅢ-4表・Ⅲ-5図 に示す。以下に、各地点ごとの結果を記す。
流路 試料番号10では、タケ亜科やヨン属、ウンクサ族などがわずかに認められ、その中ではタ
ケ亜科の産出が日立つ。試料番号 9～ 5では、タケ亜科 (ク マザサ属やネザサ節を含む)の優占す

る組成が見られ、上位に向かうにつれて増加する傾向が見られる。そのほか、ヨシ属、ウシクサ族

(ス スキ属を含む)な どが認められるが、これらの種類は減少する傾向が見られる。なお、栽培植

物のイネ属もわずかに認められる。試料番号 4～ 1で も同様な種類が見られ、その中ではタケ亜科

が優占する。また、イネ属もわずかに認められる。

基本土層 試料番号19では検出個数が少なく、タケ亜科などがわずかに認められるに過ぎない。
試料番号 18～ Hではタケ亜科の産出が目立ち、ヨシ属、ウシクサ族 (コ ブナグサ属やススキ属を

含む)、 イチゴツナギ亜科なども認められる。また、試料番号 12と 試料番号Hでイネ属がわずかに

認められる。

(4)考察

基本土層は、全体的に化石の保存状態が悪く、特に珪藻化石や花粉化石はほとんど検出されない。

花粉化石は、好気的な状況下では風化に弱 く、分解 r消失すると考えられている (徳永・山内 ,

1976)。 また、植物珪酸体は、タケ亜科がほとんどを占める特徴的な組成を示す。植物珪酸体など

の珪酸質も、早い段階で風化を受け、粘土化や植物への再吸収などが起きると考えられている (近

ツ

ツ
ジ
科
］

ウ

コ
ギ
科
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Ⅲ-4表 植物珪酸体分析結果
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Ⅲ-5図  植物珪酸体組成
※出現率は、イネ科業部短細胞珪酸体、イネ科葉身機動細胞珪酸体の総数を基数として百分率で算出した。なお、00は 1%
未満の種類、十はイネ科業部短細胞珪酸体で200イ固未満、イネ科葉身機動細胞珪酸体で100個未満の試料で検出された種類を示
す。
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Ⅲ 自然科学分析の成果

藤,1988)。 植物珪酸体は、種類によって風化に対する安定性が異なるが、イネ科は比較的風化に

強いとされる (近藤,1988)。 その中でも特にタケ亜科は、生産量も多く風化に強いため (近藤 ,

1982:杉山・藤原,1986:近藤・佐瀬,1986な ど)、 集水域が広い沖積地などでは多産する傾向が
ある (辻本ほか,1996)。

基本土層は、低位段丘上の堆積物であることから、好気的な環境下であったことが推測される。

化石の保存が全体的に悪いのは、好気的で風化をうけゃすかったのが、原因の一つと考えられる。

基本土層でも、植物珪酸体と花粉化石は試料によっては比較的多く検出されている。植物珪酸保

の組成をみると、全体蜘にタケ亜科が多い。タケ亜科は開けた場所を好み、段丘上などに多く生育

することから、周辺植生の構成要素になっていたと考えられる。ただし、タケ亜科の多産は先にも

述べたように風化に強い種類であるためと思われる。主要な種類であったとは思われるが、植物珪

酸体組成でみられるように、他を圧倒 していたとは考えにくい。

下位では見られなかった花粉化石が検出されるようになるのは、試料番号 11・ 12である。この層

位では、イネ属の植物珪酸体が検出されるようになる。このことは、何らかの要因によって、堆積

環境が嫌気的環境へと変化し、稲作が行われるようになったことを示唆する。ただし、このような

変化が人為的に作られたのか、あるいは自然の営力によるものかは、現時点では不明である。花粉

化石の組成をみると、アカガシ亜属が多産する組成からマツ属が多産する組成へと変化する。この

変化は、約1,500年前を境にして起こる変化で、近畿地方で行われた花粉分析結果の中に、普遍的

に現れる傾向である (前田,1984な ど)。 この原因は、人為的な植生改変によるマツニ次林の増加
によるものと考えられている (前田,1984な ど)。

一方、流路でも、珪藻化石の検出は良くない。他の微化石が検出されていることから、珪藻化石

が取り込まれにくかったと考えるよりは、むしろ堆積後に何らかの原因で珪藻化石が溶解した可能

性が高い。唯一、珪藻化石が検出された試料番号 2では湖沼浮遊性種のAy力εο記肋 grarayFa惚 、湖沼
沼沢湿地指標種のAv′2cοsett attbを LIaが多産している。また低率だが、Ettο ttβ

"exvο
sa、 Eynο″β

pecttβ tt var.阿れば 、Compr2o/2ema ncJppれ ary阿 などの沼沢湿地付着性種が産出している。さらに、

試料番号 3では珪藻化石の産出数は少ないが、沼沢湿地付着性種のEvコοtt Pθ諭 所d var.,コJv力勉の

産出率が高い。このような組成から考えると、流路内の水域環境は基本的には湿地のような状態で

あったと考えられる。ただし、止水性種が多産することから、基本的には湿地だが、場所によって

は水深があるような環境、または止水域 (池沼など)か らの流れ込みを受ける環境下で堆積したと
考えられる。

また、試料採集地は河道跡とされることから、堆積当時は、何らかの理由で河川の流路の一部が

狭 くなり、流速が遅くなることで水が停滞し、湖沼や湿地のような環境になっていたと思われる。

また、流路変更により河道跡が三日月湖として残り、それが湿地化していた時期も存在した可能性

も考えられる。

本地域周辺では、古くから多くのため池が作られている。付近のため池の中には、谷奥の出口を

せき止めたものが多いことから、そのような施設が上流域にあった可能性もある。

花粉化石組成をみると、スギ属など針葉樹の害」合が比較的高い。弥生時代～古墳時代に相当する

の花粉分析結果は、大阪湾や沖積地で多く行われているが、いずれもカシ類が優勢で、マツ属が増

加傾向を示すような組成が得られている (古谷・田井,1993な ど)。 ただし、この時期の組成を細
かくみると、温帯針葉樹の花粉化石が微増する傾向が認められる (前田,1984な ど)。 これは、弥

生の小海退にともなう冷涼 。多雨化によって、丘陵や後背山地において温帯針葉樹林が増加したと
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1蛍池西遺跡の古環境

考えられている (那須,1989な ど)。 おそらく、今回の花粉化石群集は、段丘～丘陵地の植生を反

映し、これらの場所にモミ、ツガ、スギなどの温帯針葉樹が多く生育していたことを示唆するもの

と考えられる。また、イネ科やヨモギ属など草本類の花粉化石も多く検出されるが、これらは遺跡

周辺の植生を反映していると考えられる。おそらく、人間の生業が営まれていた遺跡周辺では、こ

れらの草本類から構成される開けた草地が広がつていたと考えられる。

植物珪酸体組成をみると、基本土層と傾向は似ていることから、同様な状況が考えられる。また、

流路内では、イネ属の植物珪酸体が検出される。イネ属の植物珪酸体は基本土層でも検出されるほ

か、基本土層ではソバ属の花粉化石も検出されている。このことから、当時の稲作やソバ栽培が示

唆される。流路の性格に関しては、ため池からの導水の可能性があることや、イネの植物珪酸体の

産出などからすれば、稲作にともなう水利施設との関連性が示唆される。
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Ш 自然科学分析の成果

2.蛍池西遺跡の土坑内容物について

パリノ・サーヴェイ株式会社

はじめに

蛍池西遺跡は、千里丘陵南西部の中位～低位段丘上に位置する。今回の発掘調査は、低位段丘の

調査で、弥生時代以降の遺構・遺物が検出されている。遺構のうち、土坑は粘土採掘坑や墓坑とみ

られている。

今回の分析調査では、これらの土坑に関して土壌理化学分析と脂質分析を実施し、遺構の内容物

に関する検討を行った。

(1)試料

分析試料は、各土坑から検出された22点である (Ⅲ -6図 ・Ⅲ-5表 )。 このうち、全点につい
て土壌理化学分析を行い、D-7区土坑 2お よびB-9区土坑 7の 2基から採取された7点につい
ては脂質分析を行った。試料の詳細は、土壌理化学分析結果とともにⅢ-5表に示す。

(2)方法

遺構内での内容物、特に遺体埋納の可能性を検討するために、全炭素 (腐植含量)、 リン酸、カ

ルシウム、マンガンおよび亜鉛の各項目の上壌理化学分析と、脂肪酸・ステロールの各項目の脂質

分析を行った。

リン酸は硝酸・過塩素酸分解―バナドモリブデン酸比色法、カルシウム、マンガン、亜鉛は過塩

素酸分解―原子吸光光度法、腐植はチューリン法でそれぞれ行った (土壌養分測定法委員会,1981)。

以下に各項目の分析方法を示す。

1.土壌化学分析
試料を風乾後、 軽く粉砕して2.0011mの節を通過させる (風乾細土試料)。 風乾細土試料の水分を
加熱減量法 (105℃、5時間)に より測定する。風乾細土試料2.00gを ケルダール分解フラスコに秤
量し、はじめに硝酸約5紹ゼを加えて加熱分解する。放冷後、過塩素酸約10綱ゼを加えて再び加熱分解

を行う。分解終了後、水で100解ゼに定容して、ろ過する。ろ液の一定量を試験管に採取し、リン酸

発色液を加えて、分光光度計によリリン酸 (Pp° 5)濃度を測定する。

別にろ液の一定量を試験管に採取し、干渉抑制剤を加えた後に、原子吸光光度計によリカルシウ

ム (caO)、 マンガン (MnO)、 亜鉛 (Zn)の濃度を測定する。これら測定値と加熟減量法で求め
た水分量から、乾土あたりのリン含量 (P2° 5 mg/g)、 カルシウム含量 (Caomg/g)、 マンガン含量

(MnOmg/g)お よび亜鉛 (znmg/kg)を 求める。

2.脂質分析
分析は、定法 (パ リノ・サーヴェイ株式会社 1995)に したがって行った。
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2.蛍池西遺跡の土坑内容物

(3)結果

1.土壌理化学分析
分析結果を、Ⅲ-5表に示す。各試料はいずれも重粘質であり、土性は童埴上がほとんどであ

る。

腐植含量は地山はいずれも0.3%前後と低 く、他の試料も 1°/。前後のものが多い。他と比較して

やや高い値を示す試料としては、試料番号 1・ 8。 10。 11・ 17・ 20'21があげられる。リン酸は、

0.5mg/g前 後のものがほとんどで、 l mg/gを越える試料はなく、ばらつきが小さい。カルシウムも

2 mg/g前 後に値が集中しており、ばらつきが小さいが、その中でも試料番号10がやや高い。マン

A-5区 土坑 1・ 2

1360m

13.'am

A-5区 土坑 7

B-9区 土坑 2

Ⅲ-6図 試料採取層位

D-6区 土坑 1

B-9区 土坑 3

B-9区 土坑 5
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中層

下層

Ⅲ-7図 D-6区 土坑 1の脂肪酸・ステロール組成
ガンは、0.2mg/g前 後の試料が多く、ばらつきも小さいが、その中でも試料番号10・ Hの ものがや

や高い。亜鉛は、他の項目に比べて値のばらつきが大きい。50mg/kg前 後のものが多いが、そのな

かでも試料番号16・ 19(いずれも地山)な どで高い傾向がある。

2.脂質分析
分析結果を、Ⅲ-7・ 8図 に示す。脂肪酸組成、ステロール組成ともに、試料番号 13～ 16

(B-9区土坑 7)と 試料番号20～22(D-6区土坑 1)で異なる。
D-6区土坑 1では、上層および下層でコレステロールの比率が高く、特に下層で79.87°/oと 高
率である。また脂肪酸組成では、各試料でC16～ 19が高い比率でみられ、下層では特にC20～ 24
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皿 自然科学分析の成果

Ⅲ-5表 蛍池西遺跡の上壌理化学分析結果

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

A-5土 坑 2 地山直上  Hc
A-5土 坑 1 上層   Hc
A-5土 坑 1 中層   Hc
A-5土 坑 l 地山直上  Hc
A-5土 坑 7 上層   HC
A-5土 坑 7 地山直上  Hc
B-9土 坑 3 中層   Hc
B-9土 抗 3 最下層   HC
B-9土 抗 2 アゼ 上層 Hc
B-9土 坑 2 アゼ 中層 HC
B-9土 坑 2 アゼ 下層 HC
B-9土 坑 7 上層   Hc
B-9土 抗 7 中層    Hc
B-9土 坑 7 地山直上  Hc
B-9土 坑 7 地山   Hc
B-9土 坑 5 中層   HC
B-9土 坑 5 下層   HC
B-9地 山サンプル   Hc
D-6土 抗 1 上層   Hc
D-6上 坑 1 中層   LiC～ HC
D-6土 坑 1 下層   LiC～ HC

5Y5/2 灰オリーブ     o84   046   245
25Y5/6責掲        o59    043   188
25Y2/1 黒           1 lo     o 62    2 76
5Y5/2 灰オリープ     o67   044   ■70
5Y5/2 灰オリーブ     o97    046   197
5Y5/2 灰オリーブ     o61    049   207
N17/Cl 黒           304     095    264
5Y5/2 灰オリーブ     o72    033   246
5Y2/1  黒           197     092    342
5Y3/1 オリーブ黒     161    083   294
5Y5ρ  灰オリーブ     ■24   046   217
5Y5/3 灰オリーブ     o75    045   243
5Y4/2  灰オリーブ       128      069     190
5Y6/3 オリーブ黄     o33    030   169
75Y6/1 灰             o37      028     299
5Y2/1  黒           176     067    251
5Y6/3 オリーブ黄     o26    066   223
10Y6/2 オリーブ灰     o25    040    215
75Y3/1 オリーブ黒     187    055   275
5Y6/2 灰オリーブ     165    052   256
5Y6/3 オリーブ黄     o89    042   196

020
010
023
024
024
014
015
008
115
076
010
024
031
012
013
017
015
023
035
039
026

5730
5450
3140
3430
4810
4850
8290
3260
5140
3830
3190
5710
2550

A

A
A

A
B
A
B
A
A
A

3000       B
5470       B
7290段丘堆積層
2630         A
8150     A
12220段 丘堆積層
4650 流入土層
4790      B
4410        A

注。 (1)土色 :マ ンセル表色系に準じた新版標準土色帖 (農林省農林水産技術会議監修,1967)に よる。
(2)土性 :土壌調査ハンドブック (ペ ドロジスト懇談会編,1984)の 野外土性による。
LiC・ …軽埴上 (粘±25～ 4579、 シルトo～ 45%、 砂10～ 55%)

HC・ ―重埴土 (粘±45～ 100%、 シルトo～ 55%、 砂0～ 55%)
(3)堆積状況  A―・段丘推積層を中′とヽとするブロックの再堆積

B,― 包含層を中心とするブロックの再堆積
不明―・ブロックの再堆積だが、A Bい ずれに該当するかわからないもの

の検出が目立つ。

B-9区 土坑 7では、コレステロールの比率は最高30.39%(下層)であり、採取層準による変
異や地山との差も顕著ではない。また脂肪酸組成では、地山試料ではほぼC16～ 19のみが検出さ

れるのに対 して、覆土試料では特に中層でC20～ 24の検出が日立つ。しかし、これはD-6区 土
坑 1下層などの組成とは異なるものであった。

(4)考察

今回行った項目の中で、遺体埋納を考えるのに最も有効なものはリン酸である。リン酸は、土

壊中での移動が少なく、また動物の遺体・尿尿などに多量に含まれることから、生活面の推定や

遺体埋納の検証などに用いられている (バーンズほか,1986な ど)。

土壌中に普通に含まれるリン酸含量、いわゆる天然賦存量については、いくつかの報告事例が

あるが (BOwen,1983;Bolt・ Bruggenwer,1980;川崎ほか,1991;天野ほか,1991)、 これらの

事例から推定される天然賦存量の上限は、約3.OP2° 5 mg/g程度である。また、人為的な影響 (化学

肥料の施用など)を受けた黒ボク上の既耕地では5.5P2° 5 mg/g(川崎ほか,1991)と いう報告例が

あり、当社におけるこれまでの分析調査事例では、骨片などの痕跡が認められる土壌で6.OP2°
5 1ng/

gを越える場合が多い。今回の結果をみると、上記の値と比較して全体的にリン酸の値が低い。

一方、遺体が埋納されていたとすれば、他の分析地点と値に差が生じ、値のばらつきが大きくな

るはずであるが、今回の結果を見る限りでは、ばらつきが小さい。骨の主成分であるリン酸やカ

ルシウムをはじめとする各成分の濃集は認められず、地下水などの影響でリン酸分が拡散 してし

まった可能性もある。リン酸の結果から遺伝埋納に関する情報を得ることは難しい。

今回は、動物遺体などに多く含まれる他の元素 (Ca、 Mn、 Zn)|こ関しても、際だつて多い値は

見られなかった。その中では、B-9区 土坑 2で他と比べてやや大きい値が得られている。ただ
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2.蛍池西遺跡の上坑内容物

し、上層にいくほど高くなっていることから、施肥など後代の影響による可能性もあり、遺体埋納

に起因しているかどうかは不明である。

一方、脂質分析では、D-6区土坑 1下層でコレステロールの比率が顕著に高い。動物種の判定
は今のところ出来ないが、ヒトを含む動物遺体がここに埋納されていた可能性がありそうである。

しかし、発掘調査所見からは、土坑埋土が包含層等の埋め戻しによる二次堆積である可能性が指摘

されている。そのため、遺構の埋積状態や遺体の埋葬方法を含め、今後の検討課題として残される。

【引用文献】
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農林水産省農林水産技術会議事務局編『土壌蓄積リンの再生循環利用技術の開発』,p.28-36.

ジナ・バーンズ,ルール・ブラント,サイモン・ケーナ,デイビット・ロリガー,西田史朗
(1986)日 本の上壊中での燐酸塩の挙動.考古学と自然科学,19,p.57‐68.
Bowen,H.J.M.(1983)『 環境無機化学 ―元素の循環と生化学―』。浅見輝男・茅野充男訳,297p"博友社
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Ш 自然科学分析の成果

3.蛍池西遺跡出土土器の胎土分析

パリノ・サーヴェイ株式会社

は じめに

大阪平野およびその周辺域の遺跡では、縄文土器から土師器に至る素焼きの上器が出上した場合、

その中にいわゆる「生駒西麓産の上器」とよばれる一群が設定されることが多い。これは、土器の

材質、いわゆる胎上の肉眼観察による特徴に基づく分類概念であり、土器そのものが移動したこと

を示す証拠として認識され、それを検証しようとした研究も数多く行われている。このような事情

から、大阪平野およびその周辺地域における土器については、生駒西麓との関係に限らず、その産

地と移動が研究課題とされることが多い。

今回の分析調査では、大阪平野北部に位置する蛍池西遺跡より出土した弥生土器および古墳時代

以降の上師器・須恵器について、胎上の特徴を捉え、胎土の種類構成や周辺地質との比較などから、

その産地や土器の移動状況に関する資料を作成することを目的とする。

(1)試料

分析試料は、弥生土器および古墳時代以降の土師器・須恵器計69点 と、比較対照試料として調査

区内より採取された、粘土試料 6点の合計75点である。各試料の試料名および器種などは、Ⅲ-6
～8表に示す。

(2)分析方法

現在、土器の胎土分析は、肉眼で特徴を観察する方法から、蛍光X線などの機器分析により元素
組成を把握する方法まで、様々な手法が用いられている。当社ではこれまでに、試料に含まれる細

砂径の重鉱物を取り出して、その組成を特徴とする重鉱物分析を最も多く行ってきた。重鉱物分析

は、結果の表示が簡単でかつ特徴を把握しやすく、ある程度定量的な比較のできるデータであるこ

とから、多数の試料を比較し、その傾向を見出すのに適した手法である。また、これまでに堺市小

阪遺跡出上の縄文土器や土師器等について重鉱物分析を行い、胎上の分類と周辺地質との関係など

について成果を得た。したがって、今回も重鉱物分析を用いる。ただし、重鉱物分析は、土器胎土

中に細砂粒径の重鉱物が多く含まれていなければ、統計上有意な結果を得ることができない。例え

ば、細砂径の重鉱物がほとんど含まれない須恵器や陶磁器は、この分析の試料として適さない。今

回の試料の胎土には粗粒な砂を含んでいるが、重鉱物が多いかどうかはわからない。また、試料と

した破片の中には小さなものもあり、処理後に充分な量の重鉱物を得られないという状況も予想さ

れた。そこで、それを補う手法として、薄片観察を用いることにした。薄片観察では、数値的なデ
ータは得られないが、重鉱物分析では捉えられない軽鉱物や岩石片の種類も調べることができる。

また、重鉱物分析のように、試料とした土器片の大きさにより、データが出せないということもな

▼ヽ。

以上のことから、本分析では、極小さな破片を除いた53点の試料について重鉱物分析を行い、薄

片観察は全点について行うことにした。重鉱物分析を行った試料は、Ⅲ-6・ 7表、Ⅲ-9表に示
す。各分析の方法を、以下に述べる。
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Ⅲ-6表 分析試料一覧 1
試料

No
調査区

図版

No 出
土遺構名 器種 時期 重鉱物

1 A-2 各ち込み 2上層 甕 古墳前期末 ○

2 A-2 答ち込み 2上層 甕 古墳前期末

3 A-2 各ち込み 2上層 甕 古墳前期末 ○

4 A-2 客ち込み 2下層 甕 古墳前期末 ○

5 A-2 49 毒 2 直口童 古墳前期末 ○

6 A-2 毒 2 器台 古墳前期末

7 A-2 毒2 鉢 古墳前期末 ○

8 A-2 毒2 高杯 古墳前期末 ○

9 A-2 毒2 高杯 古墳前期末

A-2 毒2 苛杯 古墳前期末

11 A-2 毒2 沐 縄文

A-2 落ち込み 2下層 卜型丸底壺 古墳前期末

A-2 b 落ち込み 1上層 葛杯 古墳前期末 ○

A-2 落ち込み 1下層 苛杯 古墳前期末 ○

15 A-2 d 落ち込み 1最下層 二重口縁壷 古墳前期末 ○

A-2 落ち込み 1上層 甕 (布留) 古墳前期末 ○

17 A-2 f 落ち込み 2上層 苛杯 古墳前期末 ○

A-2 h 落ち込み 2下層 杯一百可 古墳前期末 O

A-2 4◎ 落ち込み l下層 器台 古墳前期末

A-2 6◎ 落ち込み l下層 須恵器杯蓋 古墳後期前半

A-3 1◎ 土坑H 長胴甕 古墳後期末 ○

A-3 2◎ 土坑 4 頂恵器杯身 古墳後期後半

B-7 5◎ 土坑 l 須恵器甕 古墳後期 ○

B-8 8 土坑 2 二重口縁壷 古墳前期末

B-8 3◎ 土坑 2 奏 古墳前期末 ○

C-2 4 土坑 3 長胴甕 古墳後期末 ○

D-5 6 ヤ可チI l中層 1 士璽 弥生終末期 ○

D-5 11 1可チ1 1中層 1 餐 弥生終末期 ○

D-5 13 1可ナI l中層 1 甕 弥生終末期

D-5 i可ナI l中層 1 甕 弥生終末期 ○

D-5 17 1可ナI 1中層 1 甕 弥生終末期 ○

D-5 1可ナ 1中層 2 杯一画可 弥生終末期

D-5 河川 l中層 2 喜杯 弥生終末期 ○

D-5 河川 1中層 2 甕 弥生終末期 ○

D-5 河川 1中層 2 鉢 弥生終末期 ○

D-5 河川 1中層 2 鉢 弥生終末期

D-6 11 河チ 1上層 甕 古墳前期末

D-6 12 イ可ナ 1上層 甕 (布留) 古墳前期末 ○

D-6 1可ナ 1上層 甕 (布留) 古墳前期末 ○

D-6 1可ナ 1上層 高杯 古墳前期末 ○

D-6 1可ナ| 1中層 1 士堕 弥生終末期 ○

D-6 1可ナ| 1中層 1 甕 弥生終末期

D-6 1可チI 1中層 1 甕 (非在地系) 弥生終末期

D-6 1可ナI l中層 1 奏 (近江系) 弥生終末期 ○

3蛍池西遺跡出土土器の胎土分析

1.重鉱物分析
試料は、道量をアルミナ製乳

鉢を用いて粉砕、水を加え超音

波洗浄装置により分散、#250の

分析師により水洗、粒径 1/16Hm

以下の粒子を除去する。乾燥の

後、師別 し、得 られた1/4an―

1/811mの粒子をポリタングステン

酸ナ トリウム (比重約2.96に 調

整)に より重液分離、重鉱物の

プレパラートを作製した後、偏

光顕微鏡下にて同定した。鉱物

の同定粒数は、250イ固を目標 と

した。同定の際、不透明な粒に

ついては、斜め上方からの落射

光下で黒色金属光沢を呈するも

のを「不透明鉱物」とし、それ

以外の不透明粒および変質等で

同定の不可能な粒子は、「その

他」とした。

2.薄片観察
試料をダイアモンドカッター

で切断、正確に0.03 almの厚さに

研磨 し、薄片を作製する。薄片

は偏光顕微鏡により観察する。

なお、粘土試料については、合

成樹脂で固化 した後に切断 。研

磨して、薄片を作製した。

薄片を顕微鏡下で観察する

と、胎土中には砕屑片として鉱

物片・岩片が含まれている。ま

た、素地の主要構成物となる粘

土鉱物・砕屑片は高温で焼成さ

れているため、その一部に加熱

変化を生じていることが認めら

れる。本文では、胎土の砕屑片

の種類・量比を明らかにすると

ともに、鉱物の加熱変化状態か

ら焼成温度を推定した。
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試料

No
調査区
図版

No
出土遺構名 器種 時期 重鉱物

D-6 66 河川 1中層 1 高杯 弥生終末期 ○

D-6 河川 1中層 1 手焙形土器 弥生終末期

D-6 河川 1下層 1 甕 弥生終末期 ○

D-6 河川 1下層 1 甕 弥生終末期 ○

D-6 1可川 l下層 l 直口重 弥生終末期 ○

D-6 河川 1下目 1 〓亜 弥生終末期 ○

D-6 1可川 1下層 ユ 甕 弥生終末期 ○

D-6 河川 1下層 1 甕 弥生終末期

D-6 7◎ 河川 l中層 1 甕 弥生終末期 ○

D-6 8◎ 河川 1上層 甕 弥生終末期 ○

D-7 6 河川 1上層 小型丸底壷 古墳前～中期

D-7 8 河川 1上層 小型九底壷 古墳前～中期 ○

D-7 11 河川 l上層 甕 (布留) 古墳前～中期 ○

D-7 12 河川 1上層 奏 (布留) 古墳前～中期 ○

D-7 河川 l上層 高杯 古墳前～中期 ○

D-7 1可ザ 1上層 高杯 古墳前～中期 ○

D-7 河川 l上層 高杯 古墳前～中期

D-7 1可川 1中層 士
更 弥生終末期 ○

D-7 ヱ可川 1中層 一亜 弥生終末期 ○

D-7 1可川 1中層 士璽 弥生終末期 ○

D-7 1可川 1中層 鉢 弥生終末期 ○

D-7 1可川 1中層 鉢 弥生終末期 ○

D-7 1可川 l下層 一
亜 弥生終末期 ○

D-7 ユ可川 l下層 甕 弥生終末期 ○

D-7 ユ可川 1下層 甕 弥生終末期 ○

Ⅲ-7表 分析試料一覧 2

Ⅲ-8表 段丘堆積土 (第Ⅶ層)分析試料一覧

試料番号 調査区 遺構・層位 重鉱物 薄片

地山1 B-9 遺構面直下 A点

地山2 B-9 遺構面直下 B点 ○ ○

地山3 B-9 地山層別取上 か層 ○ ○

地山4 B-9 地山層別取上 く層 ○ ○

地山5 B-9 地山層別取上 け層 ○ ○

地山6 B-9 地山層別取上 お層 ○ ○

地山7 A-5 遺構面直下 Ⅱ点 ○ ○

地山8 A-5 遺構面直下 Ⅲ点

Ⅲ自然科学分析の成果

(3)結果

1.重鉱物分析
各試料の分析結果を、Ⅲ-9
表およびⅢ一H～ 12図 に示す。

分析試料のうち、処理後の重鉱

物粒数が100イ固未満のものにつ

いては、グラフ化せず、多く含

まれる傾向のある鉱物を呈示し

た。これらの試料も含め、分析

した53点 の試料のほとんどが、

角閃石、緑レン石および不透明

鉱物のいずれかを多く含む組成

である。また、これらの鉱物を、

ほとんどあるいは少量しか含ま

ない組成の試料も認められる。

これらの状況 を整理するため

に、ここでは類似する組成をま

とめて、胎土の分類を行った。

分類に際しては、対照試料であ

る粘土試料の重鉱物組成を a類

として、以下 h類 まで設定した。

以下に各分類の特徴について述

べる。

1)a類

粘土試料 6点 に代表される組

成である。角閃石が最 も多 く、

これに中～少量の緑レン石およ

び不透明鉱物が含まれる。緑レ

ン石と不透明鉱物の量比は、試

料によって幅があり、次に述べ

るb類 との区別が付けにくいも

のもある。また、角閃石の中に

は、高温酸化により酸化角閃石

となっているもの も認められ

る。ここで、酸化角閃石が角閃

石と同量あるいはやや多い組成

を特に a「 として区別する。さらに角閃石のほとんどが酸化角閃石となっており、少量の単斜輝石

を含む組成を aJと した。

a類の試料数は、今回の試料では下述するb類に次いで多く、53点 中10点がこれに分類される。ま
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3蛍池西遺跡出土土器の胎土分析

Ⅲ-9表 重鉱物分析結果

試
料
番

号

遺
物
番
号

カ
ン
ラ

ン

石

斜
方
輝

石

単
斜
輝

石

角
閃
石

酸
化
角

閃

石

角
閃
石

族

黒
雲
母

黒
雲
母

ぃン

ル

コ

ン

ザ

ク

ロ

石

緑
レ
ン
石

電
気
石

紅
柱
石

鋭
錐
石

不
透
明

鉱

物

そ
の
他

合

計

3

4

5

7

8

I)-6-7'

D6-8'
D7-8
D7-11
D-7-12

D-7-16

D718
D-7-37

D-7-39

D-7-40

D-7-54

D-7-58

D-7-70

D774
D-7-77

2

１

・

２

１

・

・

３

「

引

」
‐

引

引

引

判

引

却

「

引

劇

「

刊

引

割

引

刺

「

「

引

川

・

―

・

１

２
‐

2

1

１

一

１

一

一

一

‥

一

一

一

・

ｏ２

・

８

・

・

・

‥

ぉ

６３

‐３

８８

３３

３

・

８

‐０

８２

・

‐８

０８

６

５５

５４

・

‐４

８６

７６

２８

５２

６６

‐６５
‐

１
‐

・・

ｉ‐

四

‐０１

川

・

〓‥Ｉ

Ⅷ

呵

剤

引

３２‐

「

判

判

９０‐

劇

判

引

‐ｏ
ｌ

「

引

１４‐

調

捌

卿

引

詞

判

３５‐

捌

引

判

９７‐

め

５

２

１

１

９

３０

．

107

1

２

０６

１

２

８

・

・

・

・

２

４

・

＾

３

１
‐

‐１
‐

‐ｏ
‐

引

引

封

・

―

9

3

1

2

4

3

I

3

5

4

1

20

1

1

２２

１

　

・

1

3

1

1

1

2

3

４

引
引
５‐

ｉ‐
封
引
引
ｒｌ
＝
封
＝
＝
２‐
川
引
劉
＝
剣
引

・
―
―
引
封
引
＝
引
刹
「

・―
引
「
制

・
―
―
「
２‐

2

2

1

１

１

２

１

・

・

・

２

１

１

・

・

１

一

２‐

３
‐

１
‐

刊

「

刊

刊

到

l

5

3

23

2

２

７

‐３

・
‐８

４

４８

％

５７

・
９

‐８

２５

‐３

‐０

４３‐

６‐

３２‐

‐１‐

３。‐

５‐‐

１０‐

‐２‐

４７‐

７‐‐

５９‐

２０‐

１４‐

８‐

４‐

７‐

引

２５‐

引

６‐

引

３８‐

７。‐

１８‐

引

７‐

1

l

1

2

1

4

2

1

I

3

l

2

4

2

‖

1

1

８

　

・

７

２６

1

１

６

４

５

２９

９

５

‐５

８２

４

４‐

５

９

４
Ｌ
思
わ

ｉ
引
柵
朝

用

削

判

却

制

剛

判

判

Ч

引

引

引

咽

ｑ

『

劉

剌

５‐

２２‐

７７‐

‐５‐

引

‐１１

5

３

９６

３６

‐３

５６

０７

‐４

‐６

２０

４４

３５

４４

‐６

３０

２７

‐０

８０

３３

吼

嗣

「

判

２９‐

悧

引

Ч

６０‐

「

判

判

３２‐

嗣

判

Щ

３‐

３‐

劇

‐４‐

４２
‐

「

４

３‐

悧

翔

判

３７‐

詞

漸

劇

‐２‐

l

2

助
‐６５
箭
別
６２
‐５９
２５０
３
２５０
６７
‐‐６
‐９２
‐７９
２５０
‐８４
‐‐７
２５。
４‐
‐２２
２５０
２５０
７９
８７‐捌引判
２５０‐榊判剰痢潮判
‐４４‐掘割判�潮判
２５０‐卸割判
４９‐川判‐７２‐剤引判
３３‐郷割利
７７‐剖判
２４３‐地Ш2

地山3
地山4

地山5
地山6
地山7

９‐

６‐

８７

４２

３‐

２７

1

3

5

1

11

2

1

1

1

2

８

２７

‐８

６‐

６５

４

1

1

1

め

２５

２５

２５

２５

％

”

‐８

‐７

‐８

２‐

３
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Ⅲ 自然科学分析の成果

た、 at類 は 2点 、 a山類は

1′点認められる。

2)b類
a類 と同様に、角閃石と

緑レン石および不透明鉱物

を主体とするが、緑レン石

または不透明鉱物が角閑石

よりも多いか同量程度のも

のを、 b類 とした。今回の

試料の中では最も多い胎土

であり、53点 中17点がこれ

に分類される。

なお、同定粒数100個 未

満の試料についても、その

ほとんどで上記 3鉱物が多

いこと、および後述する薄

片観察の結果から、 a類 ま

たは b類に分類される可能

性が高いとして、 a_b類 と

いう分類名を付けた。今回

の試料では、 a_b類 は13

点ある。

3)c類
酸化角閃石が最 も多 く、

少量の黒雲母とザクロ石を

含む。試料 N‐o15の 1点のみ

である。

4)d類

角閃石、酸化角閃石およ

びジルコンを主体とする組

成であり、少量の緑レン石

と不透明鉱物を伴う。試料

No lの 1点のみである。

5)e類

角閃石と黒雲母を同量程

度多 く含み、少量の緑レン

石を伴 う。黒雲母は、全て

赤褐色を呈する。試料No31の 1点のみである。

6)f類
「その他」とした変質粒が非常に多く、それを除くと酸化角閃石が多く、角閃石とジルコンも含

彪場斜方輝石

磯 単斜輝石

匡室角閃石

震尋酸化角閃石

匡ヨ角閃石族

鯉錮黒雲母

囲 ジルコン

図 ザクロ石

囮 緑レン石

EI電気石
璧璽紅柱石

■■不透明鉱物

騒翻その他

古墳前期末

古墳前期末

古墳前期末

古墳前～中期

古墳前～中期

古墳前～中期

電 囲 ‐

目 圏 ‐

Ⅲ-11図 土器試料の重鉱物組成
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3蛍池西遺跡出土土器の胎土分析

試料 No 調査区
地山 2 B-9

地山 3 B-9

地山 4 B-9

地山 5 B-9

地山 6 B-9

地山 7 A-5

まれる。「その他」は不定形で凹凸のある表面で

あり、落射光下では赤褐色を呈する。このような

外見からは、酸化鉄分の多い粘上の塊のように見

える。本類は、試料No13の 1点のみである。

7)g類
斜方輝石および単斜輝石の両輝石が同量程度に

多く、他に少量の角閃石が含まれる。試料No62の

厖効斜方輝石 巡超単斜輝石匡蔓 角閃石   1点 のみである。
藍曇酸化角閃石匡囲 角閃石族霞翻 黒雲母 2.薄片観察
囲 ジルコン 区ヨザクロ石国団 緑レン石 a)土器試料
□ 電気石  匡ヨ紅柱石 ■■不透明鉱物

1)鉱物片
趨 その他

土器試料は、鉱物片として石英が全試料 (69試Ⅲ-12図 段丘堆積土 (第Ⅶ層)の重鉱物組成
料)に含まれ、次いでカリ長石・角閃石・斜長石

がそれぞれ65、 53、 および47試料に存在する。この他に存在する鉱物は、緑レン石・白雲母・黒

雲母 。ジルコン・不透明鉱物・単斜輝石で、カリ長石・雲母鉱物・角閃石など花商岩類に起源す

る鉱物を主とし、火山岩に起源する鉱物は少ない。

石英 :鉱物片としての石英は、少量ないし中量存在するものが大部分である。石英は他形粒状

を呈し、1,150℃以上の焼成温度と推定される2試料 (試料No22、 試料No20)の石英片には、高温焼

成を受けて生成したクラック (記載表中では高温クラックと略記した)の生成や、部分溶融など

の加熱変化が生じている。各試料に含まれる石英片の最大粒径を比較すると、2.40～ 0.3011mで その

差は大きく、試料により原土の品質に変化が見られるが、70試料の最大粒径の平均値は1.2611mと 粗

粒で、全体的には粗砂を交えた粘土を使用している。

カリ長石 :全69試料のうち、65試料には少量～微量存在し、主要な鉱物成分の一つとなってい

る。カリ長石は、一般には他形粒状を示す正長石またはパーサイトとして含まれ、ごく一部はマ

イクロクリン構造を示す。ほとんどの試料で、カリ長石は斜長石よりきわめて多 く含まれる。お

そらく、原上の多くは花商岩に起源することを反映していると考えられる。陶磁器中のカリ長石

は、約1,150℃ の加熱で溶化し、溶化ガラスを生成する。1,150℃以上の高温で焼成された試料中に

はカリ長石の残晶が認められることが多く、溶化状態で焼成温度が推定される場合がある。観察

試料では、試料No22で カリ長石の縁辺部および労開に沿って溶化している現象が観察され、試料

No20では大部分のカリ長石が完全に溶化しているが、一部に残晶が観察される。

各試料に含まれるカリ長石片の最大粒径は4.10～ 0.20Hmで、最大粒径の平均値は0.9911mを 示す。

カリ長石片は大型で、しばしば石央や斜長石の破片を伴い、花筒岩片とされる岩片も多くみられ、

大部分は花聞岩起源と思われる。

斜長石 :斜長石は、47試料に少量～微量存在し、破片状を呈する。最大粒径 1.10～ 0.0911m、 最大

粒径の平均値は0.3711alを 示し、石英やカリ長石と比較すると細粒である。斜長石は、曹長石～灰長

石を総称する鉱物の族名であるが、観察試料に含まれる斜長石の多くは曹長石質である。

斜長石のうち、曹長石は1,118℃ の加熟で溶化する。鏡下で観察する範囲では、曹長石の加熱変

化は単純ではなく、加熱温度の上昇に伴い、縁辺部非晶質化→褐色変色→針状ムライト晶出 (疎

～密)→中心部にムライトの二段晶出→全面的な針状ムライトの成長の順に進行している。
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皿 自然科学分析の成果

観察試料中の斜長石では試料No22に加熱変化が認められ、非晶質化と褐色化を生じているが、ム

ライトの生成は確認されていない。

角閃石 :54試料に微量～きわめて微量存在 し、一般には破片粒状を呈する。最大粒径0.55～ 0.05

11m、 最大粒径の平均値は0.17nlmを示し、淡緑色～緑色、または淡緑色～褐色の多色性を有する。角

閃石は約800℃ の加熱で酸化角閃石化が始まり、950℃ で強酸化の状態に変質していく現象を生じる

ことが、実験的に知られている。観察試料中の角閃石の多 くは弱酸化の状態で、強酸化の状態のも

のは少ないと判定される。

白雲母 :17試料に微量～きわめて微量で存在し、柱状を呈している。白雲母は多元的な起源を有

する鉱物で、花尚岩類の副成分鉱物、結晶片岩またはホルンフェルスの構成鉱物としても産するた

め、本鉱物の存在のみで原岩の推定は困難である。

黒雲母 :黒雲母はH試料に認められ、いずれも微量～きわめて微量含まれる。葉片状または長柱
状呈する。黒雲母は比較的風化作用の影響を受けやすい鉱物で、粘土中で加水雲母化したものが焼

成されたものとみられる。加水雲母化 した黒雲母は淡褐色に淡色化し、本来の多色性は弱 くなり、

焼成により労開面が遊離する傾向がみられる。

緑レン石 :34試料に微量～きわめて微量存在している。緑レン石は多元的な起源を有する鉱物で、

変成岩・変質岩の造岩鉱物、花尚岩類の副成分鉱物として産する。粘土中の微量含有鉱物として、

比較的普遍的に産出する。

ジルコン :2試料中にきわめて微量存在し、自形～半自形柱状を呈する。ジルコンは、花筒岩質
岩石に由来することが多い鉱物である。

2)岩片

砕屑岩片として最も多く検出される岩種はチャートで61試料に認められ、次いで砂岩 (46試料 )、

石英片岩 (25試料 )、 花商岩 (21試料 )、 頁岩 (20試料 )、 文象岩 (17試料 )、 疑灰岩 (14試料)が含
まれている。この他に、デイサイト (4試料 )、 泥岩・変質岩 (2試料 )、 シル ト岩 。スコリア・軽
石・火山ガラス・安山岩・珪長岩・白雲母片岩 (各 1試料)が存在 している。
チャー ト:チ ャ∵ 卜は、61試料に少量～微量存在する。大部分は亜角礫状岩片で、一部は亜円礫

状を呈している。最大統径は2.8～ 0.1041mを示し、平均最大粒径は1.01nlmで粗粒である。チャー トは、

一般に微晶質～細晶質石英の集合体で、微量のセリサイトを伴うものが多い。また、微品質チャー

トの一部は玉髄質で、放散虫化石痕を有するものがある。鏡下の組織は隠微晶質であるものが多い

が、一部は細晶質で珪化岩と類似 し、しばしばチャートと珪化岩の区別が困難な岩片が含まれる。

チヤート片が砕屑片として検出される現象は、原上の供給後背地にチャー ト層が発達する中一古生

界が分布していることを示唆する。

砂岩 :46試料に亜角礫状を呈して、微量含まれる。細粒の石英に富む砂岩の岩片で、最大粒径は

3.0～ 0.20nlln、 平均最大粒径は0.7841mを示す。砂岩の岩片の大部分は、中―古生層に由来していると

考えられる。

石英片岩 :石英片岩は、25試料に少量～微量存在する。大部分は亜角礫状岩片で、一部は角礫状

を呈 している。最大粒径は2.0～ 0.2011mを示し、平均最大粒径は0。73malで かなり粗粒である。石英片

岩は、一般に細晶質～中晶質石英の集合体で、著しく片理構造が発達し、一部は雲母鉱物を伴う。

石英片岩が砕屑片として検出される現象は、原土の供給後背地に広域変成帯が分布していることを

示唆する。

花南岩 :21試料に少量～微量の範囲で含まれるが、花商岩の造岩鉱物とみなされる石英・カリ長
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石は、大部分の試料に検出され、粘上の砕屑片の主要供給源となる岩種である。花筒岩片は、多く

の場合、石英・正長石で構成される酸性深成岩の岩片として産出し、一部は雲母鉱物を伴う。花筒

岩片は亜角礫状を呈し、最大粒径は2.10～ 0.6011m、 平均最大粒径は1.2 1 almと 粗粒である。岩片とし

ても鉱物片としても、斜長石は乏しく、カリ長石に富むことが特徴である。

文象岩 :17試料に検出される。本文で文象岩とした岩片は、ミルメカイ トで構成される岩片で、

グラノファイアーまたは文象斑岩とも呼ばれる。ミルメカイトは、アルカリ長石と虫食い状石英の

連晶で、微文象構造と呼ばれる独特の組織を有する。ミルメカイトは花商岩マグマが固結する際の

末期に形成され、文象岩と呼ばれる半深成岩の主要構成鉱物、あるいは花商岩の構成鉱物として産

出する。従って、ミルメカイトの存在のみで原岩を特定することはできないが、蛍池西遺跡出土土

器に含まれる特徴的な構成物の一つとして注目され、また、花商岩類に関係する岩片として特徴付

けられる。

凝灰岩 :15試料に微量～きわめて微量認められる。試料中の凝灰岩の最大粒径は1.10～ o,12alm、

平均最大粒径は0.4811mを示す。亜円礫状～亜角礫状を呈し、非晶質であるものが大部分であるが、

一部は珪長質鉱物鉱物に変質したものや、セリサイト化作用を受けたものがある。凝灰岩は、新第

三紀層に起源していると考えられる。

安山岩・軽石 :安山岩片は、 1試料 (試料No62)にのみ少量～微量含まれる。ガラス基流品質組
織を有する安山岩、多孔質安山岩等複数の安山岩類が認められる。同試料は、鉱物片にも特徴が認

められ、カリ長石を欠き、少量～微量の斜長石、微量の単斜輝石を含み、岩片として微量の軽石が

存在している。これらの鉱物片・岩片の組み合わせは、本遺跡出土の他試料とは異質で、製作地が

異なると判定される。

火山ガラス :火山ガラスは、 1試料 (試料No23)に微量含まれ、非晶質で棒状を呈する。火山抱
出物が粘土に混入したと考えられるが、他試料にはみられない。試料No23に は、他の試料に多く含

まれているカリ長石が砕屑物として検出されない。

スコリア :ス コリアも、 1試料 (試料No22)にのみ少量～微量含まれる。円礫状の黒色ガラス岩
で、泡状の孔隙を伴う。火山灰の一部として降下した火山弛出物が、粘土に混入したと考えられる

が、他試料中にはみられず、また本試料は推定焼成温度が1,150～ 1,200℃ と高いことから、他の試

料とは異質である。

3)基質の鉱物
基質 (粘上部)は粘土鉱物を主要粘土鉱物とし、少量～微量の石英細片 (0.02nlm以下)を伴い、
試料によっては少量～微量の酸化鉄 (赤鉄鉱)・ 酸化鉄結核を伴っている。

粘土鉱物 :粘土鉱物は、高温で加熟された試料では一部非晶質化しているが、観察試料の大部分

では主要粘土鉱物としてセリサイトが認められる。セリサイトは、鉱物学的には白雲母と同質の鉱

物であるが、陶磁器等の素地を構成する微細な鱗片状粘土鉱物に対して用いられている。セリサイ

トは可塑性が高く、陶磁器等では素地を構成する重要な粘土鉱物の一つである。高温焼成で加熟変

化を受け易 く、約900℃以上では非品質化することが知られている。今回の試料では、著しい加熟

変化を受けている試料は少なく、9oo℃以上の焼成温度とみなされるものは少ない。

酸化鉄・酸化鉄結核 :酸化鉄は、試料断面が赤味を帯びる試料に含まれ、30試料に少量～微量含

まれる。また、素地には酸化鉄が凝結 した酸化鉄結核が含まれるが、 6試料に比較的多く存在する。

粘土中の含水酸化鉄 (褐鉄鉱)は、実験的には320～ 350℃ の加熱で脱水し、赤鉄鉱に転移するため、
焼成物中では結核状および鉱染状を呈する赤鉄鉱として存在する。鉄分は比較的低温で素地を膠着
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Ⅲ 自然科学分析の成果

し、焼成温度を低下させる効果が高い物質の一つとされている。

4)推定焼成温度
一般に、粘土を高温焼成すると、その温度条件と化学組成に対応した鉱物が晶出したり (代表的

な鉱物はムライト)、 溶融・非晶質化などの現象がみられる。今回は、焼成温度の推定に次の現象

について検討し、指針として適用した。

1)素地を構成する主要粘土鉱物のセリサイトが、加熟変化 (非品質化)を受けていない試料の焼
成温度は、900℃ _と 推定される。

2)セ リサイトの一部は確実に加熱変化を受けているが、大部分が残存し、石英・長石類に加熱変

化がみられない試料の焼成温度は、900℃ 士と推定され、セリサイトの残存量が中間的な状態に達

した状態では、9oo℃十と推定される。

3)セ リサイトの大部分は加熟により非品質化しているが、石英・カリ長石・斜長石にあまり加熱

変化がみられない試料の焼成温度は、1,150℃ ―と推定される。ただし、斜長石が曹長石である場合

は次頂を適用し、さらに細分化する。

4)曹長石は1,H8℃ で溶化する。曹長石の加熱変化は単純ではなく、縁辺部非晶質化→褐色変色
→針状ムライト晶出 (疎～密)→中心部にムライトの二段晶出→全面的な針状ムライトの成長の順
で、途中段階では中心部に曹長石の残晶が認められる。この加熟変化の非晶質化～褐色変化の段階

は、1,120～ 1,150℃ に相当するものと考えられ、1,120～ 1,150℃ と表現する。ただし、今回の観察試

料中の斜長石は、曹長石よりもCaに 富む中性長石または曹灰長石に相当するため、曹長石より溶

融温度が高くなるため、本項は適用できない場合がある。

5)石英に高温クラックおよび部分的な溶融組織がみられ、カリ長石に軽微な溶融組織が認められ

るが、ムライ トは生成 していない試料の焼成温度は、カリ長石の溶化状況により、1,150℃ 士また

は1,150℃ +と 推定される。

6)カ リ長石が完全に近く溶化し、曹長石が非晶質化して周辺が褐色に変色している状態はムライ

ト化の初期段階とみなされ、焼成温度は1,500～ 1,200℃ と推定される。

7)ム ライ トの生成が確認される試料の焼成温度は、1,200℃ 士と推定される。この状態では、カ

リ長石は完全溶融していることが多い。

8)針状ムライ トが密に生成されている試料は、1,250℃ 十の焼成温度と推定される。7)と 8)の 中間

は、1,200～ 1,250℃ と推定される。

以上の判定基準に基づけば、今回の試料は900℃ ―と推定される試料が圧倒的に多 く (54試料 )、

900℃ 士および9oo℃ +と 推定される試料がそれぞれ 7点ずつ、そして、1,150℃ ～1,200℃ と推定さ
れる試料が 1′点 (試料No22)、 1,200℃ ±と推定される試料が 1′点 (試料No20)である。
b)粘土試料
1)鉱物片

粘土試料は、鉱物片として、石英・カリ長石・角閃石が全試料 (6試料)に含まれ、次いで斜長
石・緑レン石がそれぞれ 4試料、および 3試料に存在する。この他に存在する鉱物は、黒雲母・白
雲母で、本遺跡出土土器と同様の組み合わせの鉱物片が検出され、その量比も類似している。ただ

し、 6試料のうち、地山2と 地山 7は きわめて粘土に富む試料で、砕屑物の含有は少ない。
石英 :石英は全試料に含まれる。鉱物片としての石央は、少量存在するものが大部分で、地山 2

と地山 7では量比は少ない。石央は他形粒状を呈 し、各試料の最大粒径は2.20～ 0,2511nl、 平均最大
粒径は1.02mmと 粗粒で、本追跡出土土器の平均最大粒径 1,26nlm(69試 料の平均値)に近い値を示す。
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3蛍池西遺跡出土土器の胎上分析

カリ長石 :カ リ長石は、全試料に少量～微量存在する。正長石とパーサイトを主体とし、一部に

マイクロクリン構造が認められる。各試料の最大粒径は1.50～ 0,3011m、 平均最大粒径は0。 7411mで、

本遺跡出土土器の平均最大粒径0.9941m(69試料の平均値)よ りやや細粒である。粘土試料中のカリ
長石も、その産状から花尚岩に起源していると判定される。

角閃石 :全試料に微量含まれ、破片粒状の形状で緑色～淡緑色の多色性を有している。粘土試料
中の平均最大粒径は0.20nlmで 、本遺跡出土土器中の角閃石のO.17111mと類似 した値を示す。

2)岩片

粘土試料中の岩片は比較的種類が少なく、砂岩 (4試料 )、 チャー ト・凝灰岩 (各 3試料)の他
には、頁岩 。泥岩 。デイサイト・文象岩・石英片岩が各 1試料に検出されるにすぎない。これらの

岩種の岩片は、いずれも本遺跡出土土器中の砕屑岩片として検出されている。土器の胎土中には花

尚岩の岩片が比較的多く (21試料)含まれていたが、粘土試料中では検出されない。しかし、カリ
長石・石英など主要な鉱物片が花筒岩源とみなされる産状を有することから、粘土試料においても、

花尚岩の影響はきわめて濃 く反映されていると考えられる。

3)粘土鉱物

顕微鏡下の観察では、粘土試料の中の粘土鉱物はセリサイトを主要粘土鉱物としているが、各試

料ともに他の粘土鉱物を共存している。各試料に共通する特徴はカオリンを伴うことで、地山 2で
は中量、地山4は中量～少量、地山 3、 地山 7に は少量、地山 6に は少量～微量のカオリンが認め
られる。また、地山 5、 地山 7にはスメクタイトが認められ、いずれも少量含有されている。した

がつて、地山 7はセリサイトを主要粘土鉱物とし、少量のカオリンとスメクタイトを伴っているこ

とになる。なお、カオリンの一部は含鉄質で、水酸化鉄に汚染され、褐色に着色している。

(4)考 察

今回の重鉱物分析では、 a～ g類までの 7種類を分けることができたが、 a類とb類およびそれ
に類する aiや aW類、そして a_b類まで入れれば、53点の試料中実に48点 までが a類またはb類に
属することになる。一方、薄片観察では、ほとんどの試料で類似 した特徴が捉えられている。その

特徴は、 1)花筒岩源と考えられる石英・カリ長石・斜長石・角閃石・黒雲母鉱物が検出される、
2)花尚岩一文象岩など酸性深成岩起源の岩片、中―古生層に由来するチャート・砂岩、新第三系
と考えられる凝灰岩・泥岩、および広域変成帯に由来する片岩類の 4種類が認められる、3)大部
分は900° c前後で焼成されている、の 3点である。そして、これらの特徴からはずれる試料は、ス
コリアを含み焼成温度が高い試料No22、 火山ガラスを含みカリ長石を含まない試料No23、 焼成温度

が1,200℃十と非常に高い試料No20、 そしてカリ長石を含まずに両輝石を含みさらに安山岩と軽石を

含む試料No62の 、計 4点のみである。これらのうち、試料No22・ 23・ 20は いずれも須恵器であり、
試料No22と h20は重鉱物分析は行っていない。試料番号 5については a類に分類したが、上述の薄
片観察結果から、胎土が他の試料とは区別される可能性がある。また、試料No62は、重鉱物分析で

は g類に分類されている。以上のことから、今回の土器試料69点 を胎土から分類するならば、 a類
またはb類に入る大グループと、それに属さない試料No22・ 23・ 20お よび c～ g類にそれぞれ分類
される試料 5点の計 8点のグループとに分けることができる。

前者の大グループの胎土は、重鉱物組成および薄片の特徴が地山の粘土と類似することと大グル

ープを形成していること (69点 の試料の約 9割 )自体が、いわゆる在地の土器であることを示唆す
る。重鉱物組成および薄片観察により捉えられる鉱物片や岩石片の種類と組合せは、ほぼ豊中市周

292



Ⅲ 自然科学分析の成果

辺いわゆる北摂地域の地質学的背景と調和的である。すなわち、上述の薄片の特徴の 1)お よび 2))
で述べた酸性深成岩は、北摂地域に点在する白亜紀～古第三紀の花こう閃緑岩を主とする貫入岩体

が考えられ、チャー トや砂岩が由来する中～古生層は、近畿地方北部に広 く分布する丹波帯が考え

られる。また、箕面市付近の丘陵には、新第三系の点在も認められる。ただし、現時点では片岩類

の起源となった広域変成帯の分布については、適当な地質が北摂地域周辺では認められない。片岩

類の認識も含めて、今後の課題としたい。

さて、上述のように a類 とb類の胎上の上器は、豊中市周辺で製作された可能性が非常に高いと
いえるが、 a類 とb類 との違いは、豊中市周辺域内での局地的な粘土や砂の採取地の違いを反映し
ていると考えられる。また、試料No20の須恵器も、材料の採取地は豊中市周辺であり、土師器とは

製作技法や製作者 (集団)が異なっていたのであろう。同様に c類からf類 までの胎土も、基本的
には上述の北摂地域の地質学的背景と大きく異なることはないから、北摂地域内で製作されたこと

を示唆する。

ここで、問題となるのが、 g類の胎土である。重鉱物組成および薄片の特徴から、両輝石安山岩
質の火山噴出物の分布地域が考えられる。しかも、重鉱物分析で認められた両輝石の鉱物片は、非

常に新鮮であることから、第四紀の火山噴出物由来である可能性が高い。このような地質学的背景

を有する地域は、北摂地域はもちろんのこと近畿地方には認められない。現時点では、その地域を

特定することはできないが、試料No62は、少なくとも近畿地方以外の地域から搬入された土器であ

る可能性が大きい。この上器の時代時期・考古学的特徴等を含め、その搬入地域について検討した

いところである。なお、試料No22や試料No23の須恵器についても、北摂地域外からの搬入が考えら

れるが、近畿地方以外とする胎上の特徴は現時点ではみられない。

北摂地域における弥生土器や土師器・須恵器の胎土分析は、当社においては今回が初めての事例

であるが、本遺跡で得られた結果はいわゆる在地 (現時点でその範囲を具体的には述べられないが)

の上器の割合が非常に高いことを示すものであった。そして、その中には近畿地方外からの搬入品

が含まれる可能性も指摘することができた。今後、北摂地域において継続的に分析調査夕Jを重ね、

また土器試料の考古学的特徴を含めて解析することができれば、弥生時代以降の土器の製作・移動

に関して、さらに多くの情報を得ることができるものと期待される。

【参考文献】
日本の地質「近畿地方」編集委員会編 (1987)日 本の地質6「近畿地方」,共立出版株式会社
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Ⅳ まとめ

1.蛍池西遺跡出土の旧石器

(1)盤 状 象J片 につ い て

今回の調査では、旧石器時代の遺物として

盤状剣片や石核などが出上している。このう

ち、盤状象J片 については第 2次調査の盤状剣

片石核 とあわせて、サヌカイトの搬入段階に

かかる論点とされているので、この問題から

考えることにする。

石器の素材 となるサヌカイ ト搬出のあり方

は、当該期の社会関係を考えるうえで極めて

重要な手がかりとされ、この問題について山

口卓也氏 (12)は 郡家今城遺跡における遺物を

検討しつつ、「国府型ナイフ形石器や典型的翼

状剣片は、多 くが遺跡内で製作されたもので

なく、別の地点で製作された後に郡家今城遺

跡に持ち込まれたものと考えられよう。石器

石材が遠方の原石産地から供給されるだけで

なく、石器製作の前半工程の大半を遺跡外で

前もって展開していることになる。」として石

核段階の搬入については一定の可能性を認め

るものの、製品段階での搬出を前提として考

えた。これに対 して、松藤和人氏は郡家今城

遺跡 (A地点)の翼状象J片石核と盤状剣片の

接合例や蛍池西遺跡第 2次調査の盤状劉片石

核の例をあげて、原石産地周辺の遺跡におけ

る盤状剣片石核の出土数が乏しいことをあわ

せて、「盤状剣片石核レベルでの搬出によって

解釈することも理論的には可能である。」(3)と

して消費地において原石または石核レベルで

の搬入も想定してお り、この問題には今なお

統一された見解は見られない。

以上の論点をふまえ、改めて当遺跡出土の

盤状剣片と盤状剣片石核の存在を考えると、

当遺跡の場合石核レベルで石材が搬入された

ことは確実であり、また盤状剣片石核が残核

となる可能性を持っていることは、当遺跡に

おいて少なくとも第 2工程以降の作業が行わ
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1蛍池西遺跡出上の旧石器

れた傍証になり、松藤氏の考えに即 した状況が想定

できることになる。ただし、原石供給の起点となる

三上山から当遺跡までの直線距離は37kmで、郡家今

城遺跡とほぼ同等の位置にあり、盤状象」片や盤状劉

片石核の搬入がこのような距離関係にある遺跡に限

つて行われた可能性が残されている。また、石材加

工に関する遺構または遺物例はなく、原石レベルに

おける加工の問題についても今後の資料の蓄積が必

要とされよう。

(2)製作地について
'つ いで、周辺の調査成果をあわせて、旧石器時代

における当遺跡の位置付けについて考えたい。

これまで当遺跡では、ナイフ形石器から石核にい

たる遺物が出土してお り、当該地域一帯が旧石器時

代における人々の活動の場であったことはまず間違

いないものと判断できる。ただ、調査では遺構とさ

れる礫群などは検出されず、また遺物についても出

土状況から二次的な堆積が指摘されるなど、遺跡の

状況を考える手がかりは出土遺物だけに限られる。

出土遺物の内容をみると今回の盤状剣片や第 2次調査の盤状剣片石核、それに2点以上の国府型

ナイフ形石器・石核・ピエスエスキェなどがある。

Ⅳ-1表 市内旧石器出土遺跡一覧

2図 市内旧石器分布状況

量跡 名 JttlNf直 直物 内容 1 材 重餌 の立 地 文献 その他

蛍池北遺跡 第H次調査区 毯含層 ナイフ形石器 ナヌカイト キ兼山丘陵から派生する低位
費丘上に立地する集落遺跡 未報告

蛍池北遣跡 第12次調査区 包含層上面 ナイフ形石器 ナヌカイト 守兼山丘陵から派生する低位
究丘上に立地する集落遺跡

蛍池北遺跡(宮の前遺跡)第 12次発掘調査報告
筆J1995 蛍池北遺跡調査回'豊中市教育委員会

蛍池西遺跡
=2次
調査区 河川跡城下層 ナイフ形石器.絡状剥十石核 サヌカイト 未報告

寅池 酉遠跡 幕3次調査区 耕作土 (床土 ) ナイフ形石器 サヌカイ 蛍ケ池酉遠跡J 1988 豊中市教育委員会

蛍池西遣跡 第10次調査 第12層 中 劉片H点
チ

片
・
日
田

点

結

卜
点

イ

ー

カ
ト
点

ヌ

一
１

サ

ヤ
岩

蛍池西遺跡 (1)文献 (5)

蛍池西遺跡 第12次調査 第12層 中

ナイフ形石器3.小型ナ
イフ形石器2 台形石器
の可能性がある劉片 板
伏劉片石核その他計19点

疑灰岩 蛍池西遺跡 (2～ 4)文献 (6)

蛍池南地区 Eト レンチ 奉 1～ 3層 剥片 2点 サヌカイ ト 帝れ 揖 脈 首 す の 開締 谷 当池南地区 1～ 3 文献 (6)
蜜 池雨 地 区 トレンチ 第 1～ 3層 劇片 ツ点 サヌカイト 蛍池遺跡南方の開析谷 致池 爾 地 区 土～ 3 文献 (6)
蛍池 南 地 区 しトレンチ 乖 ユ～ 2層 剥片 2点 詣 rEll情絲 南 す の FT蹄谷 芸池 南 地 区 1～ 3 文 献 (6)
蛍池南地区 Mト レンチ 鶏 1～ 2層 」片 1点 蛍池遺跡南方の開析谷 蛍池 南 地 区 1～ 3 文 献 (6,
蛍 池南 地 区 トレンチ 第4面浸食痕 片 3点 重池遺跡南方 の開析谷 蛍池 南 地 区 1～ 3 文献 (6)

蛍池遺跡 14Aト レンチ 3面  3面鋤溝劉片 2点 サヌカイト・チャート 当遺跡東方低位段丘上
に立地する集落遺跡

蛍池遺跡 (3 4)文献 (6)

蛍池遺跡 Ⅱ区 3層 ヨ府型ナイフ形石器サヌカイト こ|§峰ど室乏拿と隠 嘉
財団法人 大阪文化財調査研究センター

箕輪遺跡 第 1次調査区 ナイフ形石器 サヌカイ ト 寺兼山丘陵南西の沖積
也に立地する集落遺跡 未報告

柴原遺跡 落1次調査区 第 6層 ナイフ形石器 サヌカイト 待兼山丘陵南東の低位段
丘上に立地する集落遺跡

柴原遺跡発掘調査概要報告」
騒調査概要 1984年度J1985

と中市埋蔵文化財発
ユ中市教育委員会

大塚 古墳 有 1次詞合区 各掃 抗 型ナイフ形石器 サヌカイ ト 豊中台拗 卜に了mする古婿 摂津豊中 大塚古増J1987 豊中市教育委員会
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Ⅳ まとめ

ここで問題となるのは、盤状劉片や盤状剣片石核の存在である。これまで北摂で石核が出上して

いる遺跡としては高槻市郡家今城遺跡・同市津之江南遺跡・箕面市栗生間谷遺跡 (4)が特に知られ

ている。この他多くの遺跡でナイフ形石器や剣片が出土しているが、断片的な場合が多く明確なユ

ニットや盤状剣片・石核が出土する遺跡は現状では極めて限られている。なお松藤氏は、遺跡にみ

られるこのような格差が、調査の進展度合いによるものか、はたまた本来的な相違に基づくのか明

確にはできないが、少なくとも瀬戸内技法第 1工程から第 3工程にかかる遺物が揃う遺跡について

は、製作地としての位置付けが可能とされている。今回、翼状剣片出土地点の周辺からは翼状剣片

石核は出土していないが、出土した盤状剣片などを他の出土遺物とあわせると、当遺跡またはその

周辺においても石器製作が行われたことが想定できる。

製作地の位置については、A-2区 の盤状象」片が密集土坑群内から単品で出土しており、また盤
状剣片石核はチイフ形石器とともに河川の底に付き刺さるようにして出土したとされており、いず

れも原位置を保っていた可能性は低いことから明確にしにくい。また、これら石核が複数の製作地

跡で別々に使用されたのか、または同じ製作地で使用されたものか、判然としない部分を残すもの

の、A-2区 と第 2次調査区は約300mほ ど離れており、遺跡中北部の一帯の複数箇所に製作地が
存在した可能性は幾分想定できるかもしれない。また、これらの製作地とは別に蛍池西遺跡 (その

1)調査区 (5).蛍池西遺跡 (2～ 4)(6)。 蛍池南地区 (1～ 3)(7)の 成果から遺跡南東の丘陵上
にも製作地を想定できる可能性が示唆されており (4)、 当遺跡とその周辺に少なくとも2つ以上の

製作地が存在する可能性を想定すことは許されよう。このように、旧石器時代の製作地が周辺に存

在する可能性が想定できる遺跡は、今のところ豊中市内では当遺跡および蛍池遺跡の一帯に限られ、

旧石器時代の豊中を考えるうえで当遺跡が極めて重要な意味を持つ遺跡となることは間違いなかろ

う。

【参考・引用文献】
(1)山 口卓也「旧石器時代集落の周辺 1-郡家今城遺跡の集落環境―」酢岡千善教先生華甲記念考古學論集』
網千善教先生華甲記念会 1988

(2)山 口卓也「旧石器時代における『移動』について」『ヒストリア』第101号  大阪歴史学会 1983
(3)松藤和人「旧石器時代の石材移動をめぐって一国府文化期のサヌカイトをめぐって一」
『同志社大学考古学シリーズⅡ考古学と移住・移動』同志社大学考古学シリーズ刊行会 1985

「第二章 文明の揺盗と農耕のはじまり 第一節 土器以前の文化J『大阪府史』第 1巻 大阪府 1978
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2.弥生時代後期～古墳時代中期の様相

(1)集落の所在
この時期の遺構は、古墳時代後期末以降の密集土坑群により相

当の数が破壊されていると考えられるが、一部の調査区では土

坑・溝・井戸などと共に河川跡が検出されている。このうち、集

落の一部となる遺構はA-1区 の竪穴住居とA-6区 の柱穴群に

限られる。ただ、これらの遺構の時期は、包含層などから出土し

た遺物や遺構の特徴から、古墳時代の時期幅に想定しただけにと

どまる。土坑・溝・井戸などの遺構は各時期にわたつて散発的に

作られているが、これらは河川の周囲に散浸と分布しており、そ

の河川との関わりをもって作られた遺構と言える。よって、当調

査区において集落本体に関わる遺構はほとんどないと言える。し

かし、今回の調査では河川から当該期の上器が多量に出土してい

ることは、周辺に存在する集落の実態を検討する上で軽視できな

い。ここでは、河川出土遺物の状況を検討しつつ、当遺跡の弥生

～古墳時代にかけての集落の動向を想定していきたい。

a。 河川お よび遺構か らみた集落の位置

当調査区では、 D-5～ 7区 (河 川 1)。 E-1区 (河 川
2)。 E-2区 (河川 1)に かけて南へ流れる河川とA-2区 の

埋没谷から派生しB-2区 から西方へ流れる河川、C-1・ 2区
のイ可川、D-10区・E-2区 (河川 2)・ 第14次調査区付近を蛇

行する河川のほか、B-8区 ・D-2・ 3区などで河川を確認し
ている。このうち、C-1・ 2区の河川とD-5～ 7・ E-1・
2区の河川、D-10区・E-2区 ・第14次調査区の河川は流路の

方向から一連のものとなる可能性が考えられる。また、A-2

区・B-2区 の河川とD-4・ 5区 も同様に一連のものになる可

能性があり、これらは同時期の河川であることから、D-2・ 3

区とE-1区 北端部の付近で合流する可能性が考えられる。
一方、これらの河川から出土する遺物の量を概観すると、遺物

が集中的に出土するのはD-5～ 7・ E-1・ 2区一帯、A-2

区、第14次調査区付近の 3カ 所となる。このように土器がまとま

って出土する場合は、その付近には集落が存在する可能性が考え

られることから、当調査区の周辺には 2～ 3カ 所程度の集落が分

散して存在した可能性がある。以下、それぞれの集落の位置等に

ついて周辺の調査成果などをふまえつつ検討する。

D-5～ 7・ E区付近 D-5～ 7・ E区付近は南北約80mに
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Ⅳ まとめ

わたる広い範囲で河川の両岸に多量の土器が出上していることから、この付近に集落の中心部があ

った可能性が考えられる。しかし、当該区ではこのような集落が存在を示唆する遺構はE-1区 の

土坑 1・ 溝 1・ 土坑 2、 E-2区 の土坑 1～ 5な どに限られる。このため、集落の位置の当調査区
の成果だけで特定することは困難であるが、E-2区 南部西方に位置する第 1次調査では、調査区

北方に弥生時代終末期の集落の存在を示唆している (1)こ とからも、当該区西方一帯に集落が存在

した可能性は高いものと考えられる。

当該区河川から出土した遺物の時期をみると、北端部となるD-5区 の最下層から第Ⅳ様式末の

遺物が極少量出土した1手かは、後期後半～終末期の土器で占められる。一方、D-6区 以南では上

層に古墳時代中期の遺物が次第に増加する傾向がみられる。また、検出した遺構も、弥生時代終末

期のもの (E-1区土坑 1・ 溝 1・ 土坑 2、 E-2区 土坑 1・ 2な ど)が E-1区 南部からE-2

区北部に偏るのに対し、古墳時代中期の遺構はE-2区 南部へと広がる傾向にある。さらに、第14

次調査区河川 1の出土遺物をみると古墳時代中期の遺物が弥生時代終末期の遺物の出土量を大きく

上まわっている。このように、当該区一帯は弥生時代終末期前後を中心とするが、北部では弥生時

代中期末のものが、南部では古墳時代中期のものが偏る傾向が指摘できる。これら遺構・遺物の傾

向から集落の位置を想定すると、集落は弥生時代中期末前後の時期にE-1区 南部付近を中心に出

現し、以後弥生時代後期から終末期にかけてその範囲を拡大しつつ、古墳時代中期頃にはその位置

はやや南へと移動することが言えそうである。よって、第14次調査区河川出土の遺物も、こうした

同一集落に伴うものと言える。このような動向は第 1次調査区の調査所見とも大まかで符合してい

ていることから、ある程度妥当と考えられる。

A-2区 付近 A-2区 付近ではA-2区 溝 2(埋没谷に伴う遺構)か ら古墳時代中期中頃の遺

物が出土したが、このほか多量の上器が投棄された河川などは検出していない。このため、D-5
～ 7・ E区付近のように集落の位置をある程度明確に把握することは困難である。ただ、A-2区

は埋没した開析谷上に位置することをふまえるならば、当該区の南に未知の集落が存在する可能性

は十分にある。また、A-2区 溝 2と前後するB-8区 の上坑 2・ 3や、時期は明確ではないもの

のA-6区 の柱穴群の一部を同じ集落の一部に含むものとした場合、一定の範囲が想定できる。こ

の場合、B-8区 の土坑 2・ 3は河川に伴う遺構で、河川西岸に集落が展開する可能性は考えにく

く、また柱穴群については、A-6区 の周辺となるB-9～ 12区およびA-7区 北部ではみられな
いことから、A-6区 付近が集落の南西端となり、A-2区 からA-6区 東方の南北約110mを 範

囲とする微高地に集落が展開した可能性が考えられる。

なお、同集落の時期は古墳時代中期頃と想定できるが、A-2区 溝 2最下層から弥生時代後期ま
たは終末期の甕が出土し、B-8区 土坑 1が弥生時代後期または終末期の遺構となることから、こ

の集落は遅 くとも終末期前後には出現した可能性は想定できる。

b.小 集落の特徴

以上より、当調査区の周辺には弥生時代後期～古墳時代中期頃の集落が東西 2カ所で展開してい

た可能性が想定できた。以下、当調査区西方に位置するものを集落 1、 東方に位置するものを集落

2と して、その時期や規模から当該期における蛍池西追跡の特徴を考えることにしたい。

集落 1 集落 1は、先の検討からも弥生時代中期末
´
もしくは後期初頭に成立し、後期～終末期に

かけて拡大して、古墳時代中期にはその中心が南下していることを想定した。よつて、集落 1は時

期によってその規模が変動しているであろうことが予想できるが、その範囲は最大でも東西70m、
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南北80m以内に収まるものと考えられ、集落の規模としては極めて小さいものと言える。

集落 2 集落 2は弥生時代後期または終末期に成立した可能性があるが、その中心時期は古墳時
代中期頃と考えられる。集落 2の様相については、集落 1よ りも明確ではないことからその範囲な

ども確定しにくいが、周辺の地形を参考にすると最大でも南北HOm、 東西70m以内の範囲に収まる

ものと考えられ、その規模はやはり集落 1と 同様に極めて小さいものと言える。

このほか、当遺跡第 3次調査区北方には同様の規模・立地を呈する集落の存在が考えられ (2)、

現段階では遺跡内の 3カ所に小集落が存在することが推定できることになる。

これらの小集落は小河川の東西岸にある程度の間隔をおいて立地しており、同一の河川を共有す

るということで相互に一定の連携が認められる反面で、一つの集落にまとまらないという際立った

独自性も想定できる点は、当遺跡に位置する集落がもつ一つの特徴として挙げられよう。

(2)小集落の出現

ところで、これら小集落は集落2を除いて弥生時代中期末から後期にかけて出現したものと考え

られるが、このころ蛍池北遺跡では中心部付近の遺構が激減し、集落が衰退しはじめる。

蛍池北遺跡の特徴については、これまで住居と方形周溝墓の関係から若千の検討がなされ、中核

的な集落の周囲にいくつかの小集落が点在する状況が指摘されており (3)、 集落が単一のまとまり

によって形成されたものではないことが知られている (4)。 また、中核的な集落とされる遺跡中央

付近の集落 (1968・ 69年調査区 。第 1次調査区 。第12次調査区など)内 においても、住居と墓域に

複数のまとまりが見出し得ることから、集落内のグループにも一定の独自性があった可能性が想定

されている。蛍池北遺跡では後期になると遺跡東部縁辺部でわずかに遺構 ?がみられる程度で (5)、

中期の中核的な集落に匹敵するほどの集落が遺跡内に存在 した可能性は極めて乏しく、中核的な集

落が同一丘陵内を移動 したとは考えにくい。よって、蛍池北遺跡の集落成員の大部分は後期になる

ころ、別の場所に移動した可能性が考えられる。

その移動先の候補としては、当遺跡と待兼山遺跡の二つが挙げられる。待兼山遺跡は蛍池北遺跡

の北東の待兼山丘陵頂部に立地する高地性集落として知られている。これまで大阪大学校舎内で行

われた調査によって、同遺跡が弥生時代中期中葉に出現し、後期後半には本格的に展開すると考え

られた (6)。 また、同丘陵の東斜面からも弥生時代中期の遺物が採集されており (7)、 同遺跡の時期

が中期まで遡ることは確実視されるようになったことから、その解体に直接連動した可能性は大き

くないと判断される。よって、蛍池北遺跡の周辺では蛍池西遺跡以外に新規にまとまった集落は今

のところ確認されていないことになる。

一方当遺跡は、先に述べたように蛍池北遺跡の衰退期に出現することから、二つの遺跡の消長が

連動している可能性が考えられる。また、蛍池北遺跡南端の地形界となる開析谷は、当遺跡の中央

を流れる小河川の上流部となる可能性があり、小河川沿いの開発を通して集落の移動を想定するこ

とも可能性として提起できる。ただ、集落規模をみるかぎり、一大集落であった蛍池北遺跡の成員

すべてが当遺跡へ移動したとは考えにくく、その一部の移動とする方が妥当と言えよう。

(3)小集落の展開と消滅
当遺跡における小集落の存在は、1可川からの出土遺物および検出した若干の遺構から想定できる

だけで、それぞれの集落の具体的な動向については明確ではないのが現状である。しかし、これら

遺物・遺構の状況から、小集落が弥生時代後期後半～終末期に拡大し、古墳時代前期に一旦断絶し、
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再び古墳時代中期に展開した可能性は考えられる。以下、これらの手がかりを参考に、集落の展開

と終焉について考えていきたい。

a.弥生時代後期～古墳時代前期

小集落 1～ 3の うち、集落 1・ 3の周辺では弥生時代後期後半から終末期にかけて遺物量が多く、

また集落 1では出土範囲が広域に及ぶことから、この時期にかけて集落の拡大があった可能性が高

いものと考えられる。また、集落 2も この時期に成立していると考えられることから、当遺跡にお

ける小集落の最盛期がこの時期にあったと考えて差し支えなかろう。しかし、古墳時代前期前半の

遺構・遺物はほとんどみられず、この時期になると集落の状況を推定することは困難になる。この

ような状況については集落の移動などの要因が考えられるが、今のところ当地域における在地系土

器と布留式上器の関係が十分に解明されていないこともあって、断絶の問題を移動などの要因に直

接結びつけることには検討を要する。ただし、この時期を境に集落 1が集落領域をやや南方へ移動

することが考えられ、また集落 2ではこの時期から遺構 。出土遺物が増加することをふまえると、

わずかではあるがこの時期に集落の再編もしくは移動があった可能性が残されよう。集落 1・ 2周

辺における古墳時代中期の遺構と弥生時代後期以降の遺構の分布範囲は重複しており、移動や再編

があったとしても大きな画期であったとは考えにくい。

b.古墳時代中期

古墳時代中期になると、ふたたび各集落の周辺で遺構・遺物が見られるようになり、古墳時代中

期末まで各々の集落で大きな変動があったような状況は想定できない。

一方低位段丘上では、古墳時代中期前半に蛍池東遺跡で大型倉庫群が出現し、その後渡来人との

関連が推定される作り付けのカマドを伴う住居からなる集落が展開する (3)。 これら大型倉庫群や

集落の継続期間は極めて短く、低位段丘の上では大きな変動が本目次いで起きたことが言える。しか

し、低位段丘上の慌ただしさに対して、当遺跡では大きな変化が想定できず、段丘の上下で異なる

動向があったと予想される。しかし、集落の実態が明確ではない現状では、その評価については今

後の資料の蓄積を待つほかない。
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3.古墳時代後期の様相

古墳時代後期以降、特に6世紀末から8世紀前半にかけて、当

遺跡では密集土坑群が展開することが明らかになった。密集土坑

群の特徴については、各調査区の成果で報告しているところであ

るが、ここでもう一度まとめてみたい。

(1)密集土坑群について

密集土坑群の分布状況をみると、北端はC-2区 以北で、南端
はE-2区 以南に広がるが、第 2次調査区にはみられないことか
ら、E-2区 南端からそれほど南へは広がらないようである。そ
の一方で、A-1区 や 5区、またE-2区 中部の西側に位置する

第14次調査区では見られず、その分布は南北に長いわりに、東西

の範囲は極めて限定されている。さらに土坑群の密集する部分を

みると、河川沿いにあたる部分が最も多く、一部は埋没した河川

上に広がることから、密集土坑群は遺跡南北に流れる河川 (河川

1～ 5)が埋没し低湿地化した段階で、河川跡に沿って作られた

ものと判断できる。これら密集土坑群を構成する各々の上坑を観

察すると、土坑の形態は様々といったところであるが、大まか直

径 2m前後の円形のもの、また長辺が 1～ 2.5mを はかる長方形の

もの、長軸長が lm前後の楕円形の 3種に大別することができる。

ただ、これら土坑の多くは複雑に重複しているため、この他の形

状や規模を呈する土坑も多 く存在 した可能性が十分にあること

や、土坑の分布について形状の違いによる差は見出だしにくいこ

とは留意されよう。しかし、土坑の多様な形態とは別に、これら

の土坑は第Ⅶ層を母材とする明責灰白色シル トのブロック土を多

量に含む埋土と、土坑断面が袋状の形態を呈するか、土坑下部に

狭 り込むような拡張が見られることで例外なく共通し、基盤層内

の特定粘土を目的に掘削された可能性が想定できる。また、一部

の土坑では埋土内に自然堆積層を含むものもみられ、埋め戻しが

二時期以上にわたって行われたものも多く存在することは注目さ

れる。一方、土坑からの出土遺物は土坑の数に対して極めて少な

いが、ときに土師器や須恵器の甕などの大型の破片やほぼ完形に

近い個体が出土する場合がある。しかし、出土遺物は完形に近い

ものであっても口頸部の一部が欠損しており、完形とされるもの

はごく希にしか出土しない。また、皿・杯などの供膳具が出土遺

物内で占める割合は低 く、しかもすべて破片であり、土葬墓に副

葬されるものとは著しく異なる。

なお、これら土坑の一部については、土壊理化学分析と脂質分

C-2区 河
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析 (残存脂肪酸分析)の二つの方法によって土壌分

析を行ったが、土壊中からほ乳動物の埋葬に由来す

るリン酸および脂肪酸等は検出されなかった。よっ

て、当遺跡における密集土坑群はその特徴および土

壌分析の成果から粘土採掘土坑と判断できる。

(2)密集土坑群の問題

a.密集土坑群の性格
一方、同様の密集土坑群とされる調査例は各地で

みられるが、特に豊中市内にかぎってみると、本町

遺跡第15次調査区 (弥生時代後期～終末期 )(1)、 服

部遺跡第 3次調査 (13世紀代 )(2)、 小曽根遺跡第18

次調査 (13世紀代 )(3)、 蛍池遺跡第 4次調査区 (試

掘 )(4)、 蛍池遺跡 (1・ 2)(6)、 宮の前遺跡 (1・

2)(7)、 大石塚古墳第 5次調査 (未発表)な どが挙

げられる。このうち、本町遺跡、蛍池遺跡、宮の前

遺跡では残存脂肪分析により土坑内の埋土中に「ヒ

ト遺体を直接埋葬 したことに関わる試料に残存 して

いる脂肪と類似 している」脂肪が検出されいる。蛍

池遺跡 (1・ 2)調査区の報告では、宮の前遺跡 (2)調査区 (蛍池北遺跡)で検出された木棺墓
と推定される lGト レンチ 3面長方形土坑 lや 2Gト レンチ 3面長方形土坑 1と ともに、その結果

をもとにこれら密集土坑群の性格を上娠墓群として評価している。しかし、これら遺跡の土坑につ

いて、埋土および土坑の形状、出土遺物などの特徴をみるかぎり、蛍池西遺跡のものと大きな違い

は見出だしにくく、残存脂肪酸の分析結果によってその性格が三分できるものとは考えにくい。

ところで密集土坑群の性格については、すでに福永伸哉氏 (8)。 奥村清一郎氏 (9)。 西口陽一氏 (D

市本芳三氏 (H)。 京嶋覚氏 (D・ 竹原一彦氏 (B)に より検討されているが、その評価については粘土

採掘坑説と土墳墓群説の 2説に分かれており定説をみない。近年注目される動向としては、市本芳

三氏による大庭寺遺跡の報告や竹原一彦氏による三宅遺跡の報告に代表される、残存脂肪酸の分析

結果を有力な根拠の一つに挙げて土壊墓群説を支持する見解が主流になりつつあることである。

しかし、京嶋氏の指摘もあるように三宅遺跡 。大庭寺遺跡の分析・ 4)で は母材となる基盤層自体

からも高級脂肪酸が検出されていることは注意されよう。分析結果では、その要因を土壊墓が密集

することに求めているが、残存する高級脂肪酸が必ずしも遺体と直接関係 しない土疾から検出され

る以上、肥料による土壌汚染などの要因も想定できる。また、土坑内に残存する脂肪酸がほ乳動物

に由来するものであっても、土坑を埋め戻す際に混入した包含層等の埋土にその種の脂肪酸が含ま

れている可能性を想定する余地は多分にありうることも言える。よって、遺体の埋葬を示唆する残

存脂肪酸の分析結果から土坑内に遺体を埋葬したことを想定することは可能であっても、これを根

拠に墓とするにはまず類似する事例に遺体の埋葬が確認された例があることが、その前提として必

要であろう。

しかしながら、これまで調査された密集土坑群は相当の数になるが、遺体の埋葬を明確に確認で

きた事例は今のところみられない。無論、遺跡の立地が遺体の保存に適さないという可能性は否定

Ⅳ-5図 市内密集土坑群分布状況
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できないし、また将来発見される可能性は残されているが、これまで調査された土坑の数は優に 1

万基を越えるにもかかわらず、遺体の一辺すら残存していないということにはやはり疑問が残る。

(ち なみに中世前期における西日本の土葬墓は報告されているもので400基 を越えるが、そのうち遺

体があるものは約30基である。)

さらに、この問題を考えるうえで注意されるのが、土坑内に認められる自然堆積層の存在である。

当遺跡では土坑内に自然堆積層を少なからず確認しているが、同様の自然堆積層は残存脂肪酸の分

析により遺体の埋葬が示唆されている本町遺跡でも確認されている。同じく遺体の埋葬が示唆され

る三宅遺跡 (nでは「土媛内に自然堆積層はほとんど認められない」としているが、土坑の断面写

真および断面図をみるかぎり、埋葬主体部に関連する堆積層と表現されているS X183・ 517・ 221

に堆積する黒褐色粘質土層などは当調査で自然堆積として扱った土層と類似したものと判断でき

る。また蛍池遺跡 (1)においても概要報告に掲載された図版をみるかぎり、 3Aト レンチ 3面土

坑 8・ 12・ 58・ 59な ど土層断面にその可能性が考えらる土層の堆積が認められる。大庭寺遺跡では

それらしき土層は認められないが、「カルシウム質状の白色の物質がラミナ状にみられ」るという

指摘がなされている土坑2848。 2853な どは注意されよう。

ところで自然堆積層の存在は、土坑の埋め戻しがある程度の時間をおいて行われたことを意味す

る。粘土採掘坑と考えた場合、土坑の埋め戻しは別の土坑の掘削にともなって行われる可能性を想

定してもそれほど不自然ではなく、土坑内に自然堆積層が存在することに特に重大な矛盾があると

は思えない。しかし、土壊墓の場合は、その目的から少なくとも現地面まで埋め戻すのが通例と考

えられ、埋め戻しを中断する理由は考えにくい。無論、これら土坑が木棺墓や木蓋土壊墓であれば、

棺蓋の腐朽による陥没などある程度の説明は可能かもしれないが、自然堆積層は土坑上層から下層

まで特に決まった位置で堆積することもないので、木棺墓や木蓋土壊墓となる可能性は想定しにく

い①また、土坑中層から下層にかけて堆積する自然堆積層の場合、遺体の腐朽によって土坑全体が

均等に、しかも著しく陥没する可能性は土坑の容積からみても考えにくい。よって、土媛墓とした

場合、他に自然堆積層の堆積原因をごく自然に説明する方法は見当たらず、むしろ土坑内の自然堆

積土の存在は埋葬という行為を想定するうえで大きな矛盾になると言えよう。

以上、密集土坑群=土娠墓群説については、すでに京嶋氏による批判的な検討があり、本稿では

氏の論では触れなかった残存脂肪酸および土坑内の自然堆積層の存在について、土壊墓説がかかえ

る問題点を指摘した。密集土坑群を構成する土坑を西日本にみられる古代 。中世の上葬墓と比較し

た場合、遺体の埋葬 (例 )、 定型的な供膳具および身分や職業を象徴する装身具などの埋納など、

土葬墓として認定するだけの条件が欠如している。また、古代～中世前期の一般集落に伴う墓地が、

村落周辺などの空白地帯に作られ、不規則に複数の上葬墓群が散浸に集合する形態をとるか、中核

的施設となる墳墓を中心に群集することが多いのに対して、これらは不規則にしかも先行する土坑

の存在を無視するかのように掘削を繰り返していることは、一般的な墓地の様相とは著しくかけ離

れた様相を呈していることになる。これらと先述の問題点とあわせても、少なくとも残存脂肪酸の

分析結果を強調するだけでは必ずしも土娠墓とは言えないことは提起しておきたい。

b.粘 土採掘の目的

なお、当遺跡の密集土坑群の性格については粘土採掘坑群と判断したが、その採掘目的について

は明確にしにくく、問題が残されている。

古墳時代後期以降にみられる密集土坑群の多くは、須恵器生産地の近くに見出だされることが↓旨
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摘されているが (め、当遺跡周辺にも桜井谷窯跡群

が存在 し、その関連については注目される。桜井

谷窯跡群は木下編年 I型式 3段階 (田 辺 TK―
208型式)(け に生産を開始し、Ⅱ型式 (MT-15
型式)以降に本格的な展開をみるが、Ⅲ型式以降
は窯跡が減少 し奈良時代前半の緑丘窯跡 (り およ

び 2-19-2号 窯 。0を最後に、ほぼ主要な生産
を終える可能性が考えられている (耐。一方、当遺

跡における密集土坑群の開始時期は 6世紀末 (胡
っても6世紀後半)であり、その終焉は 8世紀前

半と考えている。また、丘陵上に展開する蛍池遺

跡の密集土坑群もほぼ同時期であるが、終焉は 8

世紀中頃に下ると考えられる。これら土坑群と桜

井谷窯跡群の消長と比較すると、窯跡群における

須恵器生産の衰退期に当遺跡の密集土坑群が展開

し、ほぼ同じ時期に終焉したことがわかる。ここ

で注目されるのは同じ時期に終焉することである

が、桜井谷窯跡群との関連を想定した場合、生産

活動が衰退しつつある時期に当遺跡で密集土坑群

が本格的な展開がみられる点にやや不自然さが残

る。また、当遺跡で採掘の対象となった粘土 (低

位段丘堆積土)と 同様のものは、千里川以南の豊

Ⅳ まとめ

o                5m

Ⅳ-6図 服部遺跡第 3次調査区 (1:200)

中台地などでも広 く見られ、須恵器生産に必要とされる粘上の確保が桜井谷窯跡群の主要な分布域

である千里川流域で行われず、あえて待兼山丘陵域に求められる点は疑問を残す。これらの疑間に

ついては、桜井谷周辺における粘土資源の確保が困難になる過程で、粘上の採掘が蛍池西遺跡を中

心とする当地域にまで及んだという仮定を想定することである程度は成り立つが、今のところ桜井

谷窯跡群の周辺で古墳時代後期前後の粘土採掘坑は発見されていないため、原材料となる粘上の確

保にかかる実態ついては不明であり、この仮定を証明する積極的な根拠はない。

さらに、密集土坑群を構成する土坑の形状および法量は大枠で 3つ に区分できることを指摘 した

が、区分にあてはまらない土坑も多 く、また土坑から出土する遺物が須恵器だけに偏る傾向が見ら

れない。また、土坑群から出上した須恵器の一部について胎土分析を行ったところ、大阪平野一円

で見られる須恵器とは異なる胎土を有するものが含まれていることが判明している。

前者の状況は密集土坑群共通の特徴とも言えるが、丈六大池遺跡 。0と 比較した場合でもばらつ

きは大きい。一方、中世の事例ではあるが、服部遺跡第 3次調査や小曽根遺跡第18次調査では、掘
削規模・土坑形状が比較的定型化 しており、また掘削規模 (深度)に応 じて布掘 りや坪掘 りなどの
掘削方法が選択された可能性があり、採掘が専門的な技術を有する集団、いわゆる職人によって行

われたものと想定できる。服部遺跡第 3次調査などの事例と比較した場合、当遺跡のものは一定の

集団が組織的かつ継続的に粘上の採掘を行ったとは考えにくく、また後者にみる出土遺物の状況や

その内容は須恵器生産地周辺の密集土坑辞の様相と異なることから、桜井谷窯跡群との関連を考え

るうえでは否定的な特徴といえ、むしろ不特定多数の集団が当地一帯で不規則・不定期的に粘土を
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採掘したとみた方が比較的理解しやすいように考えられる。よって、当遺跡の密集土坑群が須恵器

生産に限定された粘土の採掘がなされたとするよりは、多様な目的に使用される粘土を採掘するこ

とで成立した可能性を想定した方が妥当であろう。
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4.奈良～平安時代の様相

(1)耕地について

奈良時代前半期ついては、引き続き密集土坑群がつくられるが、

8世紀半ば頃にはその掘削は行われなくなる。以後しばらくの間、

付近は耕地または荒れ地の状態で放置されたのか、遺構とされる

ものはE-1区 、C-2区 、A-2区 で検出された溝などに限ら
れる。A-2区 の溝を除いてはその周囲に、同時期の集落関連遺
構は検出されていないことから、集落または建物群との関連を考

える余地はなく、また遺構面上に堆積する耕作土と類似する埋土

が溝内に堆積 していることから、これらの溝は耕作に伴う水路と

して機能したものと考えられる。E-1区 、C-2区 の溝の時期
は、わずかではあるが出土した遺物と上層に堆積する耕作上の時

期から奈良時代頃と推定でき、第 3次調査区SD-3が 機能する
以前に掘削されたといえる。いずれの溝も面的に調査されたもの

ではないため、方向などは明確にできないが、ほぼ同じ時期に広

い範囲にわたって掘削されていることは、この時期になると当遺

跡一帯で耕地が広い範囲で開発されていた可能性が考えられる。

しかし、溝の位置関係をみると、必ずしも南北または東西方向で

はなく、また等間隔に掘削されているような状況も確認できない

ことから、条里地割りを想定することは難しい。溝の多くは平安

時代中期までに埋没するものの、あらたにA-2区 の溝が開削さ
れるなど、引き続き当地域周辺が耕地として開発されたであろう

ことが想定できるが、その状況は明確ではない。

(2)A-1区 建物群について

a.建物群の特徴
平安時代中期末になると、A-1区 に建物群の展開をみるよう
になる。建物群の時期については報告のとおりであるが、包含層

中の出土遺物などを加味すると、建物群の時期は10世紀後半から

H世紀前半にかけて展開した可能性が高い。一方、建物群の規模

については、調査区が限定されているため明確にできないが、少

なくとも2棟以上の掘立柱建物が存在 し、そのうちSB-2は や
や大型の建物となることが想定される。また、建物の重複関係か

ら少なくともこの建物群が 2期の変遷をたどることが考えられて

いる。さらに、この建物群とほぼ同時期にA-2区 の溝が機能し
ていることは建物群の性格を考える上で注目される。

A-1区 の建物群は、市内で散見される当該期の建物群が一般

A-1区 ・ B-1区
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4奈良～平安時代の様相

Ⅳ-8図 上小名田遺跡 (1:2,000)
※文献 2・ 4よ り作成

に小規模で流動的であることに対して、やや卓越

した内容を有することは明らかである。

なお、大-1区建物群の周囲には、これと時期
を同じくする建物としてはB-1区 の柱穴が想定
できる以外に見当たらず、建物群が比較的まとま

りのある集落を構成することは考えにくく、単独

で存在する建物群となる可能性が極めて高い。

b.建 物群の類例

一方、この時期に当遺跡の建物群と同様もしく

はそれ以上の内容を持って展開する建物群の主要

な事例としては、上小名田遺跡 (神戸市所在)(1
-4)、
栗生間谷遺跡 (箕面市所在)(56)、 三田遺

跡 (岸和田市所在 )(7)、 ,H除・藤ノ木遺跡 (兵庫

県三田市所在 )(8)、 長原遺跡 (大阪市所在 )(9)

などがあげられる。以下、これら各遺跡の事例に

概観しつつ、A-1区 で検出した建物群の性格を
検討する。

上小名田遺跡 上小名田遺跡は、人多川流域に
広がる10世紀後半から12世紀代にかけて継続する

集落遺跡である。このうちⅥ区で検出された S

B-01・ 03・ 04・ 16・ 20が、10世紀後半から11世

紀前半にかけて展開した建物として挙げられてい

る。これら建物のうちIFE要が明らかなSB― o3・
04は建築面積205.2♂ をはかる四面廂建物に、ま

たSB-16も 253.5ぽをはかる超大型の総柱建物と

なる。これらの建物を一般的な建物群として扱う

イ
オ

＼

下

土坑
Ⅳ-9図 粟生間谷遺跡 (1:

田 □

大型建物(東)

♀                       20m

400)※文献 5よ り作成 一部改変

0

銭貨埋納

大型建物(西 )
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には問題を残すものの、その後H世紀後半に
はこれら建物の周辺に集落が展開 (第 16次調

査など)することをふまえると、これらの建
物が集落形成の草分け的存在として、当該地

域の開発を主導する立場の住人が居住した可

能性も想定できる。

C20“ ―oB

。

回

ρ
C,S,8-OO

S D98

S B52

S E09

Ⅳ-10図 川除・藤ノ木遺跡
※文献8よ り作成 一部改変
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粟生間谷遺跡 栗生間谷遺跡は、勝尾寺川
左岸の河岸段丘上に立地するlo世紀後半から

13世紀代 (一部14世紀に残る可能性もある)  .
にいたる集落遺跡である。これまでの調査に   :
より、多数の屋敷地が確認されている。これ

ら集落をなす建物群はH世紀後半から12世紀
代を中心とし、13世紀後半には衰退の兆しを

みせるようである。このような集落に先行 し

て10世紀後半前後と考えられる大型建物が、   .
2時期にわたって展開する。建物群は主屋の   °

南側には門の可能性が考えられる柱穴列もみ

られるなど注目される特徴 もあるが、主屋 と

なる建物はいずれも建築面積80r前後の総柱

建物で、建物の規模・構造に上小名田遺跡のような特異性はみられない。なお、大型建物はH世紀
代には廃絶し、集落が本格的に展開する11世紀後半まで継続しないものと考えられるが、この大型

建物群が集落形成の発端となる存在として想定することは可能であろう。

川除・藤ノ木遺跡 川除・藤ノ木遺跡は、武庫川流域に立地するlo世紀後半から13世紀代にかけ
ての集落遺跡である。調査区では 5つの微高地からあわせて 9区画ほどの屋敷地を検出しているが、
このうちⅣ区 (d微高地)の掘立柱建物群Aは他の微高地に先駆けて10世紀後半 (川除11期  中世
I-1～ 2期 にかけて)から出現する。中世 I-1～ 2期の建物とされるSB-52・ 53は いずれも

C1638-OS

C iSS5-OO

C1642-OO

Ⅳ-11図 三田遺跡 (1:400)※ 文献 7よ り作成 一部改変

C2013-OB
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総柱建物で建築面積70♂以上をはかるやや大型の建物となる。また、建物に付属する井戸 (S E09)

もみられ、栗生間谷遺跡の事例同様、家地としての体裁を具えている。掘立柱建物群Aは Ⅱ-1期
に移動もしくは規模を縮小するようであるが、H世紀後半 (Ⅱ -2期 )に は屋敷墓を伴う比較的大
きな規模の屋敷地が形成されⅣ-4期 まで継続する。Ⅱ期は各微高地に屋敷地が出現し、集落が本
格的に展開する時期にあたるが、この段階においても中核的な存在として継続している点からみて

も、掘立柱建物群Aが集落形成の一端を担う存在であった可能性が想定できる。
三田遺跡 三田遺跡は、牛滝川流域の低位段丘上に立地する集落遺跡である。 8世紀後半からH
世紀前半にかけての建物群が調査区内で散発的に確認されている。このうち、C3区ではH世紀前
半 (V期 )の掘立柱建物群が展開する。建物群は建築面積92.1ポをはかる廂付きの総柱建物となる
C2015-OBを 主屋とし、C2013・ 2014-OBと いった付属家屋や土坑墓の可能性があるC1642-
OOを伴い、家地としてのまとまりがみられる。ただ、建て替えなどはみられず、短期間のうちに
廃絶するようである。また、同建物群の周辺には10世紀前後 (Ⅲ期)に展開する掘立柱建物群など
がC2区で確認されているものの、H世紀後半以降の建物群は確認されていないことから、これら
の建物群がその後の周辺における集落形成に関連した可能性は乏しいものと考えられる。

長原遺跡 長原遺跡は、河内台地東縁に立地する集落遺跡である。各時期にわたって集落が展開
するものの、 8世紀末に起きた洪水により集落は一端断絶し、10世紀頃からふたたび開発がすすめ

られることが指摘されている●0。 遺跡内で建物群が本格的に展開するのはⅢ期 (H世紀)以降と

されるが、基本的に個々の建物群は遺跡内に散在する様相を呈し、明確な集落を形成しているよう

には見られない。これら建物群のうち、N G81-10・ 82-6次で確認された S B410を 中心とする
建物群は、同遺跡においても傑出した規模を有する。同建物群は建物の重複関係から二時期の変遷

が認められ、前半期は建築面積107ポ をはかる三面廂の S B410を主屋とし、 S B408(お よびSB

アミがけの建物はB―  -2期、
ないものはD― ‖-1翔 のもの。

8m

Ⅳ-12図 長原遺跡 N G81-10・ 82-6次調査区 (1:400)※文献9よ り作成 一部改変
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405)を伴うが、S B410が廃絶する後半期には建物の規模は縮小し、11世紀後半までには消滅する

ようである。なお、同建物群が展開・廃絶する段階において、当該地域一帯にまとまった建物群が

展開し集落を形成する状況は認められず、三田遺跡と同様にこの建物群が集落の形成に関連した可

能性は乏しいものと考えられる。長原遺跡ではこの他にも第 2次調査 (No 26ト レンチ)(口 )におい

て、3時期程度の変遷がたどれる建物群も認められているが、これらについても瓦器出現前後の時

期に消滅するようであり、以後に展開する集落の関連は認められない。

以上、各遺跡の事例をみるかぎり、いずれの建物群も2時期前後の変遷をたどり、大型の主屋の

ほか付属建物などを伴い、中世前期の建物群 (広瀬和雄氏のB型建物群 (り にみられる「屋敷」
とさほど変わらない「家地」を形成していること、またこれらの建物群は奈良～平安中期までの集

落との関連が乏しいことで共通している。これらの特徴から各々の報告者は、建物群の住人につい

て律令期集落の解体に伴って出現し、周辺一帯の開発に関与もしくは主導的な役割を果たした、い

わゆる「田堵」と呼ばれる有力農民層が想定されているが、長原遺跡の建物群については土器様相

の変化などから開発の主体を (平安京から移り住んだ)官人クラスの人々と想定している。この見

解については、この時期「田堵」らが開発を有利に進めるために藤原氏などの院宮王臣家と結託し

ようと、京との往来を活発に行ったことが指摘されており(り、必ずしも土器の変化から開発の主

体を官人クラスに限定できるとは言えないが、いずれにしてもそれらが開発の主体であることには

変わりないことだけは各報告者の共通の認識と言える。

c.建物群の展開とその特質

これら建物群の消長にはその後の集落の展開から、概ね二つの傾向が見出される。一つは、大型

建物群の出現を契機にH世紀後半から集落が形成される事例で、上小名田遺跡、栗生間谷遺跡、川

除・藤ノ木遺跡が該当するほか、本市穂積遺跡もこの範疇にあたる可能性が高い。もう一つは、散

発的に出現しある程度の期間継続するものの、あとに集落の展開がみられない事例で、三田遺跡、

長原遺跡および当遺跡A-1区建物群などが該当する。
これら前者と後者の相違は、建物群の展開後に集落が成立するか、否かという点であるが、その

背景に先行する大型建物群による開発の形態が深く関わっていた可能性が想定できる。以下、前者

の事例をもとに大型建物群と集落の連続性と、大型建物群と集落を構成する建物群との規模を概観

し、これらの問題から集落の展開過程の特徴について検討する。

まず、大型建物群と集落の連続性をみると、これら3遺跡の様相は2つの傾向に分けられること

が指摘できる。このうち大型建物群が11世紀後半以降も継続する事例は、川除・藤ノ木遺跡だけに

限られ、他 2遺跡の大型建物群は、集落が展開する前後に廃絶するか移動したものと考えられる。

後者の事例において大型建物群が廃絶すると考えた場合、周辺地の開発に失敗したものと想定でき

ることから、集落が継続的に展開する可能性は考えにくい。しかし、実際には大型建物群が廃絶し

たあとも引き続き集落が展開しており、大型建物群が近接地に移動し引き続き開発を行ったか、も

しくは周辺地の開発が先行する大型建物群 (の住人)だけではなく、複数の集団によって行われた

可能性が考えられる。

ついで、大型建物群と集落を構成する建物群との規模を比較する。大型建物群が継続する川除・

藤ノ木遺跡では、先行する大型建物群はさらに規模を拡大し、中核的な存在となりうる建物群へ変

化するものの、新たに出現した建物群との間に階層差といえるような大きな格差はみられない。こ

れは、建物群が廃絶または移動する上小名田遺跡や栗生間谷遺跡の場合も同様で、200♂以上の建
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物群が展開した上小名田遺跡の場合では、H世紀後半以降も引き続 き237.8〆以上の S B01(4)を 筆

頭に100♂ 以上の建物が展開してお り、大型建物群 も集落を構成する建物群 も、その規模に重大な

格差はみられない。このように、 3遺跡では大型建物群が継続する、しないにかかわらず、11世紀

後半の段階に先行する大型建物群とあまり大きな格差がみられない建物群によって集落が形成され

る傾向が見て取れる。また、この段階の集落 (中心部)は、それぞれの遺跡で異なるものの、多く

の建物群は80～ 100ポ程度の主屋を中核とし、比較的均質な複数の建物群から構成されている点で

も共通しており、集落がいくつかの大型建物群の散浸な集合によって形成された可能性が想定でき

る。

d。 中世前期集落の形成過程

以上、この 2点から将来集落となる一帯の開発が複数の大型建物群の居住者によって行われ、そ

の後いくつかの大型建物群が集合し、集落を形成した可能性が想定できた。この想定をふまえつつ、

H世紀後半における集落形成過程を検討する。

豊中市では、柴原遺跡・蛍池北遺跡・山ノ上遺跡など比較的まとまりのある律令期集落が衰退し

始める 9世紀頃から、既往の集落がみられなかった豊島北遺跡第 3次調査 (い )、 服部遺跡第 1次調

査・n.5次 調査 51、 穂積遺跡第 1次調査区 (未報告 )、 新免遺跡第11次調査 (nに単独の建物群や

集落関連遺構などが散発的に出現し、律令期の集落領域を越えて、周囲に拡散していく動きがみら

れるようになる (口 )。 その傾向は律令期集落がほぼ消滅する10世紀後半から11世紀前半にかけても

続 くようで、山ノ上遺跡第 1次調査区掘立柱建物 (未報告)。 服部遺跡第 1次調査区 SK06
°°・穂積遺跡第 1次調査区土坑 (SK-7)。 少路遺跡第 1次調査区平安古墓 (耐 ・原田遺跡第 1

次調査区土坑 (平安)・労。新免遺跡第11次調査区土坑13(土坑墓)。0な どの遺構に限られる。こ

のように市内では10世紀代の集落 (建物群)関連遺構や建物が散発的に確認されただけにとどまり、

この時期の集落 (建物群)が遺跡 (周知の埋蔵文化財包蔵地)と して把握できるほどの密度で分布

していなかったことが予想される鬱1)。 また、これら各遺跡で検出された遺構は一時期に限定され

ており、長期にわたって継続するものはみられず、遺構を形成した主体すなわち建物群の住人が流

Ⅳ-13図 市域における集落関連遺構の推移
1刊世紀後半
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動的な状況にあった可能性が考えられる。

以上のように、豊中市内におけるH世紀後
半以前、特に10世紀後半からH世紀前半にお

ける一般的な集落 (建物群)については調査

事例がほとんどなく、その実態は明確にしに

くい。しかし、各時期における遺構の分布状

況をみるかぎり、流動的な建物群 (関連遺構 )

が分散する中に極少数の大型建物群が点在す

るような過疎的な集落景観が想定できる。

このような景観は豊中市内の場合、H世紀

後半に急激に変貌する。この時期の集落につ

いてはすでに述べているとおりであるが、小

曽根遺跡・穂積遺跡など市南部の沖積地に展

Ⅳ まとめ

Ⅳ-14図 服部遺跡第 5次調査 SB-1・ 2
(1 :400)※ 文献15よ り作成 一部改変

開する集落とそれ以前の集落を比較すると、建物群のまとまり、密度、継続期間など、その内容に

著しい格差が認められる。11世紀後半を画期とする集落の急激な変化を解消する考え方の一つとし

て、 9世紀後半から続いた温暖化による慢性的な農業危機が好転に向かうこの時期に⑫、流動的

な小型建物群の住人が一定の成長を遂げ、新たに大型建物群周辺に展開する集落の成員となったと

いうことも一案として考えられる。この場合、多くの大型建物群が何らかの要因で廃絶する可能性

を想定する必要が生じるが、農業事情が好転する時期に既存の大型建物群の住人が農業経営に行き

詰まる必然性も乏しいと言える。また、小型建物群の住人が短期間のうちに農業経営を成功したと

しても、大型建物群とほぼ同じの規模の建物群を構え、一定の集落を新たに作るほどの成長を遂げ

たとは考えにくい。むしろ、これら小型建物群の住人は、12世紀以降にみられる新たな集落の出現

や旧集落の拡大の主体となったと考えられる。

よつて、H世紀後半における集落の成立がlo世紀後半の開発を起点とし、その開発の主体が集落
に先行する特定の大型建物群に限らず、複数の主体によって行われた可能性が指摘できるとすれば、

少なくとも集落形成の主体は、開発にあたったであろう複数の大型建物群となるものと想定できる。

そして、蛍池西遺跡の建物群もこのような開発の主体として、遺跡一帯の開発に関与した可能性も

考えられよう。

以上より、この時期の大型建物群の展開は、単なる開発の主体にとどまるだけではなく、次世代

における集落の成立基盤を用意するものであった言える。さらに、垂水西牧における村落の動向を

概観すると、このような形成過程を経てH世紀後半に成立する集落が、その地域の中核的な存在と
して、以後に出現する集落に大きな影響力をもったであろうことが予想される。

なお、本稿では大型建物群の意義を11世紀後半における集落の成立過程から検討し、蛍池西遺跡

の建物群の評価を試みることを目的としているため、11世紀後半までの小規模建物群や、H世紀後
半以降における集落の形成についてはほとんど触れなかった。また、11世紀後半の一時期に集住す

る必要性が生じた要因や、「家地」から「屋敷」への転換については説明できないなど、今後に多

くの課題を残していることを付記する。
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5。中近世の様相

この時期の遺構としては、E-1区 溝 5・ 6お よびC-1区 ・
A-5区 ・B-4区 の井戸があげられる。また、時期が明確には
できないものの、A-7区 ・E-2区 の耕作痕も平安時代以降と
推定される。以下、A-7区 耕作痕、E-1区 溝 5,6と C-1
区・A-5区 ・B-4区 の井戸について、それぞれの問題を検討
する。

A-7区 耕作痕 A-7区 南部で検出された耕作痕は、進行方
向を略北にとっているが、これにほぼ並行または直交する溝や耕

作痕がE-2区 でも検出されており、この耕作痕が比較的区画の
整った耕地を耕作する際に作られた可能性が想定できる。ただ

E-2区 の溝など区画の幅は復元できず、これら耕地の区画が条
里制地割りに則ったものであるのかは判断し難い。また、これら

耕作痕は基本土層第Ⅳ層上面から掘 り込まれている以外、時期を

特定できるだけの手がかりがなく、区画の成立時期についても問

題を残している。

E-1区 溝 5・ 6 E-1区 溝 5・ 6は、埋上の堆積状況や現
行用水路の北側にそって検出されていることなどから、現行用水

路に先行する16世紀以降の水路跡と判断できる。参考までに現行

用水路をみると、低位段丘上の溜め池を水源とする幹線水路から

の枝線となっている。幹線水路は水田区画内を直線的に伸びるが、

枝線となる当該用水路は地形に沿ってに開削されていることで若

千の相違が見られ、開削時期が異なる可能性も想定できる。しか

し、このような用水路は水利慣行の規制により前段階の水利状況

を踏襲する場合が多いことから、当該地域の水利体系がほぼ16世

紀頃までに枝線の一部にいたるまで完成していたと想定すること

は可能であるう。

ついで、遺跡一帯の現行用水路の状況をみると、低位段丘上の

二つの溜め池を水源とする幹線水路が基本となっており、千里川

および箕面川、猪名川から導水する幹線用水路はみられない。こ

のような状況は、両水系に近接する柴原村 (1)お よび南刀根山の

村明細帳 (2)か らもうかがわれる。両村の明細帳によれば、各々

の村における水源の依存度は溜め池が七割 りから八割り方で、千

里川は一割 りに満たないことが記されており、近世段階では溜め

池を主要な水源とする水利体系となっている。当遺跡が所在する

麻田村については水利状況を推定するだけの史料がないため明確

ではないが、当遺跡の周辺に位置する先の柴原村・南刀根山村と

同様の状況が推定でき、市北部では最低位段丘上から溜め池によ

肝
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Ⅳ-15図 遺構の分布
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上
Ｉ

Ⅳ-16図 遺跡周辺の水利状況 (1:
る水利体系が基本であった可能性が想定でき

る。

井戸 井戸は、さきに述べたように調査区各
所から散発的に検出されている。これらの井戸

の付近に建物等はなく、井戸が飲用水の確保を

目的とするものではないことは確実である。ま

た、あまり削平を受けていないC-2区 の井戸
の開口部は悟鉢状を呈しており、原田遺跡第 2

次調査 (3)。 同第 3次調査 (4)ゃ新免遺跡第H次

調査 6)・ 同第40次調査 ⑤などで検出した井戸

と同じ特徴を有していることから、天水の集水

も兼ねた灌漑用の井戸と考えられる。

ところで、これら濯漑用の井戸の利用状況が

わかる記事が『南刀根山村浅井家文書』宝暦七

年 (1757年 )四月の溜池用水争論関連の文書や

「中村明細帳」延享二年『旧中村文書』などに

みえる (7)。 南刀根山村浅井家文書によれば、千

里川沿いの下々の下田では普段は余った用水を

使つて耕作 し、日照りの時は井戸を掘つて用水

を補完する方法が用いられていたことが記され

ている。また、近年の聞き取 り調査においても
Ⅳ-17図 市内における井戸潅漑と

天水利用の分布
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戦後しばらく潅漑設備が

整備されるまでは早損時

に丼戸か ら水 を汲み上

げ、水田へ供給 していた

事実が知られており (8)、

井戸の用途は先の文書と

一致している。さらに聞

き取り調査では、井戸は

大きな水田に必ずといつ

てよいほど設けられてい

ることが伝 えられてお

り、下下田など生産性の

低い水田に限らず、多く

の水田に丼戸が設置され

ていた可能性が想定でき

る。

このような丼戸灌漑が

成立 した時期 について

は、原田遺跡第 3次調査

区の井戸が16世紀後半～

末頃となることから、16

世紀後半以前となる可能

性がある。確実に16世紀

代とされる井戸は、今の    Ⅳ~18図 新免遺跡第40次調査区井戸 1・ 2(1:40)

ところ原田遺跡の事例に限られるが、17世紀には新免遺跡第40・ 41次調査の井戸 1・ 2が掘削さ

ており、近世初頭までに一般化していた可能性は高いと考えられる。

これらの井戸は基本的に用水が不安定な状態になった時にはじめて機能することが、先の文献や

聞き取 り調査から知られるが、これに関連して注目されるのが、『柴原村指出明細帳』や『南刀根

山村明細帳』などに記される「天水」である。

村明細帳に記された「天水」とは、溜め池・河川などから用水が標高差や供給量の都合などで供

給されない水田が依存する水源のことをいい、言葉のとおり雨水や湧水などを指し示した用語とさ

れる。よって、「天水」が井戸と直接関連しないことは明らかであるが、安定した用水の供給が受

けられない水田では、灌漑用の井戸は極めて重要な存在であった可能性が考えられる。

なお、村明細帳に「天水」の記載がみられるのは、丘陵頂部や縁辺部に立地する北 。南刀根山村

や長興寺村などの極一部の村に限られ、またその比率も溜め池七～八割に対 し残 リー～三割と (9)

低い。また、その周囲の村では「天水」は見られないことは、これらの村では灌漑設備の整備が遅

れていたことをものがたる。無論、村明細帳は領主に提出する目的で製作されたものであり、その

性格上水源の確保を強調する村の意図が強く反映されそいることから、実態を殊更に誇張している

ことは明らかである。ただし、「天水」に依存する状況があったという事実は確実であり、その背

景には溜め池などの安定した用水の確保を前提として進められた一般的な水田開発とは異なる開発

井戸 2  /

子

＼ヽ     ~~    イ́
下

=ア
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形態が存在したことが示唆される。とすれば、「天水」に依存する開発形態は、溜池の建設が十分

ではない中世後期においてはある程度の比率を占め、このような開発の進展の中で井戸灌漑が普及

した可能性も考えられなくはない。

ただ現段階では、井戸灌漑の普及の推移と開発の進展を関連付けるまでにはいたらないため、今

後は資料の蓄積を待って検討する必要がある。

以上、当遺跡で検出した井戸から、市域丘陵部における水田開発の一面を検討した。この結果、

井戸灌漑という方法は、多くの労働力を要し灌漑の方法としては効率が悪いにも関わらず、近世以

降市域丘陵部の多 くの水田に設置されるほどに普及していたことは明らかであり、当地域における

水田開発の特色の一つであったと言える。また、これらの井戸は用水の供給が不安定になった状況

で、はじめて機能する補完的な水源として位置付けられること、その出現は中世後～末期となるこ

とから、中世後期以降の「天水」に依存する水田開発と不可分の関係にある可能性を想定した。

中世後期における水田開発、特に丘陵部における開発の実態については、溜め池灌漑から説明さ

れることが多いが、ほかにも多様な水田開発があった可能性は否定できない。本報告で取り上げた

井戸灌漑についても、その多様な一側面となることを見通しとして提起 しておきたい。
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